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経済学教育の比較研究

一上海海洋大学経済管理学院と九州共立大学経済学部ー
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1. はじめに

九州共立大学と上海水産大学(現上海海洋大学)

は、日本固と中華人民共和民との友好関係を促進

するとともに、教育的な交流を円滑に進めるため

に、 2005年 11月 21日に協定を締結した。具体

的には、以下の項目についての交流を行うことと

している。

① 学生の入学及び派遣交流

② 教職員の派遣交流

③ 教育情報の交流

④ その他双方が必要と認める交流事業

本稿は、本協定の「教職員の派遣交流Jに基づ

く特別教育研究「経済学の教育内容左教育方法の

改善に関する日中共同研究」による調査研究の成

果である。実際の調査は 2012年 10月および

2013年 10月に九州共立大学経済学部教員によ

る上海海洋大学への視察・交流、 2013年 3月に

おける上海海洋大学経済学部教員による九州共

立大学への視察・意見交換によって行われた。本

稿は、それらから得られた調査結果に基づいて上

海海洋大学における経済学教育の現状について

報告し、九州共立大学の経済学教育と比較するこ

とで、日中の経済学教育方法のそれぞれの特徴に

ついて検討し、今後の課題を考察することを目的

1 

とする九

2 上海海洋大学における経済学教育

2. 1 上海海洋大学の概要

上海海洋大学は 1912年に設立された水産学校

を起源としている。 1985年に上海水産大学ど校

名を変更し、 2008年に現在の上海海洋大学とな

っている。現在、 8つの学院(日本における学部

に相当)があり、水汁与生命学院(水産ライフサ

イエンス学部)、海洋科学学院(海洋学部)、食品

学続(食品学部)、{言息学院(情報学部)、経済管

理学院(経済経営学部)、工程学院(工学部)、人

文学院(人文学部)、外国i古学続(外国語学部)

で、専門教育が行われている。スクーノレモットー

(学校校洲)は、「勤朴忠突Jで、日本語では[勤

勉忠実j といったところであろう。

経済管理学院では、大学院は博士コース 1つ、

修士コース 3つで、修士には社会人向けコースが

1つある。上海海洋大学の特徴を生かして、海洋

経済・漁業経済・食品経済の 3つが中心的な研究

のテーマとなっている。

経済管理学院には学部生は 1学年 580人の定

員であるが実際には 600人程度在籍して全学年

で約 2，500人、大学続生は約 100人が在籍して
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表一1上島海洋大学経済管理学院の単位の配分

総合教養科目 学科教育 専門教育科目

種目 卒業
必修

自由選
必修

自由選
必修

自由選
関連

実態研
択 択 択 修

最低修得
167 46 9 

43 
8 

30 11 10 10 
単位数 (37) (28) (16) (12) (11) 

(珪)表中の数字は金語学系、( )はマケティング学系の単位である。

(泊所)上海海洋大学位012]より筆者作成

いる。教員は 85名が所属している。

経済管理学院には現在 7つの専攻(コース)が

ある。衣林径若干管理系(農業緩済・経営学)、会

汁学系(会計学)、金融学系(金融学)、市場膏備

系(マーケティング学)、国伝径済与貿易系(国

際経済・貿易学)、物流管理系(物流管理学)、工

商管理系(経営学)である。

2. 2 金融学系・マーケティング学系の概要

本節では具体的な経済学教育の実践について

検討するにあたり、金融学系(金融学専攻)およ

びマーケテイング学系(マーケティング専攻)を

取り上げ、その教育課程、単位の配分、コース科

目の標準的な選択モデル等を考察する。尚、本節

においては、特にことわりのない限り、上海海洋

大学 (2012)2)を参考としている。

2.2.1 金融学系のコース概要

(1) 金融学系コースの目標

金融学系における育成目僚は「通貨・金融に関

する理論的な基礎を踏まえ、現代的な経営知識・

銀行・証券・投資・保険等の関連業務に従事する

プロフェッショナノレとなるように養成し、{也の経

済管理部門の知言語ん具備し、外国語と実践的なス

キノレを高いレベルを持つ人材となるこ左を目指

すj というものである。具体的には、本専攻の教

育課程を履修する中で、以下のような金融分野の

基本的な能力を持つようになると左を学習目標

として掲げている。

① 金融学の基礎理論及び基礎知識を習得

する。

② 銀行・証券・投資と保険などの方面の

業務の基本的な方法を習得する。

③ 自立して知識を増やすことができるよ

うになること。コンピュータ等の情報処理能力

を備え、秀逸なプレゼンテーションと文章能力

を身につけ、実際の問題解決のための分析と組

織調整などの基本能力を備えるようになるこ

と。

④ 我が国の金融政策、法律と法規を理解

すること。
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⑤ 金融学の理論の最先端と金融実務の動

向を理解すること o

@ 少なくとも一つの外国語の能力(聞く、

話す、読む、書く能力)を持つこと、そして文

献検索、データ収集の基本的な方法、科学研究

上の能力と実務的能力の開発。

主な授業科目は、ミクロ経済学、マクロ経済学、

統計学、財政学、国際貿易、隠際金融、通貨銀行

学、投資学、保険学、商業銀行業務と経営となっ

ている。実践的教育を行うにあたり、実験室での

シミュレーションのほか、専門の調査研究、銀行

専攻実習、卒業論文作成がある。

九州共立大学経済学部においては現在金融コ

ースが設置されているが、その中で履修すべきコ

ース科目も上海海洋大学と同様の科目が設置さ

れており、大きな相違はないように見られる。ま

た、実践的教育では専門演習も設置されているた

め、この面も同様の教育形態・手法をとっている

と見てよいであろう o

(2) 金融学系の単位の配分

金融学系における最低修得単位数は、 167単位

となっている(表 1参照)。科目は「総合教養科

目jバ学科教育j・専門科目教育」の 3つに区分

される。単位は、 1年間を前後期に分け、 r1学時

=45分間」の授業を相当な時間数を受けること

によって、各科目で設定する単位数が取得できる

ようになっている。たとえば学科教育の必修科巨

である「ミクロ経済学」は、 r48学時・ 3単位j

となっている。これは九州共立大学の形態に翻訳

すると、 24回の授業で 3単位を取得できるとい

うことになろう。総合教養科目は、日本の大学教

育における教養科目と同様の位置づけ・内容とな

っている。科目は政治・英語・パソコン・体育・

基礎で構成され、 46単位取得が必要で、自由選

択科目も 9単位が必修となっている。

学科教育は経済管理学続で共通する科目で、必

修43単位、自由選択8単位である。専門教育科

目は金融学系で必要どされる専門科目君事で、必修

30単位・自由選択 11科目・関連 10単位・実践



表せ学期授業スケジュール
学年
学期 2 

政治 3 (-tS) 4 (6-1) 

総 英語 1 (61) 1 (6~) 

ぷ口〉、 パソコン 3 (54) 

教 体育 1 (32) 1 (32) 

養 1 (32) 

短 I 3 4 

S (80) 

4 (6~) 4 (64) 

2 (]6) 1 (32) 1 (32) 
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四

短 E 5 6 短 E 7 8 

科 基礎 ι修単位 9 (時間を徐く)

目 1 (時間を除く)
自由選択

最低修得単位数 8 

学 在、修 7 (112) 9 (160) 13 (208) 11 (176) I I 3 (48) I 

E 科 1 ' (臼) 15 (回)

教 自由選杭
育

最低修得単位数 8 

必修 3 (-t8) :， (48) 11 (176) 3 (48) I E5 専 4 (64) 15 (80) 

I"l 白由選択

教
最低陸得単位数日

育 4 (64) 
7 " ( 112) (22 !) 

科 関連
2 (32) 

日 最低修得単位数 10 

実践研修 '"亘) 11 (2ヨ) 1 品(16司)

(注)括目前は単位、括日向Iま限自の回数、実践研修中括日向は週致。
短!ま短学期を示す

(出所)上海海洋大学[2012]

研修 10単位となっている。

(3) 金融学系の授業スケジューノレ

金融学系における標準的な授業スケジューノレ

は表ー2のようになる。 l年間を前後期に分け 1年

生の前期から煩に 1，2、・・・というように学期

を数え、 4年生の後期の 8学期で構成される。総

合教養科目の標準履修年次は1・2年次で、 1年

次でそのほとんどの単位を修得する。

学科教育は 1学期から必修科目はスタートし、

自由選択科目は 4学期から履修可能である。専門

教育科目は 2学期からスタートし、自由選択・関

連の多くは 3年次からとなっている。尚、ほとん

どの専門教育科目・学科教育は 4年次の前期にあ

たる 7学期で修了するように予定され、 8学期は

専門教育科目の実践研修を 16週間にわたり履修

することになる。中国においても 4年生は就職活

動があるために学生は多忙であるらしく、上海海

洋大学は上海市中心から 1時間半程度の郊外に

あるため 4年生はあまり来なくなるという o

表 2にある各学年の終わり(夏休み期間)に

短学期が 3年生まで設置されている。これは、い

わゆる集中講義期間である。 R本の場合と異なり、

通常スケジューノレの中に当初から設置されたも

のとなっている。その主な内容は、短学期 Iでは、

学科の発展と専門課程の体係の紹介などのほか、

軍事理論と訓練、著名な先生を招いての講座など

がある。短学期Eでは、学科の最先端の講康、専

3 

攻実習、実験室での金融のシミュレーションと専

門の調査研究等である。短学期Eでは、銀行や、

保険会社、誌券会社などの金融機関での専門的な

実習となっている。

九州共立大学経済学部における総合教養科目、

専門教育科目の構成・配置と比較すると、大同小

異だ左言えよう。ただし、必要とする単位数は上

海海洋大学では圧倒的に多い。 1年間で履修する

時間数も多く、学生も教員も疲労感があるようで、

少し1涜らすように検討されているという。

(4) 金融学系の学科教育

金融学系における学科教育は、経済管理学院で

共通する専門教育であり、経済学・経営学の基礎

的内容をその科目構成としている(表-3)0 1・2

学期で「高等数学j を 128学時も設定している

こ左に注意されたい。経済・経営学の教育におい

て数学が基礎にあるということを徹底している

ことが窺われる。またその次に履修時間が多いの

はプログラミングであり、パソコン教室で 64学

時受けるようになっている。

学科教育の必修科目の中では、ミクロ経済

学・確率論と数理統計 (48学時を 3学期)・マク

ロ経済学 (48学時を 4学期)などのような科目

もある一方、財政学や経済法といった科目も設定

されている。経済法まで必修となっているのは日

本の大学ではあまり見られないであろう。
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表寸学 教育 最低修得単自一散:51(必修 43 自由選択 6)

科目区分 科目名 単位 学Z守
学時の分配

学期 条件 その他
教窺実験室 PC教室その他

高等数学C 8 I28 128 

会計学基礎 3 48 44 

プログラミングB 3 IH 32 

財政学 2 32 30 

経済法 3 48 44 

ミクロ経済学 3 48 44 
必

fJ; 
確率E告と数理統計 3 48 48 

政治経済学 2 32 32 

データベースの基礎 2 32 24 

マクロ経古学 3 48 44 

線形代数学B 2 32 32 

統計学 3 48 H 

~-ケティング 3 48 44 

経営学顎詩 3 48 44 

合計 43 7"' 631 

コンピュータネ y ト
2 32 24 

ワーク茸礎

自
オベレ ションズー

リサ←チ
2 32 30 

自

選 向等教学T 3 48 18 

択
経済学符誘 2 32 30 

外国語(日本誇) 3 48 48 

合計 12 192 180 

(出所)上渇海洋大学[2012.]

(5) 金融学系の専門教育科目

金融学系における専門教育科Rは、表 4のよ

うになる。保険学は 1年次 (2学期)から履修可

能であるが、主に 3年次から履修科目が集中する

構成となっている。専門教育であるため、基礎的

な科目を習得した上で履修した方がよいために、

このような構成になっていると見られる。またさ

らに履修条件も設定されるなど、教育の積み上げ

効果を重視・徹底していることが窺える。科目を

見ると、不動産金融、国際クレジット、銀行の会

計、通貨金融史などのような日本の大学では極め

て専門的で大学院で設定されるような科目もあ

り、相当な深い内容まで4年次で履修可能となっ

ていることが分かる。これらの科目は、九州共立

大学でも設定されていないが、専門的な内容の深

さ、修得すべき科目数の多さから、学生はかなり

の学習が要求されよう。

(6) 証券投資学にみる専門教育

本節では具体的に表-4における「証券投資学j

を取り上げ、その教科書の張絶貨・玉・張海玉

(2011)の内容から専門教育を考察しよう。「証

券投資学j は6学期 (3年次の後期)に 48学時

4 

L2 

4 1 

32 2 

2 2 

4 3 

4 3 

3 
高等教学

報形代数学

3 

8 3 

4 i 

1 

2 4 

4 4 

4 5 

4 40 26 

5 

2 s 
最低修得単

6 位教， 8

2 6 

7 

8 4 

行われ、そのうち 32学時は教室で、 16学時は実

験室で行われる。実験室では証券投資に関するシ

ミュレーションなどを行うと見られる。張絶貨・

王・張海玉 (2011)3)は、教室での授業(いわゆ

る座学)のときに、使用される教科書である(A4

版・ 294頁)。主要な内容は第 1篇「証券j で、

株式、債券、金融派生商品の解説、第2篇「証券

市場」で、証券発行市場、証券流通市場、第 3

篇「証券投資jで株価指数や証券投資価値分析な

どを取り上げている。

証券投資の教科書としては、日本の一般的な教

科書と照らし合わせても、標準的な内容である。

その水準は、数式による解説は必要最低限にとど

めて、初歩的な部分についてことばで解説したも

のとなっている。たとえば、利回り計算について

は数式も記述され、数値例もあるが、オプション

取引の解説ぜは、ベイオフ・ダイアグラム(図)

のみで、ブラック z ショーノレス、式はなく、記述も

ほとんどないといった具合である。

九州共立大学においては「証券投資論入門1・

「証券投資論」で向内容は指導されている(各週

1回・全 15週)。ほぼ同じ内容・水準の教科書(二
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表 4 ;害 門教育科目最四 位 重幽位数 61(必修 30 自由選択 11 関連 10 : 10) 

科目区分 科目名
学時の分配

その他単位 学時
教室実験室 PC教室 その他

学期 条件

保険学
3 48 44 

通貨銀行学 3 48 44 

国緊金融(中国語と英
語} 3 48 44 

国際貿易 3 18 II 

投資学 3 48 44 

必
金融専門英語 3 48 4，1 

~1 計量経古学 2 32 2> 

証券投資宇 3 48 32 

商業銀行業務と
3 48 44 

経営

国際決請 2 32 " 
会社の財務 2 32 " 合計 30 480 424 

不動産金融 2 32 " 
国際クレジット 2 18 11 

国際金融市場 3 18 ι4 

自
金融工学 3 18 II 

出 国際投資宇 3 48 44 

i室 通黄金融史
択

2 32 28 

銀行の会計 2 32 28 

証券投資分析 2 32 20 

投資銀行の概論 2 32 20 

合計 22 352 300 

(出所}上海海洋大学[2012]

上・代田 (2011)心)を使用しており、初歩的な

部分についてことばで解説するなど、教育方法も

同様のものとなっている。ただし、情報処理教室

での実習は講義期間の都合もあり、実施せず、ゼ

ミ等で対応しているという相違点もある。

(7) 金融学系での卒業論文指導

金融学系では 7名の専門教員が在籍する。各テ

ーマは学生が選び(金融学系であれば金融に際連

する内容ならいずれも認められるという)、テー

マに沿って各先生の指導を仰いで卒業論文を執

筆することになる。各教員には 8名程度の学生が

つくという。

最終報告会では、 3人の金融学系の教員のまで

学生が発表し、採点を受けるとしづ。学生が執筆

した卒業論文の例としては、①為替、②農村金融、

③消費者の金融(自動車金融など)、④上海図書芸

金融センターの建設、⑤海運の金融、などがある

というロ

2， 2. 2 マーケティング学系のコース概要

(1) マーケテイング学系コースの呂標

マーケティング学系における基本的な育成目

標は、金融学系のそれと変わらない。そのうえで、

16 

16 

12 

12 

24 

「υ 

4 2 通貨担行学

4 3 欧米の経済学

4 4 通貨揖行学

4 5 欧米の経済学

2 5 欧米の経済学

; 5 大学英語

4 6 

6 投資学

4 6 通貨担行学

4 6 国陪金自

4 6 会計学基礎

40 7 

4 ら 通貨担行学

d 5 国際金融

4 6 国際金融

企 6 国際金融

4 6 投資学 最低修得単

4 7 通貨担行学 位数 :11

4 7 会計学基礎

7 投資学

7 投資学

28 

マーケティング学独自の目標として、経済に関す

る基礎的な知識・理論をしっかり身につけ、法律

に精通し、マーケティングに関する専門知識を習

得し、市場調査能力、マーケティング能力、現代

社会に適応する能力を持つ人材を育成すること

が掲げられている。卒業後は国内外の企業や政府

機関において、製品の販売、マーケティング計画

の立案、広報、宣伝・広告、ビジネス交渉などに

従事するこどを念頭に置いている。

また学習聞に関しては、マネジメント、経済学

およびマーケティングの基礎理論、マーケティン

グの定性・定量分析、市場原理、政策や規制を含

めた国際的なマーケティング上の慣行や/レーノレ、

文献検索法、外国語、情報リテラシーなどの知

識・能力の獲得が求められる。

(2) マーケティング学系の学科教育および専

門科目

まずマーケテイング系における学科教育は、経

済管理学院で共通する専門教育であり(表-3)、

その特徴は 2.2. 1 (3)で述べた通りである。

次lこマーケティング学系の専門科目における

最大の特色は専門性の高さ左、語学や数学に関連



表 5 専門教育科目(つづき)

科目区分
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学時の分配
その他科目名 単位 学時

教室実験実 PC教室その他
学期 条件

海運の金融概論 2 32 32 

プロジェクト管理 2 32 28 

英会話 61 64 

財務会計 3 48 44 

専 国際貿易の練習 2 32 28 門
教 国際マーケフイング 2 32 28 
育 情報管理シスァム
科L 2 32 20 

(日15)
目 監査学 2 32 28 

現代物流管理 2 32 28 

資産評価学 2 32 28 

国際商法 2 32 28 

マーケティング計画 2 32 24 

合計 27 432 348 

金融の実験室の模擬
1 2週

実 と専門の謂査研究

践 銀行専攻実習 1 2週
自汗

修 卒業論文 8 16週

合計 10 20週

(出所)上海溝洋大学[2012]

した科目設定である。例えば、マーケティングデ

ータ分析やプランドマーケティングなどは九州

共立大学ではマーケテイング論の 1項目として

扱うが、上海海洋大学では 1つの科目としてそれ

ぞれ必修、選択科目左なっている。不動産マーケ

テイングや水生マーケテイングなどは、九州共立

大学も含め日本の大学ではほとんど設定されて

おらず、その意味で非常にユニークな科目と言え

る。また、語学系の科目は九州共立大学では基本

的に 2年次までの配置であるのに対し、上海海洋

大学の場合は4年次にも設定されている。数学に

関しても確率論、線形代数、高等数学など専門性

が高い科目が設定されている。

他方、上海海洋大学には演習のような少人数教

育や学外研修などの体験型学習が設定されてい

ない。その代わりに、企業が講座を提供する形で

人材育成を行ったり、ビジネスモデルやデザイン

の設計を目的とした各種のコンテスト・イベント

が開催されている。また学生の実験能力が重視さ

れているのも特色の Iつである。

(3) マーケティング学系での卒業論文指導

指導の進め方は先述の金融学系と同じである。

マーケティング学系の学生が執筆した卒業論文

の例としては、①マーケティング戦略、②ブラン

ド、③宣伝・広告、④消費者心理、⑤製品分析な

どがあるという。

6 

4 

4 5 

5，6 

4 6 会計学基礎

4 6 

4 6 
最低修得

単位数

12 7 10 

4 7 

4 7 

4 7 

7 

8 7 

12 10 

続2

前[3

8 

中国の企業を対象左したものが大半であるが、

中には任天堂や資生堂など日本企業を取り上げ

たものもある。

2， 3 近年における経済学教育の改革

本節では上海海洋大学で行われた経済学教育

改革について取りあげる。改革の目的・具体的な

改革内容は上海海洋大学の学生や教育の特徴を

よく表していると見られるからである。尚、本節

においては、平瑛 (2013)2)を参考としている。

(1) 改革の目的と概要

経済管理学院では、専攻の教育課程強化を通し

て、実践的教育をより充実させ、革新的な人材育

成を目的に改革を行ってきた。特に 2011年に[上

海市大学重点改革フ。ログラムJに採択され、改革

プロセスは加速して進むようになったという。

具体的な改革内容は、①学習発展センターの各

専攻での設立:課外実習の強化に役立てる、②オ

ーダー式の育成クラスの設置:一般企業の協力を

得て、学生による発表コンテストによる体験型の

学習を促進、③科学技術革新のプラットフォーム

の構築、の 3つである。

(2) 具体的改革内容学習発展センター

改革の目的は学生の革新約能力を引き出すこ

とである。そのために、学部の下に教育管理のた

めの組織(し、わゆる学科に椋当)と、学生指導の

ための組織である学習発展センターを設置した。



【審査伺研究肴文]九州共立大学総合研究所紀要第7号 2014年3月

Joumalof時mhuKyoritsu Unive下 ityRお間，61凶 titute No.7 March 20J4 

章一6 マーケティング学系の専門教育科目畳抵捧揖単位数 67(畠棒 28自由選択ー 16 関連ー 12 実践研棒
11) 

科目名
学時の分配

その位科目巨分 単位 学時
教室実験室 PC教案その他

学期 条件

国際貿易 q 48 

市場調査・予郡 2 32 

消費者行動子 2 32 

広告学 2 32 

国際金誼 3 48 

ビジネス英語 3 48 

必
マ クティングデータ分析 2 32 

fj; Eコマース 2 32 

間際マ クティング 2 32 

財務菅理 3 48 

シミ工レ ション 2 32 

マ ウァイング叶酉 2 32 

合計 28 4<8 

経営心理学 2 32 

ビジネス~捗 2 32 

マーケアイングチャネル管理 2 32 

サーピスマーケティング 2 32 

プランドマーケティング 2 32 

白

出 ネットヲ ク，，<売 3 48 
3霊

択
マーケティングエンジニアリン

グ
3 32 

マ ウ ァ ィ ン グ ケ ス 2 32 

不動産マーケァィング 2 32 

ms 2 32 

起業家精神 2 32 

水生マ ケティング 2 32 

合計 26 416 

{出原)上海海洋大学ぜ:2012)

教育管理システムでは、教育組織の責任者、専攻

責任者、学科リーダーの 3種類の主導的教員の養

成を行うことも兼ねている。

学習発展センターでは、講義しない指導員(い

わゆるチューター)と、講義を行う教員が協力し

て学生指導にあたる。具体的には、①各専攻のコ

ンテスト・イベントを発案・運営、②科学技術革

新プログラムの申請、審査、③企業との交流を企

画、を主に行う左いうものである。

42 

22 

22 

28 

11 

32 

16 

16 

20 

32 

8 

20 

302 

28 

24 

26 

" 
24 

30 

" 
16 

20 

II 

26 

20 

276 

学習発展センターは、 4~5 年前から準備を行

ってきて 2011年に本格的に始動したものである。

上海市教育委員会からも評価を受け、さらに改善

するように努力しているという。

学習発展センターの指導員(チューター)のは、

10人を配置している。チューターは入学後から

学生の授業出席や期末試験前の勉強まで管理す

る。中国の大学は全寮制がほとんどであり、現在

の学生気質を鑑み、寮生活まで指導することは不

可欠となってきており、このようなチューターの

存在は重要だという。講義を行う教員は学生が非

常に多いため、顔まで覚えられないが、チュータ

7 

6 4 

10 5 応用統計学

10 5 

4 5 マケァィング

4 5 

16 5 

12 4 5 応用統計学

16 12 』 6 

12 6 7-ケァィング

10 6 6 会計学基礎

22 2 6 マケアイング

4 12 7 マ ケティング

56 90 

2 管理原則

8 4 

6 d に マーケァィング

S 5 マーケティング

8 6 7 ーケティング

佐低修得
18 6 マーケティング 単位数

II 

20 4 6 マーケテ fング

[6 6 応用校二十学

12 7 マケ f イング

16 2 b マ ケ T イング

6 7 

12 7 音E望原0.1

51 86 

ーは覚えており、効果的な教育指導ができるとい

う。チューターは大学院生(心理学専攻が多いと

いう)から募集し、学生と年齢差がなく、会話の

しやすい若い教員が中心なようである。

日本の大学においては、学生気質が過去から変

化してきているため、カウンセラーを常時待機さ

せ、学生の生活聞も含め指導するようになってき

ている。九州共立大学においても、カウンセラー

が指導に当たっているが、生活指導面での教育が

中心となっている(逆に言えば、それが最優先の

課題でもある)。上海海洋大学では、後述する実

践的教育やコンテストまで関与するなどより専

攻教育面の婆素も多い。このような内容の相違は

優劣を意味するものではなく、各大学における学

生気質の相違に対応したものだと考えられよう。

(3) オーダー式育成

オーダー式育成は、大学と企業が連携して新し

い人材育成のそデ、ノレを創出することを巨的とす

る。具体的には、上海の飲料メーカー「上海申美

飲料金品有限会社jと連携して食品経済管理専攻

に「コカコーラ申美クラスJを設立したという。
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表-，-二空三生全壬;.-グ系学の専門教育科窓(つづき)
科目 学時の分配

その位
区分

科目名 単位 学時
教室実験室 PC号室その他

学期 条件

応用フイァイング 2 32 26 

製品紹介 2 32 24 

国際ビジネス法 2 32 28 

広報 2 32 32 

専 現代物流管理 2 32 20 
門

国際貿易の練習 40 
教

3 48 

育 ERP机上シミュレーション 2 32 6 

科 口語英語 4 64 24 
目

証券投資テクニカノレ分析 2 32 20 

税務管理 2 32 28 

プロジェクト管理 2 32 28 

合計 25 400 276 

実 市場調査 1.5 3週

践 企業経営シミュレ ション 1.5 3週

研 卒業論文 8 16週
主宰

合計 10 22週

(出所) 上発事海洋大学[2012]

産学共同で、人材育成プランを作成し、指導に

あたるどいうもので、教育の形式も授業や実習な

ど多様なものとなっているという。

(4) コンテスト・イベントの企画・運営

学習発展センターでは各種のコンテストを企

画し、運営を行っている。学習成果を発表し、学

生の学習意欲を引き出すことに役立つていると

いう。実践的な提案を考えさせるコンテストであ

るため、専攻での理論的な学習と応用・実践を有

機的に結合することになるため、教育効果は明ら

かに改善できたという o コンテストの具体例とし

ては、① rLenovoJマーケティング企画大会、

②「用友杯J全国大学生創業プランと ERP模擬

経営コンテスト、③物流シミュレーション実例の

デザインコンテストが行われたという o

改革の効果としては、 2011年から 2012年に

かけて経済管理学院の学生の科学技術革新プロ

グラム(学生による政策提案や特許等)が 38採

択されたという(国レベルが 2、上海市レベルが

21であったという)。

経済管理学院の改革により、学生に対するきめ

細かな指導と、実践的な応用力を身につけさせる

効果が上がっているようである。

九州共立大学における実践的指導においては、

一般企業や公務員で実践的な活動を行う実務家

を招いての講演会の開催、学外の企業や様々な施

設を訪問する学外研修、海外研修など、教室の中

での授業だけではない実践的な活動も行ってき

ている。また学生が研究してきた成果を発表する

学生研究発表会も開催するなど、上海海洋大学と

8 

6 2 

8 2 

4 3 

3 

6 4 

8 5 国際貿易 最低修得

4 5 単位数

12 
40 6-7 

2 7 

4 7 

4 7 管理学原

86 

短2

知3

8 

問様の企画を設けているともいえる。しかし、大

学内の企画にとどまり、コンテストを通して他大

学どの交流や競争を行うまでは至っていないた

め、その点は上海海洋大学の成果を参考にすべき

であろう。

3 九州共立大学における経済学教育

3.1 九州共立大学の概要

九州共立大学は 1965年 4月に開設され、当時

は経済学部経済学科のみであった。後に工学部、

大学院工学研究科も設置されたが、現在は経済学

部経済・経営学科、スポーツ学部スポーツ学科で

専門教育が行われている。学是は「自立処行j、

すなわち「自分で自分を律する。如何なること

も誤ることなく処する。事に処するカは、自律の

正しさ、智慧によるjのであり、日常生活即道場

と考える教養人の自己内省を意味する。

2013年 5月 1日時点の学生数は 2，208名であ

り、このうち 176名が留学生である。経済学部

には 1，098名が在籍しており、上海海洋大学経済

管理学院の約 4苦手lほどである。また経済学部の専

任教員数は34名である (2013年6月1日時点)。

3. 2 経済学部のコース概要

九州共立大学経済学部におけるコースは表-8

に示すように、(1)経済戦略コース、 (2)金融コ

ース、 (3)国際・地域経済コース、(4)環境・産

業マネジメントコース、 (5)ビジネスコミュニケ

ーションコース、 (6) スポーツビジネスコース、

(7)経営管理コース、 (8)会計・情報コース、

(9)起業・後継者コースの 9コースが設定され
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表-9九州共立大学経済学部の要2 業単位数
履修区分 最低修得単位数 要卒単位教

キャリアァザイン科目 6単位以上 6単位

ことほ左文化 2単位以上

教養コア科目
歴史と社会 2単位以上

1 2単位以上
人間>環境 2単位以上

総
ムロ

総合科目 2単位以上

教 外国語楽 1 30単位
養 言語教育科目 日本語文章表現法 B単位以上 ※3 
fヰ
日 新修外国語研修

情報教育科目 2単依以上
実技科目

健康教育科目 2単位以上
講義科医

導入科目 6単位
専 共通科目 基幹科目 4単位以上
円

教 国連科目 1 0単位以上 76単位
育
科

コース科目 20単位以上 ※2 

ロ 他コース科目 1 0単位以上
演習科目 1 2単位以上

自 社会教育主事関連科目
由 教属課程間違科目
選

1 2単位以上 30単位
択 自学部で寝修した要卒単位数を超える ※ 3 

科 科目、および他学部で履修した科目
日 シ毛 2

ムロ 言十 1 2 4単位
u主〉※i外層語は英、独、仏、中、鶴、日{留学生のみ)があり、 1つの言語について I-lVまで修得が必要。

※2他学部の科目居修については、各学部から示されるf学部推奨科昌一覧表』から選択履修。
※3要卒単位数を超えて雇修した単位は、自商選択科目区分に算入される。

{出所)九州共立大学経済学部教務委員会編[2013]、p.15

ている。(1) ~ (4)が経済学系のコース、 (5)

~ (9) が経営学系のコースである。

学生は 2年次後期からいずれかのコースに分

かれて、より専門的な学習を1Tっていくことにな

る。なお各コースは、多岐にわたる経済・経営の

分野の中から一定のテーマに絞って履修するこ

とで、より現実に即した事情を学べるように設け

られている。コース選択にあたっては、 2年前期

に配当されている「コース演習入門j を履修し、

進みたいコースを決定する。

3. 3 経済学部の目標・特色

学部の主たる目標は、伝統的な「経済・経営j

や現代社会における「経済・経営」を学び、環境

や消費者保護、企業倫理などの公共の視点、に立ち、

9 

社会におけるさまざまな問題を解決していうこ

とができる人材を育成するこ左である。

学部の特色Eして以下の 5点が挙げられる。

① 経済学・経営学の基礎知識および一般教養

の取得 (1 年次~2 年次前期)

② 自分の特性、将来の進路に沿ったコースに

分かれ、専門知識、技能の習得 (2 年次後期~)

③ 少人数で一人ひとりに手厚い指導 (1年次

@ 企業のトップ、実業家からの授業や体験教

育プログラムにより実践力を育成 (2 年次~)

⑤ 3年次までに、経済学検定、経営学検定 6)

いずれかを受験、万全の就職支援体制IJ(1年次~

3年次)



学部で取得できる免許・資格としては中学校教

諭一種免許令状「社会」、高等学校教諭一種免許状

「商業j・「地理歴史J• r公民1・「情報j、ビジネ

ス実務士、情報処理士、プレゼンテーション実務

士、環境マネジメント実務士などがある。このほ

か、公認会計士、税環士、ファイナンシヤノレプラ

ンナ一、日商簿記検定 1~3 級、サービス接i菌検

定、ビジネス実務マナー検定、中小企業診断士、

宅地建物取引主任者、 1~3 級販売士、イベント

検定、スポーツイベント検定、語学検定、 TOEIC

などの資格取得に対して支援を行っている。

3. 4 金融コースの教育

金融コースでは、マクロ・ミクロ経済学・金融

論・統計学・会計学入門を基幹科目どして基礎を

おさえ、コース科目では「金融論J、「銀行論」、

I証券経済論」をはじめ、金融に関連する科目を

中心に、財務会計ーや経済政策等、ミクロ・マクロ

両面から金融を学んでいく体系となっている。ま

た金融論特講 (A~D) では、ブィナンシヤノレブ。

ランナーを招聴してのFP対策講座なども開講さ

れ、実践的かっ資格取得に対する試験対策を行う

科目も設定されている。

日本の経済学部で金融を専門どする学生が学

ぶべき内容をほとんど網羅する一方、他コースや

経営学系の講義も関連科目等で履修できるなど、

学生がより幅広く選択できるようになっている。

この点は上海海洋大学にもあまりない点ではな

かろうか。その一方で、上海海洋大学では不動産

金融など、日本の学部レベルでは学習することが

ない専門的な科目もあり、より深い学習ができる

という点で特徴があると言えるだろう o

3. 5 経営管理コースの教育

上述のように、九州共立大学の経営系のコース

は5コースあるが、ここて、はマーケテイングをは

じめ企業の経営管理を中心に学ぶ経営管理コー

スについて取り上げる。経営管理コースでは、コ

ース科目として企業の経営資源(人、モノ、金、

情報)の管理に関わる科目を中心に、組織、戦略、

ガパナンスなどを学ぶようになっている。

具体的には、「経営学j、「マーケテイング論j、

「経営管理論j、「経営戦略論j、「流通管理論J、

「情報管理論j、「企業ガパナンス論J、f経営組織

論J、「財務管理論j、「国際経営論Jなど 15科目

がコース科目に設定されている。このほか「経営

管理特議 (A~D)J があり、先述の経営学検定の

試験対策を行ったり、外部から講師を招きより実
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践的な内容を扱う。なお、これらの科目は他コー

スの学生も履修でき、上海海洋大学より広く浅く

学べるような工夫が施されている。

4 まとめ

上海海洋大学の教育の特徴l土、①語学、数学、

プログラミングの履修持聞が長い、②専門的な内

容が深く、科目数も多い、③各種コンテスト、イ

ベント、専門の調査研究がある。

九州共立大学の教育の特徴は、①他コースの講

義も幅広く選択できる、②少人数教育や体験型学

習を重視している、③資格取得を支援する体制が

整っている。

紙幅の関係で分析できなかった点も多いが、そ

れらについては残された課題として筆者らに残

されている。
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社会人適応能力診断検査の開発に関する予備的研究

本多芙美子ヘ森部昌広州

*鹿屋体育大学キャリア形成支援室、帥九州共立大学経済学部

The Preparatory Study for Developing the Diagnostic InventOly ofMember of Society Ability 

Fumiko HONDA田ldMasahiro MORlBE 

Abstract 

This study ahns to explore potential factors concerning students' adaptability as members ofsociety， to prove 

intemal consistency among the factors， and to compare differences between sexes and among thcir years. 

Through the analysis， 7 factors (“motivation白 canyout a strategy (MCS)'γ‘ability to express oneself (EO)"， 

“ability of positive thi品也g(pT)ヘ“abilityto take good care of a team (TGT)"，“ability to work on duty 

positively何IDP)'γ‘foreseeabilityσ1A)"，“fortitude(FT) ") have been extracted and they are inte111ally 

consistent. T-test shows that“MCS"，“TGT"or “FA" is di耳元日ntbetween sexes. Also，“TGT" is different 

among years 

Kり，IVoJ'ds: The diagnostic im叩 fωJ'of psychological competitive abilityfor athlet，田"ExploralOl)' faclOI 

analysis， T-test，αle・W，の)anal;羽is01 variance 

1.はじめに

経済毘体連合は 2013年日月 13J3，政府の閣議

決定「採用と選考に関する指針」に基づく要請を

受けて、 2014年度から大学 3年生となる学生に

ついての就職活動の解禁時期を現行の 12月から

翌年3月へど繰り下げた。産業界や企業を取り巻

く環境は、業務の IT化やスピード化、グ、ローパ

ノレ化等の影響によって年々変化し、それに伴って

社員に求められる仕事の質は高度化しているr)。

これから就職を控えている若い人材は、刻々と変

わる企業環境や就職活動に対し、迅速かっ柔軟な

対応力が求められるようになるだろう。また、企

業環境や車t職活動の変化に並行して、教育環境の

変化も求められているため 2)、学生は産業界と教

育界の2つの変化に対応してし、かなければならな

い時代になったとも言える。

元来、産業界と教育界における学びや教育に関

する目的意識は、双方の認識を暗黙の了解とする

ことで現在に至ってきたr)o 具体的には、産業界

側は「教育j を人材育成のための手段として認識

しているが、教育界側は「教育」を社会における

自己実現を目指すための手段として認識している。

ところが、産業界と教育界の「教育J観のこうし

た認識のズレは、人材の採用や選考の場面におい

て大きな問題である。 何故なら、産業界や企業を

取り巻く環境の変化に伴い、産業界や企業が~n戦

力はもちろんだが、グローパノレ化にも対応で、きる

ような伸びしろのある人材を必要とし始めている

からである。そのような状況の現代社会において、

過剰供給と言われている大学や大学院卒の中から

3)産業界や企業のニーズに合った人材を探し出す

ことは容易ではない。

経済産業省必は、以上のような問題要因を解消

するため「祉会人基礎カJを提唱している。社会

人基礎力とは、 「職場や地域社会で多様な人々と

仕事をしていくために必要な基礎的な力(経済産

業省 HP:http://www.meti.go.jp/policylkisoryoku 

1) Jである。社会，、基礎力を人材育成および自己

実現目標として掲げることで、産業界並びに教育

界に対し「教育J観を共有するよう働きかけてい

る。その働きによって 2009年には、日割以上の

大学がキャリア教育科目の開設、社会人基礎力の

向上を試みていることが報告されている 5)0 産業

界と教育界の「教育j観のズレを解消するために

提唱された社会人基礎力は、若い人材や高校生、

大学生の能力評価に活用できるとして今後も広が

っていくと考えられる。

一方で、社会人基礎力の普及には、評価方法の



あいまいさが大きな課題となっている可能性があ

る。社会人基礎力の評価は各実施機関に委ねられ

ており、統ーした評価方法が定まっていないから

である。具体的には、経済産業省 6)によって作成

されたレベノレ評価基準を参考にしつつも、大学や

高等学校などの実施機関が独自に面接や自己評価、

他者評価等を行っているため、企業側から見た場

合、どの評価を基準に判断すべきか解釈が難しい。

その理由のーっとして、社会人基礎力における

構成要素の定義と例文の複雑さが挙げられる。社

会人基礎力における 12の構成要素を見ると、た

左えば「主体性」の定義は「物事に進んで取り組

む力Jであり、例文は「自分がやるべきことは何

かを見極め、自発的に取り組むことができるj、「自

分の強み・弱みを把握し、困難なことでも自信を

持って取り組むことができる」、「自分なりに判断

し、他者に流されず行動できるJとなっている。

この例文では、判断力や課題発見力、実行力など

多様な能力が求められており、「主体性jの本質を

捉えにくい。ここで挙げられている定義や例文を

参考に評価方法を作成すれば、回答者は混乱し、

判断に迷うことで正確な回答ができなくなること

が予想される。したがって、まずは経済産業省 6)

における社会人基礎力の概念や定義に捉われず、

社会人として適応するために必要な能力要素を明

らかにし、測定方法の検討、信頼性及び妥当性の

確認を行うことが必要である。その後、経済産業

省。の社会人基礎力の概念と照らし合わせて、能

力要素を精査していくことが必要な手順であると

考える。

そこで本研究では、社会人として適応するため

に必要な能力(以下、社会人適応能力とする)に

関する構成要素の探索、尺度化を予備的検討とし

て試みた。社会人適応能力の構成要素を探索する

際、徳永・橋本吟の作成した心理的競技能力診断

検査 (DIPCA.3; the Diagnostic Inventory of 

Psychological Competitive Ability for Athlete、

中学生~成人用)を参考にした。 DIPCA.3とは、

スポーツの場面で言われる「精神力Jを5つの因

子と 12の下位尺度に分けて診断する検査法であ

る。感情をコントローノレすることは、目標を達成

するために必要なパワーとスタミナを維持し、ベ

ストパフォーマンスを導くために重要なスキノレで

ある。レイヤー・マクラフリン 8)によるとこのス

キルは、スポーツに限ったものではなく、一般的

な仕事(ソフトウェアの開発、写真撮影、マネジ
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メント、経理など)にとっても重要であると指摘

されている。

DIPCA.3は、調査項目が精査されており、調査

結果をその場で本人にフィードパックできるなど、

使用勝手が良く非常に便利であることから、多く

のスポーツ関係者に用いられている。例えば徳島

県では、2007年から国体出場選手へのメデ、イカノレ

チェックに DIPCA.3のマークシートリーダーを

用いた処理システムを開発し、導入を試みるほど

ωその有用性は評価されている。社会人適応能力

も競技者の競技約心理能力と同様に、実施者が置

かれている立場や時期、環境等によって日々変動

する可能性が高いロこのため、その評価方法を検

討する場合、 DIPCA.3は大いに参考になると考え

ている。例えば、 DIPCA.3の f自信(第3因子)J

で言うど、競技者がスランプ状態にあるかないに

よって[自信j得点には変動が生じる。それと同

様に就職活動中である大学生が順調に選考を進ん

でいるかないかによって「白{言j得点が変動する

と考えられる。その他にも、自己コントローノレ能

力や集中力、予測力、協調性等、 DIPCA.3の評価

内容は、社会人としても重要な能力である左推察

できる。以上の理由から、 DIPCA.3を社会人適応

能力の構成要素を探索するための参考尺度として

用いることにした。

本研究では課題を 2つ設定した。第 1に、

DIPCA.3を参考に作成した社会人適応能力に関

する項目群を探索的因子分析によって因子抽出し、

各因子における内的整合性を検討した。第 2に、

各国子と基本属性(性別、学年別)による分析を

行い、得点の相違について検討した。

2方法

2. 1 対象者および手続き

2つの大学に調査を依頼した。平成 24年 5月に

開議された講座時の終了前を利用し、計 185名に

アンケート用紙を配布、記入終了後その場で回収

した。回答に不備のあるものを除き、 179名

(96.8%) を有効回答数とした。

2.2.1 対象者属性

性、年齢、学年について尋ねた。

2. 2. 2 社会人適応能力に関する項百

調査項目は、DIPCA.3の構成因子を参考に場箇

設定な「競技会Jから「就労業務j とし、内容を

変更した。なお、就労業務において、心理的競技

能力と異なる特殊な能力を必要とする可能性を考

η
L
 

l
 



慮し、内容の変更には企業経営責任者3名に協力

を依頼した。

変更については、 DIPCA.3の「苦しい擾亘でも

がまん強く益金ができるJであれば、「苦しい並m
表1 社会人適応能力の探索的因子分析表
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f失敗や困難を迎えても、それを経験やチャンス

として上手く気持ちを切り替えることができるJ

や「重要な仕事になればなるほど次々とひらめき、

創造的になれるjなど 22項目を追加した。最終

~54 人に蓄われる前に行うべき章務が予測できる
@45仕事の流れを理解して、指示を畳けなくても自分が行うべき正

Lい章務を通行できる

@11苦しい状況でも素早く判断することができる

@44上司に指示されなくても、自分が行うべき仕事を先読みして遂

行することができる

@53与えられた章務を問題なく遂行する自信がある

@60大事な仕事になればなるほど、頭の回転が早くなる

@33苦Lい唱面でも冷静な判断ができる

@31どんな場面でも自分の仕事ができる自信がある

~'32 どうしたら仕事がスムーズに涜れるかを予到して取り組むことができる

@19自分の藁務遂行能力に自信を持っている

@55引くべきタイミンゲや内容を見極めることがうまく、大きな失

敗をすることはない

w 自分の業務やノルマを達成できる自信がある

@9自分由判断力は優れている

車17ブレゼンター(尭章者)になると精神的に動揺する(寸

官16ブレゼン(発表)になると緊張していつもの働きができなくな

る(→)

@51人前に立ち註目を浴びると、実力を尭揮でき紅い(-)

1 @30プレゼンになると周りの人がままになって注意を集中できない{→

@19プレゼン前になると不安になる(-)
@52人の目や自分への評箇が気になって、仕事に集中できないことがある(寸

@41プレッシャーを感じやすい(-)

E18 )令静さを失いやすい(-)

@59失敗や困難を迎えても、それを経験やチャンスと Lて気持ちを

切り替えることができる

@35どんな仕事であっても新しい情報を得ょうという章欲がわ〈

m自分がやりたい仕事ではなくても、 「自分の世に立つはずだ」

3 と興味や好奇心を持って取り組むことができる

@47何ごとにも興味や好奇心を持って仕事することができる

m一度や二度失敗しても、あきらめずに闘の方法を揮し出そうとする

@61自分なりの目標を持って仕事することができる

@56未経験の仕事でも怖がらずに前向きに取り組むことができる

成功するためにあらゆる作戦を考えている
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108 -.017 .107 .777 -.048 -.005 → 018 
149 .038 .090 .761 .090 -.003 -.012 
171 -.015 .056 .749 -.031 -.054 .066 

045 -.030 -.095 .011 .976 .041 -.055 
057 -.001 .130 -.018 .817 -.064 -.056 
030 -.019 .133 -.013 .710 .031 .051 
031 -. 015 .353 .093 .493 -.071 -.067 

069 .051 .087 .005 .082 1. 002 -.036 

271 -.006 .001 -.030 -.158 .689 .050 

027 -.079 .041 .058 -.115 -.024 .871 
007 -.014 .151 -.007 -.033 .036 .777 
069 .048 .125 .032 .271 -.028 .522 

ζ亘亙L主主主がまん強く盆室できるjなど、「競技

会」から「就労業務j の場面を想定し、文言を変

更した。また、内容の変更が困難な 13項目は削

除した。新規作成については、ポジティプシンキ

ングやプラス思考、創造力等は、「就労業務jを行

う上で重要な要素であると指摘を受けたことから、

的に計 61項目(ライスケーノレ 4項目含む)を用

いて調査を行った。回答カテゴリーは、 DIPCA.3

と同様の r1.ほとんどそうでない (O~lO%)J

から r5. 左てもそうである (90~100%)J の 5

段階評定尺度法を用いた。なお、逆転項目には

DIPCA.3同様、 5段階評定を反転させた。
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各国子を構成する項目内容を吟味し、因子名を

決定した。第 1因子は、業務の予測や判断、業務

への自信を表す項目で構成されたことから「戦略

遂行意欲J因子とした。第2因子は、プレゼ、ンテ

ーションや自己表現に関する項目で構成されたこ

とから「自己表現力j因子とした。第 3因子は、

ポジティプシンキングやプラス思考に関する項目

で構成されたことから「プラス思考力j因子とし

た。第4因子は、チームワークに関する項目で構

成されたことから「チームワークカJ因子とした。

第5因子は、仕事に対するやる気や高い意欲を示

す項目で構成されたことから「業務挑戦意欲」因

子とした。第6因子は、予測力に関する項目で構

成されたこ左から「予測力j 因子とした。第 7因

子は、忍耐力や粘り強さといった項目で構成され

たことから「忍耐力J因子とした。下位因子の下

位因子間相関、平均値、標準偏差、内的整合性

( Cronbach'sα)を算出し、表 2に示した。内

的整合性は、全ての因子で α=0.849以上と十分な

値が得られた。下位因子関栢関について、「戦略遂

行意欲j は、全ての因子と互いに有意な正の相関

を示していた。「自己表現力Jは、「戦略遂行意欲J

及び「先見力Jと有意な正の相関を示していた。

「プラス思考fJJは、「自己表現力j以外のすべて

の因子と互いに有意な正の相関を示していた。「チ

ームワークカjと「業務挑戦意欲Jは、「プラス思

考力Jと「先見力j を除いた 4因子聞に有意な正

の相関を示していた。「先見力jは「戦略遂行意欲J、

「自己表現力j、「プラス思考力Ji::有意な正の相

関を示していた。「忍耐力Jは「自己表現力」と「先

見力Jを除いた 4因子関に有意な正の相関を示し

ていた。

3. 2 下位尺度民子と基本属性(性別、学年別)に

よる分析

3.2.1 性別による因子得点の比較

男女差の検討を行うために、社会人適応能力

2.3 分析方法

統計処理にはSPSSプログラムパッケージ15.0

forWindowsを使用した。第 1課題の評価項目の

探索的因子分析については、主因子解・プロマッ

クス回転によって初期固有値が1.00以上で、各国

子を構成する項目の因子負荷量が 0.40以上の因

子構造を条件として分析を繰り返し行った。また、

各因子における内的整合性の検討については、

Cronbachのα係数を算出して検討した。第 2課

題の各因子と基本属性(性別、学年別)による多

変量解析では、性別による各因子の比較には対応

のない t検定を実施した。学年別による各因子の

比較については一元配置の分散分析を実施し、学

年聞に有意差が認められた場合には下位検定とし

て多重比較 (Tukey狂SD法)を実施した。

3 結果

3.1 探索的因子分析及び内的禁合性の検討

社会人適応能力に関する 61項目のうち、ライ

スケーノレ 4項目を除いた 57項目を分析方法に沿

って悶子分析した結果、 7因子 42項目が抽出され

た(表1)。

第 1因子は「人に言われる前に行うべき業務が

予測できるj などの 13項目で構成された。第 2

因子は「プレゼンター(発表者)になると精神的

に動揺する」などの 8項目で構成された。第 3因

子は「失敗や困難を迎えても、それを経験やチャ

ンスとして気持ちを切り替えることが出来るj で

8項目によって構成された。第 4因子は「チーム

ワークや仲間と協力し合って仕事することが出来

るjで4項目によって構成された。第5因子は「大

きな仕事になればなるほどやる気が出てくるj な

どの 4項目で構成された。第6因子は「自分の予

測は上手く的中するJなど 2項目で構成された。

第7因子は「忍耐力を発揮できるj などの 3項目

て、構成された。

社会人適応能力の因子相関係数と内的整合性表 2

(Cronbach' s α) 

α 

915 
898 
867 
899 
886 
888 
849 

SD 
6796 
9090 
7173 
8785 
8590 
9894 
8922 

M 

2.926 
2.884 
3.346 
3.816 
3.524 
2.822 
3.450 

6 

463字争

148' 
192'" 

-.015 
099 

5 
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に関する 7因子42項目についてt検定を行った。

その結果、第 1因子の戦略遂行意欲悶子

(t(177)=2.607， pく0.01) と第 6因子の先見力

(t(177)=2.402 pく0.05)について、女性よりも男

性が有意に高い得点を示していた。一方で、第 4

因子のチームワークカ因子(t(177)='2.020， 

p<0.05)は男性よりも女性が有意に高い得点を示

していた(表3)。

3. 2. 2 学年別による因子得点の比較

学年差の検討を行うために、社会人適応能力に

関する 7因子 42項目について 元配置の分散分

析を行った。その結果、第2因子の自己表現力因

子 (F(2，177)ニ3.871，p<0.05)、第4悶子のチーム

ワークカ因子 (F(2，177)=4.980，pく0.01)、第6因

子の先見力因子 (F(2，177)=3.752，p<0.05)に有

意な群間差が認められた。 TukeyのHSD法 (5%

水準)による多重比較を行った左とろ、自己表現

力因子では、有意傾向であるが 1年生よりも 3年

生の得点が高かった。チームワーク力では、 4年

生よりも 1年生の得点、が有意に高く、有意傾向で

はあるが 3年生よりも 1年生の得点が高い結果と

なった。先見力因子では、 1年生よりも 3年生の

得点が有意に高かった(表 4)。

表3 t検定

男性 (n=85)

平均 SD 
戦略遂行意欲 3. 1 0.69 

自己表現力 2.8 0.90 

プラス思考力 3.4 O. 70 

チムワヴカ 3. 7 O. 98 

業務挑戦意欲 3.5 O. 93 

先晃力 3.0 1. 03 
忍耐力 3.4 0.96 

**P<.Ol キp<.05

表4 元配置の分散分析

1年 (n=81) 3年 (n=85)

日 SD M SD 
戦略遂行意欲 3.0 0.65 3.0 0.69 
自己表現力 2. 7 0.87 3.0 0.93 
プラス思考力 3.4 O. 74 3.3 0.65 
チムワクカ 4.0 0.80 3.7 0.86 
業務挑戦意欲 3.6 0.83 3.5 0.82 
先見力 2.6 0.95 3.0 1. 02 
忍酎力 3.5 0.85 3.5 0.89 
キキP<.Ol ネpく05 t p<. 06 
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4 考繋

本研究の目的は、DIPCA.3を参考に社会人適応

能力に関する構成要素を探索し、性別及び学年別

による得点比較を行い、それらの尺度化について

検討するこどであった。探索的因子分析の結果、

7因子が抽出され、各因子の内的整合性は認めら

れた。因子聞の相関関係は、「戦略遂行意欲」と「プ

ラス思考力」および「業務挑戦意欲J、「プラス思

考力j と「業務挑戦意欲jおよび「忍J耐力j、「業

務挑戦意欲j 左「忍耐力j の相関係数が、 0.500

以上左比較的高かった。業務遂行能力向上のため

に迅速な予測力や判断力は重要であり、それに伴

い前向きに考える思考力が養われ、「もっとやって

やろう」という気持ちになる可能性は大いに考え

られる。また、前向きな気持ちには、困難な状況

でも堪える我慢強さを発揮できる可能性も考えら

れる。社会人適応能力として本結果を考慮した時、

この様な棺関関係は妥当であると言えるだろう。

次に、性別及び学年別による下位尺度因子の得

点、を比較した結果、「戦略遂行意欲j と「先見カj

は女性よりも男性が有意に高く、「チームワーク

力J では、男性よりも女性が有意に高かったo 学

年別では、 1年生よりも 3年生の方が「自己表現

力j や「先見力Jに高い評価をする傾向が見られ

た。この結果について、進級する過程でより多く

女性 (n=94)

平均 SD t {直 P 

2. 8 O. 64 2. 607 ホ*

3.0 O. 91 1. 468 n. s. 
3. 3 0.72 0.378 n. s. 
3. 9 O. 74 2.020 * 
3.5 0.77 0.147 n. s. 
2. 7 O. 93 2.402 * 
3. 6 O. 78 1. 493 n. S 

4年 (n=14)

M SD F {直 P 多重比較
2. 7 O. 76 0.605 n. s. 
3.2 O. 78 3.871 本 1年く3年十
3. 1 0.83 1. 183 n. s. 
3.4 1. 11 4.980 ** 1年>3年T、4年半
3.2 1. 11 1. 894 n. s. 
2.6 0.81 3. 751 * 1年く3年十
3.3 0.94 0.395 n. s. 
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のカリキュラムや人生経験をこなしていること、

また、就職活動時期が近い学年とまだ先のこと左

感じている学年とでは自己表現力や先見力に差が

出ることは想像できる範鴎のことである。一方で、

「チームワークjでは3年生や4年生よりも 1年

生の方が高い評価をする傾向が見られた。この結

果については、今後慎重に検討する必要があるが、

各学年が思い描くチームや仲間という表現に対し

て、理解が異なる可能性がある。例えば、大学 1

年生は大学生活よりも高校時代を身近に感じてい

れば、高校時代のクラスの仲間や部活動のチーム

メイトを想像して評価をするかもしれない。一方、

大学 3-4年生ともなれば、身近に迫っている就

職活動や卒業後を想定してチームや仲間を想像し、

評価するかもしれない。これらの点については、

調査用紙に提示する指示文について議論を進める

ことを今後の課題とする。また、本研究では2年

生回答者の欠如など、サンフツレに偏りがあったこ

とから、サンプノレの均等化や数の確保も行ってい

しさらに、社会人適応能力の変化との関連が予

想される属性の調査を行い、得点の変動傾向を把

握していくことも今後の課題としたい。

本研究における社会人適応能力の模索はまだ始

まったばかりであり、今後どのように経済産業省

の提唱する社会人基礎カと接点を見出していくか、

議論の必要性は多様にある。しかし、この試みが

発展していく可能性は十分にある。社会人基礎力

が簡単で統一化された評価指標になることは、産

業界および教育界の双方にとって有益である。例

えば、教員は、調講授業における生徒や学生の成

長度合いを統一基準で可視化することができる。

また、産業界や企業は、社員教育において社員の

社会人基礎力の変化を可視化することができる。

さらには、従来の教育プログラムとキャリア教育

を意識したプログラムによる能力変化の比較も可

能となるため、教育プログラムの改善も的確にな

ることが期待できる。以上のことから、今後も評

価尺度の開発・改善に関わる検討を継続するとと

もに、新たな使用方法を見出す工夫についても考

えていくこ左としたい。
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北九州市立小中学校における道徳教育推進教師の役割

川野司

九州女子大学人開発達学科

τhe role of Teachers in Elementary and Jw1Ior High School 

Moral Education Promotion Kit説明IShu

つfsukasaKA W，必，，0

Abstract 

1 made a survey of 70 elementmy皿 djunior high school moral for Ki凶守田hu， w部 品rteachers to promote moral 

education. 91 % of elementmy schools do in the timetable of each school ye叫 underthe guidance of a也neof 

morality， in junior high school and 96% had done in血e白nezone of the whole school at once. Many of the s加dents

felt也at血e"血nmorality" moral "and" made for also. In血emoral reality U1at you have to evaluate也emerit of each 

individual，也atwe are cooperation with home and commw1ity， and we are working to ensure血atUle morality of the 

time were able to gr田p

Keywords;・

1 .調査目的

小中学二校では道徳教育の重要性が説かれてお

り、その要として道徳の時間の指導が重要になっ

ている。平成23年4月から新学習指導要領の完

全実施に伴い、特に道徳教育推進教師の役割が期

待されている。そこで小中学校における道徳教育

推進教師のあり方や役割についての実態を把握

するために、北九州市立小中学校における道徳教

育に関する調査研究を行うことにした。

一方、学校においては道徳教育の大切さが認識

されてはいるものの、道徳教育の要である道徳の

時間の指導が十分に行われにくい要因も考えら

れる。道徳の時間の指導が学校行事の準備や反省

の時間に使われたり、学級活動や進路指導などの

時間に流用される傾向も見られるようである。換

言すれば、教育課程上は年間 35時間の指導計画

があり、教育委員会への届けが行われているもの

の、時にはこの時聞が他の指導の時間に使われて

しまう実態も散見される。現在、道徳教育が重視

される社会状況に照らし合わせても、そうした実

態は改めていくことが必要である。

道徳教育に関する実態を改善していくには、学

校全体で組織的に取り組むことが必要である。そ

17 

して道徳担当者が学校の道徳教育の重要性を自

覚するとともに、組織的に道徳の時間の確保とそ

の実践を進める推進役を担うことが求められる。

また道徳に関する指導の実態と課題などを踏ま

え、客観的資料を整えることで、各学校における

道徳教育を推進する役割が果たしやすくなるこ

とも考えられる。そこで、道徳教育推進教師の役

割に関するアンケート項目を作成し、各学校での

道徳教育の状況をまとめ、道徳教育の推進に役立

つ情報提供ができることを今回の研究目的kし

た。なお、アンケートの内容項目に関しては、以

前に福岡市立中学校で実施したアンケート務査

や文部省のアンケート調査を参考にして調査票

を作成した。

2 調査方法

(1)鵠査時期と方法

O 平成23(201 J)年 6 月 ~7月の 2 ヶ月間

O 道徳教育に関する無記名の調査用紙を用い

た(資料)。

(2)競釜対象

O 調査対象者は、北九州市立小学校 131校と

中学校63校の 194校の道徳教育推進教師(道



徳担当者)。

O 回答を得た学校数は 70校であった(回収率

36.1 %) 0 

3.調査結果

(1)調査対象の属性

①道徳教育推進教師の性別

回答者の性別は、男性が21% (15人)、女性が

79% (55人)であったD 回答者の約8割が女性教

師であった。

②道徳教育推進教師の校種

回答者の校種は、小学校が 61%、中学校が 39%

であった。回答者の約6害IJが小学校の道徳教育推

進教師であったD

③道徳教育推進教師の担当学年

O 小学校では、道徳教育推進教1師の約3分の2

が2年生と 3年生を担当していた。

0 中学校では、道徳教育推進教師の約半数が1

学年担当であったo

O 道徳教育推進教師は、男女ともノj、中学校合わ

せると、 2年生と 3年生を担当している割合が、

約7'IfIJで、あったロ

④道徳教育推進税師の経験年数

O 道徳教育抱韮教師の約半数が、教職経験年数

が21年以上で、あったo

O 道徳教育推進教師の経験年数において、 6~

10年では男性教師が女性教師の約 2(吾で、1l~20

年では女性教師の方が男性教師の2倍であったD

( 2 )道徳の時間の週時制

O 道徳が行われている適時制について尋ねた左

ころ、 42%の学校が、時間割のなかで、同じ曜日

の同じ時間帯に一斉に行っていた。

O 学年毎に道徳の時間を 決めて行っている学

校が58%あったO

O 方、道徳の時聞が、小学校をは91%が学年

の時間割のなかで行われていたのに対して、中学

校では、96%が全校一斉の時間帯で行われていた。

道徳の時間の実践に対して、小学校左中学校とで

は、大きな違いがみられる。

(3)道徳の時聞を『楽しいj と感じている割合

O 小中学校別に、道徳の時間は楽しいかを調べ

た結果、「ほぼ全員j、r3分の2ぐらいJ、「半分ぐ

らいjの3つのカテゴリーを込みにして考えると、

小学校では約88%の児童が、中学校では約 79%の
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生徒が、道徳の時簡は楽しいと感じていると言え

る。しかし「半分ぐらいj のカテゴリーを楽しく

ないというカテゴリーに含めて解釈すれば、小学

校では、約 32%の児童が道徳の時間を楽しくない

と感じているのに対し、中学校では、約78%の生

徒が道徳の時間を楽しくないと感じていると言え

よう。これは、「道徳の時間は楽しいか」と感じて

いる児童生徒数が「半分ぐらいjいるという結果

は、逆に言えば I道徳の時間は楽しくないj とい

う児童生徒数が「半分ぐらいj し、ると免献するこ

ともできる。中学校では、「半分ぐらいJの都合が

56%であり、この割合がこうした解釈に大きく影

響しているι思われる。

O 児童生徒が道徳の時間を「楽しし、j と感じて

いるかを尋ねた道徳教育施主教師の性別について

まとめると、児童生徒が道徳の時間を「楽しし、J

と感じているかを尋ねたカテゴリーの中で、 rlまぼ

全員J1::回答した女性教師は約 13%であったのに

対し、男性教師は0%であったo

rlまぼ全員j と r3分の2ぐらしリを込みにする

左、女性教1師は52%が、男性教師は、約 27%が「楽

しいj と感じていると認知していた。

(4 )道徳の時聞を『ためになるj と感じている

割合

道徳教育推進教師に、児童生徒が道徳の時間を

「ためになるJ1::感じているかを尋ねたところ図

1の結果が得られた。小中学校全体では、 「ほIt

全員j 、 r3分の2くらい」、 「半分くらいJの

3つのカテゴリーを込みにすると、約 91%の児

童生徒が、道徳の時聞を「ためになるj ど感じて

いる結果だ、った。

ほぼ全員

40% 

3分の 2ぐらい
35% 

半分ぐらい

3分の 1ぐらい

ほとんどいない

函1 rためになるJ割合

次に、小中学校別に、道徳の時間は「ために

。。ー



なるかj をまとめた結果、図2のようになった。

「ほぽ全員j、f3分の2ぐらい」、「半分ぐらいJ

の3つのカテゴリーを込みにして考えると、小学

校では約 97%の児童が、中学校では約 82%の生徒

が、道徳の時間は「ためになるJ，1:感じていると

言える。

園小学校図中学校

ほぽ全員

3分の2く 44% 
らし、

半分くらい

3分の 1く
らし、

ほとんどい

ない

図2 校種別の「ためになるj 割合

「ほぼ全員j と f3分の2ぐらいj を込みにして

考えると、小学校では68%の児童が、中学校では

26%の生徒が道徳の時間は「ためになるj と感じ

ている。この結果は、問3の小中学校別での道徳

の時間は「楽しいj かを尋ねたのと同様な結果に

なっていた。逆な見方をすれば、 f3分の 1ぐらしリ

と「ほとんどいなしリを込みにして「道徳はあま

りためにならない」と考えた場合、小学校ではあ

まりためにならないと感じている児意はわずか

2%であるのに対し、中学校では 18%の生徒が道

徳の時聞はあまりためにならないと消様的に感じ

ていると言える。

さらに児童生徒が道徳の時聞を「ためになる」

と感じているかを尋ねた道徳教育推進教師の担当

学年別についてま左めた結果が、図3である。特

に小学校5、6年生担当では、道徳の時間を「た

めになるj と感じている割合が「ほぼ全員」と回

答している割合は、それぞれ 57%、50%と他に比

べて特に高かったo

(5 )道徳の時間の指導充実のために教師に求め

られるもの

道徳の待問の指導充実のため教師に求められる

ものをまとめた結果が図4である。

道徳の時間を充実するために、教師に求められ

る上位3項目は、「教材の分析、魅力ある教材選
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定及び開発・活用の工夫J (24%)、 「児童生徒

の悩みや心の揺れなど考えているこどの把握や

理解J(15%)、「ねらいや主題構成の工夫J(14%) 

て、あった。

函ほぼ全員

図半分ぐらい

田ほとんどいない

包 3分の 2ぐらい

ロ3分の 1ぐらい

1年担当 ....~..{~.，Rfi%4..0-<.:>"ド民間活 n~'~>jß;:i昔話'lI<話器)"0

2年担当 o 

3年担当 、.0/，，)-")... 
% 

4年担当日 。 。

5年担当 。

6年担当 。

函3 学年別「ためになるJ割合

教材分析・魅力ある教

児童生徒の悩みや心の院

ねらいや主題構成の工夫

成長を実感し課題を見。。

道徳性の成長

体験活動の工夫

指導過程の構成・工夫

道徳の目標・意義

多様な指導技術の習得

他の教師との協力連携凶 3%

24% 

15% 

14% 

図4 指導充実に求められるもの

(6 )道徳の時間の充実のための実践

道徳の時間の指導充実のために、実際に行って

いる結果をまとめたのが図5である。学校で実際

に道徳の時聞を充実するために、教師が行ってい

る上位3項目は、「教材の分析、魅力ある教材選

定及び開発・活用の工夫J (22%)、 「ねらいや

主題構成の工夫J (14%)、 「児童生徒の悩みや

心の揺れなど考えていることの把握や理解j

(14%)、 「道徳教育の目標や道徳の時間の役割

などの基本的なことについての理解J (13%)で

あったo f道徳教育の目標や道徳の時間の役割な

どの基本的なことについての理解J (13%)は、

学校でー実際に行われている 3番目に重視されて

いる内容であったが、道徳教育推進教師が道徳の

時間の充実のために重視する項目ではなかった。

この項目は 10項目中の8番目 (5%)であり、

低い位置にあった。
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教材分析・魅力ある教材e

ねらいや主題構成の工夫

児童生徒の悩みや心のゆれ

道徳の目標・意義

体験活動の工夫

成長を実感し課題を見出す

道徳性の成長

他の教師との協力・連携

指導過程の構成・工夫

多様な指導技術の習得

22% 

%

%

も

4
4
H
U
 

--uh 

1815 実際の指導内容

(7)道徳の時間の担当者

道徳の時間を実際に担当している者を調べた結

果が函6で=あった。道徳の時間を担当しているの

は、学級担任が 60%、道徳担当者が 30%であったG

学級担任

道徳担当者

その他

60% 

図6 道徳の時間の担当者

また実際に小中学校で道徳の時間を担当してい

る者の割合を調べたものが殴7であったo

小学校では、学級担任が道徳の時間を担当してお

り(86%)、学級担任外の道徳担当者が道徳の時間

を指導している割合は5%で、あった。一方、中学

校では、学級担任が道徳の時間を担当している割

合は 27%であり、道徳担当者が 65%を担当してい

た。中学校では学級担任以外の者が道徳の時間を

担当していることが分かったo これは、中学校で

は指導が教科担任制なので、道徳の指導において

も学級担任以外の教閣が教えている実態がうかが

われる。

(8)道徳の時間の流用

道徳の時間を他の時間の指導に使っているかど

うかを調べたのが、図Bである。小中学校では、

道徳の時間を他の指導の時間に使用している割合
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は68%であった。多くの小中学校では、道徳の時

間を他に流用している実態があった。

園小学校図中学校

学 級 担 任

道徳担当者
65% 

86% 
27% 

そ の 他

図7 校種の道徳の時間の担当者

ある 68% 

ない

図B 道徳の時間の流用

校種による道徳の時間の流用を調べると、小学

校では 67%、中学校では 70%が道徳の時間を他の

指導に使っている実態が明らかになった(函9)。

園小学校図中学校

ある

ない
33% 

30% 

図9 校種による道徳の時間の流用

また道徳の時間を他の指導に使用している具体

的内容は図 10であったo道徳の時間を他の指導の

時間に使用している上位3つは、「学級活動j が

29%、「学校行事の準備や反省Jが23%、「総合的

な学習の時間jが 14%で、あった。

(剣道徳の時間の教材

道徳の時間に使用している具体的な耕寸内容は殴

11であった。道徳の時間に使用しているよ位3つ
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の耕相、 f民間読み物資料」が 24%、[心のノー

ト」が 19%、I文科省読み物資料Jが17%で、あっ

た。

学級活動臨醜瑠璃轍轍鰯繍 29%

行事の準備・反省陣盤璽翠盤噛 23%

総合的な学習陣織綴翻 14%

学年集会陣盤翻 12%

教科指導陣盤翠 10%

進路指導樺盤豊富 10%

その他

定期考査勉強 10%

図10 道徳の時間の流用内容

民間読み物資料

心のノート

文科省読み物資料

新聞記事

教育委員会読み物資料

写真・絵本

映像コンテンツ

自作読み物資料

書籍・雑誌

インターネット情報

その他

図11 道徳の時間の教材内容

(10)道徳教育の指導の重点

24% 

19% 

児童生徒の実態や教育上の課題を考えて、道

徳教育の指導の重点や方針が示されているか

どうかをまとめたものが図 12であった。 rそ
うなっているjが39%、「大体そうなっている」

が60%であり、 99%の学校が、児童生徒の実態

と教育課題を踏まえて道徳教育の方針を示し

ている。

そうなっている

大体そうなっている

あまりそうなってい

ない
1% 

そうなっていない 10%

39% 

図 12 道徳教育の指導の重点

60% 
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(11 )道徳の時間と各教科等との関係

道徳の時間企各教科等の関係をまとめたも

のが図 13である。 rそうなっているjが27%、

「大体そうなっているjが50%、 「あまりそう

なっていないjが23%であり、 77%の学校が、

道徳の時間と各教科等Eの関係を踏まえた指導

をしている。

そうなっている

大体そうなっている

あまりそうなってい
ない

そうなっていない

50% 

図13 道徳の時間と各教科等の関係

また校種における道徳の時間と各教科等との関

係を見ると、小学校では、 fそうなっている」と f大

体そうなっている」を込みにした83%が道徳教育

の要としての道徳の時間の指導方針左、各教科・

領域との有機的な関連が図られていた(図 14)。

中学校では、「そうなっているjと「大体そうなっ

ているjを込みにした 66%が道徳教育のかなめと

しての道徳の時間の指導方針と、各教科・領域左

の有機的な関連が図られており、また、 「あまり

そうなっていないjが33%あった(図 14)。

劉小学校図中学校

そうなっている

大体そうなっている

あまりそうなってい

ない

そうなっていない

国14 校種による道徳の時間と各教科等の関係

(12)学校や地域の特色を生かした道徳教育

「そうなっているj と「大体そうなっているJを

込みにすると、 73%が学校や地域の特色を活かし

た教育活動や体験活動などが効果的に位置づけ



られていた。

小学校では「そうなっているJど「大体そうな

っているj を込みにすると 74%が、中学校では

71%が、学地域の特色を活かした教育活動や体験

活動などが効果的に位置づけられていた(図 15)。

園小学校図中学校

そうなっている 30% 

大体そうなっている

あまりそうなってー

そうなっていない

図15 校種による特色を生かした道徳教育

(13) r心のノートjの使用

学校における「心のノート」の使用についてま

とめたものが図 16である。学校における「心のノ

ートJの使用割合が高い上位の3つは、「道徳の時

間jが'13%、「その他の学校生活jが19%、「特別

活動j が17%であったo

各教科

道徳の時間

特別活動

総合的な時間

その他の学校生活

家庭生活

家庭や地域連携

その他

17% 

19% 

図16 心のノートJの使用

(14)学級における道徳の指導計画

43% 

日常的な学級経営を充実させるために、学級に

おける道徳の具体的な指導計画が示されている

かどうかを調べた結果が図 17である。 rそうな

っているj と「大体そうなっているjを込みにす

ると、学級における具体的な指導計画があるのは、

83%であった。
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図17 学級における道徳の指導計画

そうなっている

大体そうなってい
る 機鱗鰯線機畿 50%

あまりそうなって

いない

そうなっていない

また小中学校において、日常的な学級経営を充

実させるために、学級における道徳の具体的な指

導計画が示されているかどうかを調べた結果が

図 18である。小学校では、「そうなっているj と

「大体そうなっているjを込みにすると、学級に

おける具体的な指導計画があるのは 91%であっ

たが、中学校では70%であり、学校で広指導計画

が十分に整備されている状況とはいない。

闘小学校 B中学校

そうなっている

大体そうなっている

あまりそうなっていない

30% 

そうなっていない

図18 校種による学級における道徳の指導計画

(15)道徳の校内研修

道徳教育の校内研修の実施が、年間何回ぐらい

行われているかをまとめものが図 19である。学

校では、年に 1~2回の道徳の校内研修が行われ

ている割合が 76%であったo

学期lこ1~2 回

年lこ1~2 回

頻繁に

19% 

図19 道徳の校内研修

76% 

小中学校では、学期に 1~2回の校内研修を実



施している割合が約 20%、年間で 1~2回の校

内研修を実施しているのが約 70~80% であった

(図 20)。また小学校では、頻繁に道徳の校内研

修を行われている学校が 7%あったo

幽小学校図中学校

学期 lこ1~2 回

年に1~2 回

頻繁に

20% 
19% 

図20 校種による道徳の校内研修

全体計画・年間計画

道徳教育の指導充実

教材開発と整備

体験活動を活かす

道徳的実践の指導

道徳の時聞の充実

道徳性の把握

生徒指導との関係

学級・学校の環境充実

家庭・地域との連携幽 2%

16% 

図21 校穏による校内研修内容

7% 

小中学校における道徳教育の研修内容

をまとめたものが図 21である上位 3項目

は、 「全体計画・年間計画jでは小学校が 29%、

中学校が 22%、小学校では、 「道徳教育の指導

充実」、 「教材開発と整備J、 「道徳の時間の充

実j が共に 15%、中学校では、 「教材開発と繋

{蔚j が 19%、そして小学校ぞは「道徳的実践の

指導jが9%、中学校では「道徳の時間の充実j

が11%であった。

また道徳教育の研修内容をまとめたも

のが図 22である。上位 3項目は、 「全体計

画や年間計画などの適切な作成や改善Jが27%、

「魅力的な教材の開発と整備、活用j が 16%、

「授業実践を踏まえた道徳の時間の指導の充実

改善」が 13%であった。

平成23年4月から実施の学習指導要領では、道

徳教育に関して「道徳教育推進教的」という新し

い文言が使用され、道徳教育を推進する要として
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の役割が期待されている。これは学校における道

徳教育の一層の推進が重要になっているからであ

図小学校図中学校

全体計画・年間計画

道徳教育の指導充実

教材開発と整備

体験活動を活かす

道徳的実践の指導

道徳の時間の充実

道徳性の把握

生徒指導との関係

学級・学校の環境旨掛

家庭・地域との連携包苦手。

る。

関 22 研修内容

4 調査のまとめ

ち-&29%

今回、北九州市立小中学校の道徳に関する調査

を行い、小中学校における道徳の時間を中心にし

た実態把握ができた。平成23年度学習指導要領解

説道徳編では、道徳教育推進教師の役割として、

次のような事柄が例として示されている。ア道徳

教育の指導計画の作成に関すること、イ全教育活

動における道徳教育の推進，充実に関すること、

ウ道徳の時間の充実と指導体制に関すること、エ

道徳用教材の整備・充実・活用に関すること、オ

道徳教育の情報提供や情報交換に関すること、カ

授業の公開など家庭や地域社会との連携に関する

こと、キ道徳教育の研修の充実に関すること、ク

道徳教育における評価に関することなどである。

今回の調査では道徳教育推進教師を対象にした

調査であり、実際に校内の道徳教育推進を担って

いる教員の率直な回答が得られた。道徳教育推進

教師として学校の道徳教育の推進に尽力している

一方、思うように校内の推進体制が整っていな学

校もうかがわれた。そうした教員の生の声として

自由記述の一部を掲載し、調査のまとめにかえた

し、。

「道徳教育の評価をどのようにしているかjに

ついての回答では、 「道徳教育全般では、日々の

生活や学習の中での子どもの成長や道徳的価値に

対する変化を見とり、子どもや全体への声掛け指

導をしている。道徳の時間の学習では、実態から

価値の主体的自覚がどのようにされているかを見



ている。さらに学習時間でのつぶやき、発言、感

想も評価の対象にしている。J

「授業前後の行動や記述したものを見て判断して

いる。日常生活の中では、価値ある言動を目にし

た時、その場で認めたり、誉めたりして子どもた

ちに意識づけるようにしている。良い点は通知表

に記載し、改善して欲しい点は、その場で指導し、

個人懇談で保護者に伝えるようにしている。Jr授
業の中で主要発問における児童の発言や記述。心

のノートに書いていること。普段の日記や感想、

行動等多様な面から心の成長を見ています。jなど、

一人ひとりの児童生徒に視点をあてた対応が多か

った。

「道徳教育で家庭や地域との連携をどのよう

にしているか」の回答では、 「地域のゲストティ

ーチャーを学習に招いたり、道徳通信を発行した

り、授業参観で道徳の学習を公開し、懇談会を際

いている。 J rできるだけ、地域の行事などに参

加するように呼びかけ、地域の人たちとの交流を

通して、連携するようにしています。また家庭と

も連絡を取ったり、学校での様子をお伝えするこ

とで(通信等も含め)連携を図っています。 Jr家
庭、地域とは、各学年からの「学年だよりJ r学
級通信jさらに「学校だよりJに様々な取り組み

を載せ、理解、支援、および連携を図っている。」

などの回答が多かったo

「道徳教育推進教姉として、現在、先生が力点

を置いているこ ~J の回答では、 I道徳の時間の

学習を各学級が確実に行ってくれるように授業

に取り組みやすい環境づくり。 J rただ、資料を

読んで書くとしづ時間にならないよう教材選び

に時間をかけ、早めに担任の先生に渡すようにし

ています。 Jr同学年の教師に、自分の実践を話

し、授業をできるだけするよう話す。テーマなの

で、テーマ推進委員長と一緒に話し合う。」など

であった。

「道徳教育を推進する際に、難しい左思われる

ことjの回答では、 f先生方の中には道徳の時間

と道徳教育の関係がゴチャゴチャになっている

ことが多く、せっかくの指導が一貫性がなく効果

がうすくなっていることに残念だと思う。 Jr指
導要領の改訂もあり、指導内容も研修等の時間も

増え、日々膨大な仕事に追われる中では、道徳の

授業で黒板に貼る挿絵一つ作る時間がない左い

うのが実情です。道徳の時間の確保を、指導の充

実をいと言っても、結り物ひ左つ作る時間がない
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状況では、授業時数の確保はできても中身を充実

させるこ左は難しいと感じています。 Jr他教科

の学習内容や学校行事が多く、道徳の時間を十分

に確保するこ止が難しくなっていることです。学

校の全体計画や研修をもう少しきちんと位震付

けられたらと思います。 J r忙しい毎日の中、教

科に対する時数確保に必死になっている先生方

に対して、遺1時間の道徳の時間の確保をお願い

することが精一杯の現状です。」など、であった。

小中学校における道徳教育の推進に関して成果

を上げ、児童生徒の道徳性を育成していくには、

道徳教育推進教師を中心にして、学校が組織体と

して一体となり、全教師が力を発揮できる指導体

制を整えるこ左が大切になっている。

資料道徳教育に関する調査票

間1 最初に先生のf生別、校種、担当学年、経験年数

についてお尋ねいたします。該当するものにOを

付けてください。

①性別(男性・女性) ②校種(小学校・中学校)

@担当学年 (1年・ 2年・ 3年・ 4年・ 5年・ 6年)

④経験年数(l ~5年・ 6~1O年・1l~20 年・ 21

年以上)

関2 道徳の時間は適時制のどこに位置づけてありま

すか。書いてください。

①学校全体で一斉の時間帯1;"行っている。

曜日限目

②学年毎の時間割で行っている

1学年曜日限目 2学年(

曜日限目 3学年曜日(

限目 4学年曜日限目 5学年

濯 日 限 目 6学 年 曜 日

限目

関3 道徳の時間iは「楽しいj と感じている児童生徒

は、どのくらいの害恰いると思いますか。 1つ選

んでください。

①ほぼ全員 ②3分の2くらい ③半分くらい

@3分の 1くらい ⑤ほとんどいない

間4 道徳の時間は「ためになるj と感じている児叢

生徒は、どのくらいの割合いると思いますか。 1

つ選んでください。

①ほぼ全員 ②3分の2くらい @半分くらい

④3分の 1くらい ⑤ほとんどいない

関5 道徳の時間の指導を充実させるために、教師に

求められると思うものを3つ選んでください。

①徳教育の目標や道徳の時間の役割などの基本的



なことについての理解 ②ねらいや主題構成の工

夫③教材の分析、魅力ある教材選定及び開発・活

用の工夫@児童生徒のf踏みや心の揺れなど考え

ていることの把握や理解 ⑤指導過程の適切な構

成方法の工夫 @体験活動を生かす工夫 ⑦多

様な指導技術の習得 ③児童生徒が自らの成長

を実感し、課題や目標を見いだせるような支援

@児童生徒の道徳性についての成長を把握し指導

に活かす工夫 ⑩他の教師との協力的な指導や連

携のあり方

間6 実際に、学校として重点を置いて取り組んでい

ることを、閑5①~⑩のなかから 3つ選んでくだ

さい。

間7 実際に、道徳の待聞はどのように実践されてい

ますか。 1つ選んでください。

①学級担任に任せている②学年の道徳担当者が資

料や指導路案を準備している

③その他(

関B 学年でローテーション授業を取り入れて、国l担

任も道徳の授業を行っていますか。(注)ローデ

ーション授業とは、中学校での教科指導のように、

同じ資料と路案を使って、傾次他のクラスで同じ

主題名の道徳をすることです。

① 行っている ②行っていない

問9 道徳の時間を他の時聞の指導に使うこ左があり

ますか。 ①ある ②ない

関10 間9で「あるJ1::回答の場合、どのような指導

に使っていますか。該当するもの3つ選んでくだ

さい。

①学級活動 ②総合的な学習の時間 ③進路指導

g教科指導 @学年集会 @1行事の準備や反省

⑦定期考査勉強③その他

間 11 道徳の時濁の教材として該当するものを 3つ

選んでくださしL

①文部科学省で発行した読み物資料

②教育委員会で開発・発行した読み物資料

③民聞の教材会社で開発・発行した読み物資料

@自作(学校作成を含む)の読み物資料

⑤文部科学省の「心のノートJ

⑥新聞記事⑦写真や絵本③書籍・雑誌(随筆、

評論、小説、詩、伝記など)@映像コンテンツ(テ

レビ、ビデオテープ、 DVD、スライドなど)

⑩インターネットで得られた情報 ⑪その他

間 12 道徳用副読本について該当するものを 1つ選

んでください。
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①児童生徒が各自で副読本を持っている

e学校備え付けにして使用している

@学校にも備え付け、児童生徒にも持たせている

@使用していない

間13 児童生徒の実態や教育上の諒題を考えて、道徳

教育の指導の重点や方針が示されていますか。 1

つ選んでください。

①そうなっている @大体そうなっている

③あまりそうなっていない ④そうなっていない

問 14 道徳教育のかなめとしての道徳の時間の指導

方針と各教科、領域との有機的な関連が図られて

いますか。 1つ選んでください。

①そうなっている ②大体そうなっている

③あまりそうなっていない @そうなっていない

問 15 学校や地域の特色を活かした教育活動や体験

活動などが効果的に位置づけられていますか。 1

つ選んでください。

①そうなっている ②大体そうなっている

③あまりそうなっていない ④そうなっていない

問16 心のノートは、どのようなとき使用しています

か。下の該当するもの3つ選んでください。

①教科 ②道徳の時間 @特別活動 @総合的な

学習の時間 ⑤上記①~④以外の朝の会など学校

生活場面 @家庭での生活 ⑦家庭や地域との

連携③その他

関17 日常的な学級経営を充実させるために、学級に

おける道徳の具体的な指導計爾が示されています

か。 1つ選んでください。

①そうなっている ②大体そうなっている

@あまりそうなっていない ④そうなっていない

関 18 道徳教育の校内研修の実施は年間何回ぐらい

行われていますか。 1つ選んでください。

①学期に 1~2回ぐらい②年に 1~2回ぐらい

③頻繁に

関19 道徳教育の研修内容はどのようなものですか。

下の該当するもの3つ選んでください。

①全体計画や年間計画などの適切な作成や改善

②各教科、特別活動、総合的な学習の時間における

道徳教育の指導の充実改善 ③魅力的な教材の開

発と整備、活用 ④体験活動を活かした指導の工夫

⑤道徳的実践の指導 @授業実践を踏まえた道徳

の持聞の指導の充実改善 ⑦児童生徒の道徳性の

把握と指導への生かし方 @道徳教育と生徒指導

との関連⑨学級、学校の環境の充実・整備⑬家

庭、地域社会との連携の工夫、

間 20 道徳教育の評価をどのようにしているか書い



てください。

問 21 道徳教育で家庭や地域どの連携をどのように

しているか書いてください。

関22 道徳教育推進教師として、現在、先生が力点を

霞いていることを書いてください。

間23 道徳教育を推進する際に、難しい左思われるこ

とを書いてください。

ご協力、ありがとうございます

(原稿受付 2014年 l月)
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ピアジェ理論を踏まえた幼稚園教員養成算数科教育概論シラパス

藤説l 明宏

九州共立大学総合研究所 客員研究員

Silabus of Arithmetic Subject for Kindergarten Teacher Trainings on the Basis of Piagetian Theory 

Akihiro FUJIBUCHI 

Abstract 

In the university in Japan， there were few silabuses which this study demanded. The silabus is the instruction 

plan of an arithmetic subject in the infant garden teacher training course. 

Therefore， in this study， 1 made a 15-hour class design (silabus) based 011 Piagetian theory. And 1 practiced it 

With it， 1 aimed at plal1l1ing assembling (Instruction based 011 the life) ofthe instruction to get closer to an ailll 

frollllife， the play ofthe il1白nt

As a result， the prospect that could lllake silabus in the future was possible. With it， 1 seellled to be able to 

find structure ofthe scholastic ability in this subject 

Keywords:III!allt，Arithmetic，S"旬ect，KindeJgartenl初 cherTIαil1ings，SilabusJPiσ'getial1 TheoJ)' ， 

Insh'uctioll based 011 the life (pl.のリ

1 研究の前提

1. 1 はじめに

大学における幼稚園教員養成において、九州

女子短期大学は、「算数科教育概論jを必須化し

ているが、当科目を必須化している大学・短期

大学は、極めて少ない。

実は、これまでの本大学では、小学校二種免

許状及び幼稚園教諭免許状取得のための初等教

育科を改組して、平成24年度より幼稚園教諭養

成のみに 1本化した。

改組前の初等教育科における科目「算数科教

育概論j シラパスは、小学校教員養成課程を中

心に小学校学習指導要領「算数科」をベースlこ

して展開されていた。そのため、幼稚園教諭を

目指す学生は、小学校教育内容と展開案・授業

設計を如何に作成し実践するかに尊心を置いて

いた。しかし、当大学から公表はされていない

が、多くは幼稚園及び保育園教員に就いていた

ようである。

そのことに鑑みたとき、幼稚園教育及び保育

所(国)の場に立っている本大学出身者は、幼児

の数量概念の育成をほとんど学んでいないため

に、試行錯誤的な教育・指導が行われてきたの

ではなし、かと予想している。しかしこうした問

題点が全く表に提出されることはなかったと捉

えている。
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ではそうした問題点は何かをここで挙げて

おくことが求められてくるだろう。

1.2 これまでの算数科教育概論

表1-1は、筆者が初等教育科において受け持

ってきた15時間構成の「算数科教育概論j シラ

パスである。これは正に小学校教員養成に、ンフ

トしていると Eが一目瞭然であろう。これは、

表 1-1 初等教育科時のシラパス
り〆ト

本論庄にお"ろ掠"料転背の互包となる目符・内福 f民主 計 11な

どの学びから、自 ，，，J") f紋付汗1f:Jを3:L、E主役科数育})[芳完>>訟を

創造し惇攻科教育、の結毒観の形皮を目侍と tーる

到達a標

1 笥手首指王手妻清"，子力主認を理解する

， ，事l{cT>長装の位 !::Jcる「同也脅j，会jについて そのき誌やほ1誌の

実際を理解する

3 議誌の中で、*算紋科鼠波の花~混同の基箆を月解寸る

4 算主主れり I 良いFH，と'"を~明できる
5 幼児期lおける牧悦， 同形ほ念育成を理解すろ



本大学における当科目、及び全国の教員養成系

の算数科教育にかかわるシラパスを参考として

筆者が授業設計したものである。

しかし、先述したように、本大学の卒業生の

多くは幼児教育関係の教職及びその他企業とな

っていたようである。そのような卒業生の進路

先であろうとも、本科目は小学校教員養成呂的

に展開してきた。しかし、表1-1の 2回と 3回に

おいて、筆者が幼稚園にの幼児対象にした「数

量の高まりの調査研究j結果を説明したり、ピ

アジェの理論の一部に基づいた数量概念の取得

のプロセスの理解を図ったりした。それらは全

体の時間数の中のごく一部であり、小学校算数

科指導要領を体とした展開をしていった。

平成23年度、小学校教員養成目的の初等教育

科から幼稚園教員養成のための「子ども健康学

科Jに改組された段階で、幼児教員養成に特化

した当科目の内容改編が迫られた。

1.3 幼児教員養成を前提とした算数教育

乳幼児は生活のいろいろな場面で数量と関

わり理解していく。それを援助するには、まず

教師は彼らがどのようにして数量を学びとって

いくのかを知らなければならない。なぜならば

教師や学生が乳幼児期にどうやって理解したか、

また「ピアジェの理論Jr数の保存性Jr数の保

存のシェーマの獲得j の過程の認識に乏しく、

さらに乳幼児が数量を学ぶ機会は特別な状況で

はなく、日常生活に埋め込まれているからであ

る。そこで乳幼児が数量の知識を獲得していく

過程を概観し、それを助ける大人、保育者のは

たらきかけを考察してみる必要があると考えた。

私たちは日々の生活のさまざまな場面で、数
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量を使っている。たとえば食事の準備をする際

には人数を考慮して、材料の個数、量を決め、

テーフツレには食器を人数分に見合った偶数だけ

並べるし、調理の過程では調味料を量り、加熱

時間を計測する。子どもはそうした数量のある

環境に生まれ育ち、それを大人が処理する様子

を見ながら、数量を理解していく。また数字は

時計、テレビのチャンネノレ、電話のダイヤノレ、

カレンダ一、車のナンバーなど子どもが興味を

示す身近な物に使われており、子どもの多くが

幼児期に字形と名称を覚えて読んだり、書いた

りするようになる。乳幼児が日常経験を通して

獲得する数量の知識をインフォーマル算数とい

われるが、この知識は小さな数を処理できても

大きな数では誤ったりと数操作に一貫性がなく

論理的でもなかったりして必ずしも役立つとは

限らない。そこで数量の知識は大人が教えなけ

れば理解できないとして幼児期での積極的な指

導の必要性が主張されてきた。指導の主な内容

は日本ではどアジェによる数量概念の研究成果

が1960年代に翻訳され、算数指導に大きな影響

を与えた。それ以前は、小学校算数を引き下ろ

した伝統的な数唱を暗記し、数える左いう計算

技能であった。

ヒ。アジェの研究は集合の系列化や対応、数の

保存といった幼児期からの子どもの数量認識の

過程を追究した理論である。ピアジェ理論に基

づいて1960年代後半から1980年代にかけてさ

まざまな幼児向けの教育プログラムが考案され、

数多くの指導書、解説書が出版されて教育理論

の主流となった。これにはピアジェ理論に基づ

く指導法への批判もあるのは事実である。

しかし、幼児が数

量に強い関心をもち、

それを理解していく

のは確かであり、数

量指導の肯定論も否

定論も子どもの実態

に基づかない、大人

中心の考えによる主

張といえる。指導は

乳幼児のためになさ

れるのだから、彼ら

が興味にしたがって

始めた自発的行動を

尊重し、そこでの学



びを援助するのが基本となる1)ロ

[研究詩文]九州共立大学総合研突所紀要第7筈 2014年3月

Joum凶1ofK)ushu Kyo口匂uUnIv写tsityRe汚;earchInstitute NO.7 M凶-ch2014 

2目算数科教育概論のシラパスと展開

そのより詳細な流れは表2-1である。そこで

は、本科目で授業媒体はプレゼ、ンテーションソ

フトを用いた。スライドは全体で159枚。その中

は、動画、アニメ、ミュージックなどで構成し

ている。その中から数枚取り出すなどして段階

を追って次に説明をしたい。

表1-2のような本科目のシラパスを設定した。

それは図2-1のような流れになっている。

シラパスは図2-1のように基礎→理論→応用

の三段階構成になっている。その中で応用段階

は、幼児教育実際場面に対応する技法の要を展

開する。

2.1 基礎段階

基礎段階は、これから「算数科教育概論Jを

学ぶが、学生の中には「幼稚園・保育士を目指

しているのに、なぜ算数科を学ばなくてはなら

ないのかJ 左疑問を持っている学生も少なくな

い。とくに幼児に算数。それは小学校での科目

図 2-1 本科自の流れ

表2-1 算数科教育概論プレゼンスライド 159枚 14時間分
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凶ける"ぴのい

ではないのか?~いったように

この科目の目標を感じ取ってい

ない学生が多いととらえた。

たしかに学生にとって本科

目の設窪目的を理解することは難しいこと

だと考え、学生に「実は、小学校だけでは算数
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の習得は無理である。幼児時代に実質の算数の

学びがあるし、算数・数学への土台づくりでも

あるj 左説いた。そこには、今後の授業を学ん

でいく過稜で本科目は幼児教育において要の科

目であると認識するようにありたいと展開し亡

いった。

内容に入り、我々の身のまわりは、原始時代

の昔から数や量の世界に取り固まれている。こ

れらの生活から生まれた知恵を、数や量という

範囲で体系的に整理したものが、数や量の世界

であると説いた。

そこで、例えば、表2-1のスライド6におい

て、身のまわりには、人通りが多い・少ない、

山は、高い・低い、この品物は値段が、高い・

安い、お部屋が、広い・狭い、この荷物は、重

い・軽い、市場へ貿い物に行くのは、遠い、近

い、時聞がたつのが早い・遅い、などや、古い・

新しい、急ぐ・ゆっくり、などの言葉でも、時

間の概念が、その意味の中に含まれている左い

うように、日常の生活の中には、いたるところ

に数や量が満ちあふれでいることに気付かせた。

「さあ、数のお勉強をしましょうJと身構え

なくても、少し注意すると、たくさんの数の世

界が務ちているので、工夫すれば、楽しい会話

や進びの中で、数の基礎的判断力は育っていく

ことを理解させるように仕向けて行った。その

後、参考に幼稚園教育要領解説編や保育所保育

指針解説書に目を通しておくようにも求めた

(スライド7)。

学生たちに、より本科目の目的を理解させる

ために、角度を変えて幼児に風呂場で f1から10

まで数えなさいJと言って丸暗記させることが、

数の理解につながると考えている学生もいるか

も知れないが、これは、わけも分からずに記憶

に頼ってお経を読むのと同じことに近い。幼児

たちはその意味が理解できないから、数の世界

が嫌いになってしまうこともあるので留意する

ように説いた。

~三ヨ ! 

たくさん由数の世界が ，] j 
i 落ちてし、るので、工夫す 隣盤 11
l れほ、楽しい袋詰や主u: I" ，~題豊富 111 

o中で、数量ー図形の I b>-';理瞳健 :Jl 
i 感覚(概念}は育っていき 註主主恩跨 !! ! 

討。 -r-ljj
J 北信三於宵妻存長弐{p12.0)問 f:H字色)の3の1叫')から 11 

i 身近な軸を見たり‘考えたり、怒ったりする中で、 I11 
i 鈎の性質や数量文字などに対する感覚を豊かにする。 11

事実完琴わ也字事予号も1! :1 
j 保育所保育?計十主寄託室(p81)(厚重労働省)のウのの7/1:から 1I 

; 身近な軌を見出、抗日殺った問中で鯵iI
物の性質や数量、文字などに対する惑覚を量かにするa唱。'1/

事語る>>ごと i 
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さらに、数の世界は、楽しい、創造的な世界

である。記憶に頼る頭脳の働きには限界があり、

という考えを基調左して基礎段階を進めた。

基礎段階において、「幼児教育の保育忠念」

スライド9のように展開した。そこには、「生活

による教育化」を詠っている。得てして学生た

ちは、教科書などに沿って一つの型から出発す

る指導方法に成りがちだが、普段の遊び・生活

からの素材を基に展開することを求めていった。

それを明確にするために、小学校では、先に

目標・内容が決まっていて、その後にその教育

効果を上げるために児叢の生活場面からの素材

を使うことがパターン化されている左捉えてい

る。

そこで本研究及び実践では、小学校では「教

育の生活化Jと称し、先述の幼児教育において

は、先の捉えから「生活の教育化j 左称して小

学校教育と幼児教育の指導のパターンの異なり

をコントラスト化させた2) (スライド10・11l。

同忠之二毘主主主主乙 !i
i ただ遊ばせる閉すでは、何をやっても育たない。

(:;生と子会!こ考えてその遊間め ¥ ! 
ということが面白い助かって〈れli， iI ! 

i 然子どもは遊びQ.むようになると '1' 
生活」として、その中に絵をか〈、音楽‘款のある 'll

生活もあるし‘遊ん在らそれには必ず片づすると '11
いうζとも生活左してある。 I 'I I 

『生，古仁よる~JnfLJ ____-

母!I 
こうして、学生に染みついているであろう小

学校における「教育の生活化Jの払拭を図った。

しかしその達成の目指すには、この後の第二・

三段階に委ねることになる。

iブロログ 停No教育3霊1

小学校「敦言の主活化J

教育の生活化というのは、指導する自標向寄が

先に決まっていて、それを子どもが興味をもつように
動捜づけていく方法として、桂(うしろ)に生活在題材
にもってくる。

幼稚園「生活の数百化J

と三ろが幼稚霞は生活(遊び)そのものが題材で

ある。子どもが丸ごと生活(遊び)することが、即教
育である。

一-t宣明|
この段階では、学生に「遊び」の教育的価値

についての理解を図ることも大きな目標であっ
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それらの遊びの伊lをできるだけ学生に示し、

その遊びを体験させていった。例えば、実際の

場面を想定し、

スライド36にあ

るような場面で

幕を切り離させ、

学生相互で遊び 堅 ;.'会
の中で数を学ん 写真 2-1

でいった。また、数を生活の中から数概念を高

めていく中で、パネノレ、ンアターを行う学生をい

た(写真2-1)。

た。「生活の教育化」の概念と背中合わせの関係

にある。まさに同義であろう。そこまでの学生

の理解を求めることをねらった。どの程度達成

できたかは、後の事前・事後評価結果などの分

析を左おして示されることになろう。

i~j が:Mヰ
子どもの一人ひJとりが自分のイ

耳'-"1メージを措いて活動していて語源号

炉気 それがゲループになり 7世色

さら

に、順

序数・

集合数

や合

成・分

解の理

解とそ

の遊びの基本形を示し、学生相互で模擬遊びを

行わせていった(スライド19等)。

医璽璽璽J]会Hの付申応用

問 rfiかよく'"であむじか玄だ ，r~ハ~iさ，.と1 礼、まし
た。句人こずっわけたらよいでしょう。 J

士さんだん全体に広がっていく

盤臨書齢 雪雪塑
事鈎
事""， 領警鐘霊静

回おさらにむけたかずのいち
こをかいてDJ)fil:l'l持を
いれ乏しょう

第 3・4時に入札数概念育成指導への基礎

づくりを始めた。乳幼児が数概念づくりへの端

緒になる一つに、自分の身体をとおして導かれ

ることも多い。

例えば、まずはスライド12のように指の形状

から数は生まれていることも説明したヘ

時審事奪事
4こずコl!)_みt，'人'X山2つから 方を長官えて4ことT芸2した
ら fみんむで8こだ」と とらえるようにむそ

毒事審議ltf丸山
見序誌の7.争 Zすえて7香Bの摂 "っつき 8'，1り1つ記の"

! 5こと2こ 4こど3この集まり(合成分認}

集会誌の7-<あと3こで山こなるZ判官哨向 圧を'!2こ多し世

L If本より ljド).'1，.い :-';1，.どの大JJ\~.・.~t>; @ 

人間関全日ことを始めたとき航便った制定かでしょう@

米デ河川デインタル}向凶田川負える三指を表すラテノ居地~iJ1l7i'ら 加えて、零 (0)の概念づくりを、スライド

40のように展開し、幼児教育の中で、また遊び

の中でさりげなく進める指導の態勢づくりを進

めていった。

加えて、数の呼び方と物が対応しているか(1

対 1対応)をも扱った(スライド18)。
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数概念左左もに、最概念、図形概念育成のた

めの遊びの基礎を学ばせていった。これらも学

生栂互でこれらのキャラクターを鉄で切り離し

たりして遊びのポイントを体得させるようにし

ていった(スライド41等)。
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2.2 理論の段階

これまでに小学校算数指導の構えから幼児

教育への構えの更なる基礎づくりを目指した。

しかし、幼児に数量概念を高める鍵として、

その発達段階の特有性を認識しなければ、教育

方法が成立しないことを学生に説いた。本科目

の基盤には、 J ピアジェの発達理論の習得が必

要であると考えたからである。

私たちは「自動車・りんご・コート・三角形J

といった言葉から、瞬時に精神内界に表象(内

的イメージ)を形成することができ、その心の

中にある表象を操作して思考することができる

が、こういった表象を使って論理的に考える「形

式的操作j は青年期以降の人にしか出来ないこ

Eが多い。

ピアジェは人間の思考の発達段階を、大きく

乳児期の「感覚運動的段階j と幼児期以降に到

達する「表象的思考段階(前操作的段階・操作

的段階)Jに分けたが、それらは更に以下のよう

な発達段階に分類して理解することができる。

ピアジェが「操作(operation)Jと言っているの

は、物事を空間的・時間的に順序立てて思考す

ることであり、端的に言えば、筋道の通った繋

合的な考え方をしているどいうことで「操作二

論理的思考j と解釈することができる。

感覚運動的段階 (0歳~2歳頃まで) ・乳児

期の思考段階で、五1惑の感覚や運動の動作によ

って外界を感触的・体感的に理解しようとして

いる段階。
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前操作的段階(自己中心的段階、 2歳~7歳

頃まで)ー幼児期の思考段階で、 2~4歳頃ま

では客観的根拠のない「象徴的思考jがメイン

左なり、 4~7歳頃では言語機能は発達するも

のの概念(知覚できない一般的な概念)を用い

た論理的思考はできず、知覚した事物を中心に

考える I直観的思考」がメインとなる。この段

階の幼児は、他者の視点・立場から物事を考え

ることが難しく、その意味を込めて I自己中心

的段階Jと呼ばれることもある。

操作的段階・具体的操作期 (7 歳~12歳頃ま

で) ".7歳以上の児童期になると、論理的思考

である操作ができるようになるが、「具体的な事

物・状況j がないと論理的思考を行う事はでき

ない。これは「保存概念j の発達と関係してい

るが、児童期の段階でも「物事の考え方・視点J

左いう意味でまだ完全に自己中心性を抜け切れ

ていないのであるヘ

医豆豆霊童]

6 
そのピアジェの理論の捉えの下、学生にその

理論を説く過程で、ピアジェの発達論は、内的

世界と外的世界の相互的作用を中核として考え

られていて、発達は「内界と外界の同化と調節

の作用による均衡化j の過程として定義される

ということ。これを「均衡化説Jと説明した。

その中で、「同化」とは、内界にある認、知の枠組

みシェーマを使用して外界にあるものを取り入

れる心的作用を意味していること。「調節J~は、

外界の条件や制約に適応する形で内界にある認

知の枠組みであるシェーマを変容させていく心

的作用であること。

そこで、スライド52の均衡化(学習)理論を

把握させるように努めた。その一つの工夫がそ

のスライドである。先の同化、調節の概念の意

味説明後に、シェーマと新シェーマを提示して

おいてその間の同化等の空白を埋めさせていく

解決課題であった。

さらに、スライド55において、アニメーショ
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ン技法を用いるなどして、ピアジェを基にした

保存の、ンェーマの獲得の意味合いと遊びを通し

た指導の慕本を示していった。
itj~IJ11累て乳釘

をするのでこの判
討のことを
「相割問ど
も 『みかりの利
.守』とも言います

れの t男じ長さj

ということU保存さ
れてい匂いので
，"存得力欠【するJ
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後'"を見せると
f局じ』と苔えます
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針をの目の前で
行を i訓告2~立 t_?
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f持"長、 qっ
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の同じ長さI./i'il寄さ
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とりわれて青色長
〈見えるゐらです

さらに 犬小のン志ーマと長さのムノエー
マともき応して長い短い 同じとハう言翠

立主fJ/b'土主主エエヰ

にその棒の高低をイメージ化するものだが、幼

児はその並び替えの概念(シェーマ)が不十分

であり、それを遊びの中で作っていかないとい

けないJとして、この図の棒状を切り離し、幼

児の気持ちに置き換えさせて体験させていった。

庄壬主主亙亙ヨ
問モデ

の短い慢すい
ら長L、!至に
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「ちぢんだからJ 吋まくむったからJ rf~:が少し だからj むど左答えξd甑 m
1001;.主数える幼児で色司じ篭えがかえってくることカある. 喝量'11'

さらに、数の 1対 1対応の考えを幼児に育成

することが、その後の数概念の育成の基になる

との考えからスライド60のような遊びを行った。

そのスライドでは船を切り離し、兎の図の上に

重ねて行くといった遊びを学生聞で工夫させた。
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2. 3 応用段階

このようにしてピアジェの学習理論の理解を

高めた後、第10回から第三段階「応用J(数量・

形の性質と遊び)の領域に入札ピアジェの発

達理論に踏まえながら、集合数の感覚の育成を

図るための様々な遊びを進めていった。そのう

ちの例をスライド2枚である、その中の数概念

を高めるために集合数高めの遊びがスライド

101である。

@ 

こうして、幼児が 1対 1の対応の概念をしっ

かり確保させることになり、その後、船が一般

足りなかったり、多かったりした場合の遊びな

どを学生から発想させることができた。

量の保存の概念をつかませるための遊びのそ

テ、ノレを進めていった。その事例がスライド71と

83である。
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いずれも旧宮l'J1::言います⑬ l…

毒事ゆ+

幼児には、保存の概念とともに大事な系列の

シェーマの獲得もスライド90などを用いて学生
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実際の幼児を通しての遊びを行いたいところ

であったが、表2-1のように可能な遊びを学生稲

互で取り入れていった。その 1例がスライド143

で ある 。ド血盟出 /一¥
S奪還集会遊び

黒いひも
と白いひも
で分けてい
き、ひもを
すこしずつ
重ねること
を発見して
いきましょ
っ。

3 授業成果の分析と考察

3. 1 事前 E 事後テストの内容

学生たちが、小学校、中学校の「教育の生活

化jの感覚から脱皮し、幼児教育が求める「生活

の教育化jのシェーマを獲得し、更に実際の幼児

教育の現場に対応する基礎的な力を収めている

かを分析しようとした。

本論文において具体的な授業展開を余り示し

ていないが、その一端ともいえよう本科目の事

前テスト及び一部問題を付加してまとめた事後

テストを参照していただきたい(図3-2・3)。

図3-2の問 1~29までが事前テスト左同 に

対応している。図3-3の凋30~411土、事後テスト

に付加したものである。

3.1 事前・事後テストの比較

表3-1のように、事後テストは 3r算数科は

得意かJを除いて全て高くなり、その中で問 1

と7を除いて、有意を示している。問3結果が

事前より下がっているのは、本科目において、

十進数の理解を深めるために、 f也i隻数を扱った

り、黄金比を計算させたりしたこ左もあり、し

かも関11及び32のように事後を伸びているもの

の正答率50%に満たず成績は良くない。そのた

めに算数に対する抵抗感が増したものと考えら

れる。救われるのは、「算数科は好きかJは50%

だが、 12ポイン

トほど高くなっ

ている。

さて、事後テ

ストの平均正答

率は、図3-1のよ
図3-1事後ヒストグラム

うに77.3%を示

し、その栓に付近に度数分布が集まっている
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ff~んでいる信子を叉亨だげ
で自由仁記述してくどさい.
行昌えをきち九lとしましょう.
在日4 宮阜由みで苦手控置呈

ないちのとします，

図3-3 事前事事後テスト(2)
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ことから、目標にほぼ達していることがうかが

われる。

事後テストにおいて、問30r生活の教育化を

{言条にしているのは、幼稚厨・小学校の何れかj

の正答率は81%とそれほど高くない。幼児教育

への意識の転換がうまくいっていない学生の存

在がうかがえる。

これを裏付けるものとして、関心において、

それまでの選択肢解答から記述式に変え、具体

的な幼児教育の遊びにおいて、本科目の目指す

幼児の数量感覚の高めをねらう教育実践の感覚

がどの程度備わったかをみようとした。実践媒

体はf1~5 の数感覚を高めるための類化の遊

び」でもって行った。

その聞の評価の観点は、遊びという枠の中で、

幼児をこの図柄の中に如何に引き込むか(導入)、

幼児に似たもの同士があることを気付かせるか

(見出し)、如何に似たもの同士を集めていく手

助けをしていくか(支援)、幼児にできるだけ数

を言わせるか(数唱)、これらを幼児主体として

展開する概念をつかんでいるかをみようとした。

その結果は正答率58%と良いとは言えない。

これは、幼児主体にして個の遊びから出発し

て、幼児の生活の素材をその籍の中ら引き出し

ていくという「生活の教育化Jを如何に実践で

きるかであった。学生が主になって引っ張り誘

導する態勢が強すぎる傾向がまだ見られている。

表3-1 事前・事後テスト結果比較
正答率(~~) T検定

調査項目 事事措
平宇<0.01

前世果
ヰ(0.05

PI.古([i可制J)

1幼稚同教師希望度 85 86 1 0.80 

2 車教科i土史Iきか 38 50 l 0.03 2宇

3 算教科は得意か 35 23 '. 0.03 民

4 幼児算数科授革必要か 3 66 1 O. 00 土え

5 算数感覚は ri~び』で育つ 70 95 1 0.00 平芋

6 算故科教育ほ詰期待度は 82 日6 1 0.01 民

7 幼稚園の指導の楕え 92 99 J 0.06 

8 幼稚園教師の役割 68 91 1 I 0.00 平芋

9 算数感覚高めには問、全体かbか .11 91 1 I 0.00 末末

10 2までL品ー設えfよL、産桟がL、るこ止を :30 89 1 0.00 ￥宇

11二進数での 111は、トi呈 故 で は 5 30 1 0.00 ** 
12主主感覚の育成は小学校から 7 78 1 0.00 大大

13ゼロ i土、いつごろ倍立されたか 15 86 1 。.00 芋牢

14ジャンーピアジェの簡喧i土 58 97 l 0.00 ** 
15図の経惇と横俸の長さ 73 100 1 0.00 ヰ本

16シェマの彊f専の説明では 73 89 7 。.01 キ

17f一筆書き j ができるか 26 80 l 0.00 帯百

18木を別の容自に移すと「少なくなったJ 51 91 7 I 0.00 ヰ宇

19 f国1が長L、」とl寸凸ありえるか 47 89 l 。‘ 00 平平

20共通集合遊び最も正 Lいのは 72 95 1 0.00 中耳

21 ~Il 多面体は何種噛あるか。 32 92 1 I 0.00 宇宇

"祈り祇は好きか 74 88 1 0.02 . 
23デジクルの意味は 3 80 1 0.00 ** 
24算用数字の生まれはどこから 16 86 1 O. 00 玄土

25黄金ltの直は 14 91 1 I 0.00 平芋

26人は生まれたとき教の感覚は 55 91 1 I 0.00 *平

27算教科教育概請の授業目的は 38 92 1 0.00 土土

28 i夜景の保存性の獲得はいつか 43 93 1 0.00 卒宇

29 ~I 進設での 9 は、二L進数では 5 76 1 0.00 ￥￥ 



表3-2 事後子ス卜追加問題結果

詩査項目

30 1生活の教育化j を信条としているのは

31 古代に 12510を IU Ill n~記数したのは
32十進数 5を三進数で表すと

33集合 数と 煩序数どちらを先に

34算数の感覚 は主に遊びを通して育つ

35グラフから、折り紙の経験が多いほど、

36 2十3が5になることがわかるようになるiこは

正害率(%)

81 

78 
，18 

55 
97 

80 

60 
37 リンゴ3つ、みかんが3つのEき、共通の 3として

38ス プーンが少なくなったということが

39高低の照序に 並べようという意設

57 

96 

51 
40シェマの獲得過程 88 
41類化の遊び左数感覚 58 

幼児における数量指導の要であると位置づ

けてきたおの伺の正答率は55%と良くない。

集合数に関する遊びから出発するほうが数感

覚を高めやすいことを説いていたにも関わら

ず、その考えが行き渡っていないといえる。

3，2 観点による分析

関41個を似たもの同士で集め表3-3のよう

表3-3 事前・事後テストからの観点
侵.9，1 項目

1 1 1幼稚園教師希望庄は

童 1 2算最科は好きか

融 1 3算数科は得意か
1 6算数科教育境詰期待度は

瞳 122折り紙lま好きか
度 127車数科教育槙詰の持妻目的は

内 14幼児教育に算数科提菜必要か

ニ15算量感覚lまliliびIで育っか

; I 7幼稚園の指導ι構えは

: I s幼稚園教釘の住割は

首I，~算数感覚高めには菌からか、全体からか
情 112数感覚の育成lま小学校からか
え I30 f生活のきを育化jを信条止しているのは幼稚国か

134 算数の~1t 1ま宇にi芳びやi会して育っか

11二進数での 11 11士、十進数では

17'一筆書き1できるか判街できるか
3 1 20止回で共通集合遊びとして最も正しいのは

技 121正多百体は何種類あるか?
ぉ黄金比の置は

四十虐致での9は、三進数では

32 十進数 5 を三~註で表す止
龍 135グラフから、折り紙の程表が多いほど、

362十3が5になるこどfわカいるよう仁なるには

41鼠化の遊びを使つての数時官の伶Ifl方
15回の縦停止横俸の長さの比較

4 I 16シェマの聾得のfI1明ができるか

ピ118水を別容器で f少なくなったJ信じるか

ア 119r悶1が長Lリという ありえるか

ジ 1"詰量の保存性の撞骨はいつか
ヱ 137リンゴ3-:>，11-1，りV;3叫"き共通JJ3左Lて

理 138スプーンが少なくなることがあるか

解 139高ほの順序に並べよう土いう章設は
40 シヱマの完得j笥程や~~明で者ろか

102までしか邑えない種世がいる信じるか

5 113ゼロは、いつごろ確立されたか

知 114ジヤ〆 ピアジェの専門罰墳は

揚 123デジタルの意味は

1 2.1算用註字の記揮はどこから

理I26人は生まれた左き数の感覚を宥するか

解 131古代に 125 10をIllmn(:記数した国は
33幼児仁集合致と閤rJ.致どちらを先に教えるか

な 1~5 の

観点で括り、

それぞれの

学生の回答

を対応させ

て、クラス

ター分析を

行っfこo

その結果、

表シ4で、相
互の関係の

強さを表し、

それを図化

したのが函

3-4のデン

ドログラム

である。

図3-4か

ら、 2幼児

保育構えと

5知識・理

解との関係

が最も強く、

3技能ど 4

ピアジェ理
表3-4 観点相支の棺隣

2 3 4 5 
11¥¥¥0.22 0.18 0.32 0.3.1 
21 0.22 0.48 O. .12 0.62 
31 O. 18 臥 48、¥¥¥O.56 O. 58 
41 0.32 0.42 0.56¥¥O. 57 
5I 0.3.1 0.62 0.58 0.57¥¥ 

解が次に強いこ

とを表している。

I意欲・態度の観

点は、表3-4から
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o o 1 

1意欲・態度

2幼児保育栂え

もその 2つのグル

ープとの関係が弱

5知畿理解卜ー」 し~ いといえる。

4ピアニ霊仁コf | そこで、即日5
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図3-4 デンドログラム のように最も関係

があった知識・理解と幼児保育構えが核になり、

その外回りに次に関係があった技能、ピアジェ

理解があり、意欲・態度が周りを閤っているロ

この図化から、数量概念を高めるには、その

指導にかかわる知識・理解、幼児保育の構えが

大切であり、それを支えていくのは、数学的な

(w 
国 3弔ケ1主科目学力構

4，分析のまとめ

計算技能であり、ピアジェ

理解であるといえよう。そ

の周囲を意欲・態度があり、

学生に求められる。それら

は、広岡亮蔵の学力構造と

類似している九

(1) r生活の教育化」という本研究の命題は、

十分に達成することはできなかった。

(2) 幼児教育指導者のための観点「知識・理

島幸」は観点「幼児保育の構えJ~強い関係

があった。

(3) 観点[ピアジェ理解jがその周りにあり、

観点「技能j ど関係があった。その周りに

観点「意欲・態度j が弱く位霞していた。

5 研究のまとめ

(1) ピアジェ学習理論を中心とした幼児教

育における算数科教育概論のシラパスを

構築できる素地ができたようである。

(2) 小学校算数科指導からの構えの脱皮を

試みたが十分とは言えなかった。
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「心の理論」発達の測定課題を 5事例から再考する

小沢日美子

九州女子短期大学子ども健康学科

Reconside1'ation of tasks measu1'ing the development of "theOl'Y of mind" th1'ough 5 case studies 

出血ikoOZAWA

Abstract 

In this 1'epo1't， the object.s of measu1'ements in 1ttheo1'Y of mindtl tasks that has been used in developmental 

1'esea1'ch a1'e 1'econside1'ed f1'om two pe四 pectives，typical tasks used in Htheo1'Y of皿 indtl1'esea1'ch， and tasks 

used in the developmental theOl'Y of Piaget. Then， five case studies with these two types of IItheo1'Y of皿 ind"

tasks we1'e analyzed and proble皿 sfor future research were proposed. The motion of leading to an under 

standing of the process thl'ough expe1'ience and p1'oblem solving was considered to be impo1'tant fo1' the 

development of lltheory of mind，" The possibility that the dynamism of life was impo1'tant fo1' pa1'ticipation in 

the essence of p1'oblem solving was conside1'ed to be the unde1'standing of the p1'ocess that diffe1'entiates the 

sta te of mind of the self and others 

Key words: IIThe01Y 01 111ind/~ False-beHel tas.ιInt四 tion-undl日 'standing臼sι
Unders白ndingabol1t othel' people~ young c11iJdhood 

はじめに

本報告では、発達研究において「心の理論j諌題が測

定するものに関して、「心の理論J研究の代表的な成果、

及び Piagetの発達理論の成果によって検討し、それを

5つの事例とともに再考して、今後の「心の理論j課題

を提案ずることである。そのため最初に「心の理論Iの

発達に関する基本的な事がらを他者理解研究の流れか

ら検討し、その後、発達における自己と他者の心の理解

の発達指標としての「心の理論j課題についての今後の

検討課題を、 5つの事例U::もに分析・考察する。

乳幼児期の認知発達と r'Dの理論J

これまでも子どもの発達的変化を生み出す重要な心

理的機能・構造については、多様な方法によって研究さ

れてきている。その中で、乳幼児期を通して子どもが持

つようになる世界に関する知識の表象はどのようなも

のか、そして、そのような知識表象を学習するメカニズ

ムはどのようなものか。これについては、日aget理論

は発達段階説を示し、特に乳幼児期から児童期にかけて

の発達期ごとの認知的特徴を明示している。そこでの他

者理解に関連する流れを引き継ぎ、 RenるDescartes以

来の閃である他者の心の存在に関する問題 (r我々は心
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的状態の帰属をどのように行っているのかJr我々 は、

心的状態についての知識を初めにどのようにして獲得

するのかJ)を発達心理学領域で引き継いだのは、 1980

年代以降、追試的変更研究が盛んに行われている「心の

理論J研究の流れであろう。 P1'e皿ack，&，Woodruff

(1978)は、「心の理論 (theoryof mind) Jを持つとい

うことは、「自己及び他者の知識 (knowledge)、信念

(belief)、思考 (thi出 ing)、疑念 (doubt)、推論

(guess田 g)、ふり (pretending)、好み (liking)、目

的 (p田 pose)、意図 (intention)の内容を理解するこ

と、もしくは、他者に心的状態(皿entalstates) Jを帰

属させることJと定義している。このような他者の行動

に心的状態を帰属させるのに用いるシステムや、直接観

察できない状態を推論するシステムを問題にするため

「理論Jという用語を必要としたとしづ。「理論Iとし、

う用語を用いる際には、それは単なる知識の集まりでは

なく、 3つの特徴(知識の一貫性、存在論的区別、因果

的説明の枠組み)を持つとされる (Wellman，1988)。

これは、世界を一つの体系的なものとして捉えることと

言い換えられる。たどえば、子どもは認知発達の過程に

おいて、世界の因果的構造を表象し、その学習には、か

なり強いタイプ(連合学習ではない)の因果推論を用い



ている。幼児期では5歳児後半頃から、単純な物語なら

ば、ストーリーを逆から推論する可逆的な操作ができる

ようになるが、これは因果推論が可能になってきた表れ

であるとされる(内田，1985)。

『心の理論J課題の機能・構造

I心の理論JI土、自己と他者の心の理解に関する理論

だが、その機能・構造はどのようなものなのだろうか。

これまでも多数の「心の理論I研究があるが、「心の理

論j発達を測定する誤信念謀題の基本的な構造に関して

述べた代表的なものとして、哲学者Dennetttによって

提案された「心の理論jの仮想的実験手続きとなる測定

するフォーマットがある。

l.AはEがpということを信じていると信じている。

2.AはEがqということを願っていると信じている。

3.Aは，12の信念からEがxを行うと推論するので、

Eがxを行うことを予測し、

4.Aはyを行う、なぜならば

5. AはEがxを行い、 Aがyを行わないならば、 A

は自身が望むものを得られない、もしくは避けた

い何かを得ることになるだろう、と信じているか

らである。

具体的な評題実施の過程では、子どもは、各課題の具

体的手順・手続きに沿い、情報処理(取捨選択)を行う

ことで、このフォーマット全体が意味する知識を捉え、

正答に至ると考えられる。また、現在、「心の理論Jの

発i迭を測定する諜題は多様に開発されているが、最もよ

く知られた代表的な課題は、誤信念課題 (false-be!ief 

task)である。これは、 XはαがBにあると誤って信じ

ていると、 Yは思っている左いう内容の問題である。回

答者である子どもは、 Xの (α を自にあるとする)心的

状態を推論する Yの立場に立って答えるこ左を求めら

れる。そして、このような諜題構造を持つ「心の理論j

課題である誤信念諌題左して、位置変換課題 (change

of-location tasks)と、予期しない内容課題(unexpected

contents tasks)が挙げられている。これらの課題内容

では、ターゲ、ツトとなる事物と、(子どもに提示される

ストーリーの)主人公が期待する位置 (e.g.，二者択

一)、あるいは、事物を包含する器との関係(一致、不

一致)が焦点になる。子どもには、ターゲット左なる事

物 (e.g.，ボーノレ、ベン)(j)包含関係に関する知識止、主

人公の心的状態の知識の両者を知っているこ左が求め

られる。空間的な位置関係について語るならば、二者択

(W皿 血el'&Pe1'llel'，1983)の解決方略であったり、タ

ーゲ、ツトと器との関係の二者関係(包含関係)の知識で

あったりである。ここで必要とされるのが空間認識のみ
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ならば、 Piagetによる他者視点の理解が求められる三

山問題 (e.g.，Piaget、1948)のモデルで測定される三者

聞の空間関係よりも平易だと考えられる。二者関係の比

較に関まり、難度がより高いとは考えられない。実際に

誤信念、課題の一般的な通過は 4歳頃からとされている

のに対して、三山問題の通過は概ね6歳以降とされる。

それにもかかわらず、誤信念課題が、今日、発達研究領

域において他者理解のよく知られた発達指標とされて

いるのは、自閉症児研究における成果と関連する。

Bal'on-Cohen (1985)は、言語性 IQ5歳半の自問痕

児 (m=12歳)を対象とした実験により、語信念課題の

通過率が 20%に過ぎないことを示している。そして、

「物の理論Jと「心の理論j の独立性を示唆している。

また、誤信念課題の通過には、言語能力はある程度影響

するが、全てではない可能性についても示唆している。

定型発達児は、直観的に理解して解決するが、自閉症児

は知的に理解して解決に至る (Happe，1995 ;別府・野

村，2005) といわれ、そこでは文脈の情報を統合させて

意味を読み取ることの障害などが論じられている

(Happe，1997)。

F心の理論j課題通過の発達的要素

Piagetの三山問題のモデルによる幼児期の空間関係

の認知発達の流れからの他者視点取得研究では、まず自

己と異なる立場に立つ二人称的他者視点を認め、さらに

自己と他者とをその関係を含めて捉える三人称的他者

視点へと向かうことになるど』きえられる。そこでは、他

者(三山問題では、代理[視点J左呼ぶ)によるイメー

ジ操作や他者や実験状況との相互作用との関連におい

て、他者視点の概念構築、他者の意図性の理白卒、表象構

成の促進などが発達に関連すると考えられている。しか

し、「心の理論j を軸とした誤信念課題の通過が始まる

のは、幼児期に自己と異なる他者の心の存在を知り、ま

た自己と他者の心の理解が異なるこ止を知り正答する

過程では、三人称的他者視点の概念構築までには至って

いない年齢である。そこで求められるのは、自己の知っ

ているこ左左は異なる他者のつもりであり、他者につい

ての意図理解左関連するともいえるだろう。したがって、

「物の理論Jと「心の理論Jの差異を生む重要な要素の

一つが、意図であると考えられる。そして、また、誤信

念課題は信念の真偽を問う構造だが、「心の理論jの理

解では感情の本質や原因を理解することも一部である

とされる (Wellman，&，Banel'jee，1991)。そこで、ここ

では、「心の理論j発達において、意図理解(感情の本

質や原因の理解を含む)の発達との関連にも焦点在当て、

つぎの 5つの事例に関する検討を加えたい。そのために、



これまで述べてきた誤信念課題の他に、「心の理論jの

課題の っとして捉えられている意図理解に関する課

題を用いる。加えて、 Piaget理論による認知的発達と

の関連を検討するために、発達検査の結果も加えて考察

する。

事例

「心の理論Jの発達に困難さをもっといわれる PDD

閣内であるという診断を受けた幼児の5事例について、

初めに、事伊jの幼児の発達を理解するために発達検査の

結果を述べる。続いて、「心の理論j の発達を測定する

課題として誤信念、課題と意図理解課題の結果を踏まえ

て、事伊lの幼児の発達について、人(自己・他者)や物

との関係を中心に述べる。各事例で取り上げた幼児は、

PDD (疑いを含む)と診断されたことがある幼児で、

年齢は 4歳から 6 歳までである (A~D の男児 4 人、 E

の女児 1人)。

つぎに取り組んだ諌題について、①「心の理論I課題 e

誤信念課題 (cf.，Wimmer & Pe1'ller ，1983)、②「心の

理論I課題。意図理解課題 (c王，Happe，1997)。③発達

検査(新版K式)、発達検奈の結果を記し、分析・考察

する。

※ なお、事前に調査者が幼児が参加する小集団に参

加観察者として加わるなど、幼児との親和的関係を充分

取れるように工夫・配慮を施した。幼児が調査に使用し

た部屋に入室した際には、挨拶など関係作りに努め、ま

た、これから行う活動の説明をして了解を求めた。

※ 発達検査は、「新版 K式発達検査 2001Jを用い

ている。 fK式発達検奈」は、 1951年、京都市児童院

(現京都市児童福祉センター)より、ピネー『知能測定

尺度』、ゲcゼル『発達診断』、ヒ、ューラー『発達検査』を

基に開発・標準化された乳幼児発達検査法として発表さ

れている。

事例A

(生活年齢5藤 9ヶ月、発達年齢3歳 1ヶ月)

・・『心の理論j課題(誤信念課題・意図理解課題)Iま

不通過。

rr心の理詰』課題j の各事{fjの先頭に示した丸2つについて

つ日の丸は、誤信念課題、二つMの丸lま意図理解課題に関して、通過

の埠台、不通過の場合、それぞれ自丸、黒丸で示仁以上は、事例八~

Eに共通止するο

発達検衰の課題では、お手本として積んだ積木を見る

ことで、少し複雑な形でも真似をして積み重ねることが

できた。しかし、同じように真似をしての作業でも閉じ

た円を描くことはできない。また、お手本がないときに
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四角の形を構成する評題はできなかった。人の図柄を完

成させる課題では、腹部に英文字を記入した後に、人の

全体をぐるっと閲むような描線で課題を完結する。また、

絵の単語を尋ねる間いには応じられるが、姓名などを尋

ねる間いには応じられない。複数の積み木から特定の数

を取り出すのが難しい(園では自転車遊びが好き、自転

車で山の上を一生懸命にこいだりを良くするというこ

とだった)

く考察>具体物と自己との二者関係のかかわりでは、取

り組みに工夫も多く認められ応じることができる。ただ、

自己身体の周密全体の空間認識を求める課題には応じ

きれていない。求められている関係が、物と物とで閉じ

ている場合にはよいが、それに自己との関係が加わると

応答が難しくなりやすい。また、取り組みのプロセスで

教示への注意の集中の弱さ、課題の枠組みの認識の弱さ

が見受けられる。

事例 B (生活年齢4歳9ヶ丹、発達年齢B露2ヶ月)

00 r心の理論』諜題の誤信念課賜は通過、意図理解課

題は不通過。

発達検査の課題で、枠組みの中に物を重ねていくよう

にして入れ子の作業をするような課題に円滑に取り組

んだ。また、折り紙では、作成のし方のお手本を見ての

真似は年齢相応にできる。人物の図柄の完成課題は通過

できなかった。また、絵や色の単語など事物と知識の関

係が決まるものは応答できる、ただし、姓名などは言え

ない。しかし、指さしでの自己身体の指示はできるよう

になって来ている。短文を繰り返すなどはまだである。

また、全体からの数選び、 H員列が変化する煩での物の指

示は苦手のようだった。

く考察〉課題提示者の動作を見ながらの物左の関係を

問う課題では積極的であるが、まだ文脈の理解を要する

ような言語的な指示にはのりにくく、自分を中心とした

物との関係もこれからというところだった。

事例c(生活年齢6歳3ヶ月、発達年齢3歳8ヶ月)

00 r心の理論j 課題の誤信念課題は不通過、意図理解

課題は通過。

発達検査の課題では、積み木を自分なりに工夫して積

んだり、多角形の図の弁別をしたり、丸を描いたりなど

できる。ただ、しばしば取り組みの過程で試行錯誤して

いる姿も見られたり、思わず慌てて描くような姿も見ら

れたりする。また、それぞれ少し複雑な課題になるとま

だできないこともある。そして、 2つの三角形で四角い

形を組み合わせて作る課題はお手本の直後ならばでき

た。折り紙は試行錯誤しながら二段階呂まで通過した。



人物の図柄を完成させる課題はできなかったo 方、姓

名、年齢、性の区別の課題は応答できた。短文の復唱や

生活の了解事項に関する課題は最初の方の段階のもの

には応えられた。また、絵や色の単語など対応関係が決

まっている場合は応答可能で、複数の積み木からの指定

された数を選ぶ課題、煩'71)の数を唱えながら 4つの事物

を指し示す一対一対応の原理による課題にも応答でき

た。そして、 13個の丸を数えてそれが全体でいくつあ

るかという基数の原理を踏まえた応答ができた。また、

日常生活の中で使用する 50円玉以外の硬貨の名称、を応

えたりすることができた。

く考察>物の操作では、注意の転導からか試行錯誤する

場面が比較的多く、事物を用いた教示の意味理解が充分

にはされていないようだ。しかし、お手本の後ならば取

り組み易いようだ。本児の場合、人物の図柄を完成する

視覚的な課題はできないが、一方で姓名、年齢、性の区

別などの言語的な課題には応ずることができており、生

活場面において他者左の関係における自己を意識する

ことが刺激となっていると考えられる。また、唱えなが

ら指で数えた事物が全体で幾つあるかも答えられるな

ど、部分左全体との関係を把握することが可能になって

いる。

事例D (生活年齢5歳4か月、発達年齢4歳。ヶ月)

帥「心の理論』課題(誤信念課題・意図理解課題)は

不通過。

誤信念課題の実施時には、ボーノレの移動を目で追って

いたが、発達検査の課題では、積木を用いた課題に積極

的で、お手本をよく見て取り組む。 2つの三角形によっ

て四角を構成する課題はお手本の直後ならば、動作を真

似るような工夫もしながら成功した。人物の図柄を完成

させる課題は通過できなかった。お手本を見て丸を描い

たり、四角、三角も描いたりできる。しかし、頗を唱え

ながら積み木を指示する課題は通過できない。姓名、年

齢、性別、色の名称などの課題には応じられる。短文の

復唱も可能である。しかし、左右の弁別、指の数など自

己身体周聞の空間認識に関する課題の通過は未だであ

る。 13個の丸を頒に数えるが全体で幾っかは分からな

い、与えられた数の積み木を全体から選ぶなどは6個ま

でできる。硬貨の名称はすべて応えられた。

<考察>お手本のあるものや、お手本の動作の直後なと

の課題に円滑に取り組む。しかし、対の関係があっても、

その時に応じた認知的枠組みの把握が求められると難

しいようだ。たとえば、姓名、年齢、性別などに応じら

れているものの、「心の理論J課題左し、う課題の枠組み

を捉える理解は不十分である可能性がある。一つひ~つ
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ならば、数えることができるが全体ではいくつかが答え

られないととにも関連すると息われる。なお、全体の中

から必要な個数をある数 (6)まで選ぶことはできてい

た。

事例 E(生活年齢5歳。ケ丹、発達年齢E鹿2ヶ月)

•• r心の理論」課題(誤信念課題・意図理解課題)は

不通過。

発達検査の課題で、積木を積む際にはきちんと面を合

せる。また、横・縦線、正円、十字、正方形、三角形な

どいずれも描けた。ただし、十字では紙面をはみ出した

りした。また、正方形、三角形は繰り返し描きながらバ

ランスを取っていくようにして、 3回目の試みて、充分に

描けた。人物の図柄の完成課題は通過できた。その際に、

髪・洋服などに関する知覚的特徴を明示していたが、目

や眉はなかった。与えられた煩に番号がふられた積み木

をある程度の数まで叩くととができる。また、姓名、年

齢、性の区別、色の名称などの課題に応じることが出来

る。最も短い方の短文を復唱したり、 4数の復唱、また

4つの積み木を数えたり、 13偶の丸を数え全体の数を

言ったり、指の数を左右全て言えたりする。しかし、積

み木で(テーブルを)叩いた時の打数を数えることはで

きなかった。 10偲の積み木の中から 8個を選ぶことは

できた。自己身体の左と右の弁別課題は通過した。ただ

し、 5以下の数の加算、また、日常の生活場面における

具体的な了解事項、そして、一枚の絵を見てそれを叙述

する課題は通過しなかった。

く考察>基本的な聞いならば教示を理解することがで

き、また、応答もできていたので生活年齢相応の発達年

齢を示すことができた。ただ、提示された辞題の知覚的

特徴に囚われたり、全体の状況に添うよりも特定の視覚

的情報により注意が集中し易い傾向が認められた。その

ために取り組みに円滑さが不足したり教示理解の全般

で、教示の言葉をそのまま繰り返したり言い換えたりし

ながら確認する姿が見受けられた。ただし、直観的には

課題の意図や要求に反応し難い時も、自分から確認する

ことで知的に整理して課題の枠組みを理解しているこ

とが考えられる。

5つの事例からの考察

l 姓名、年齢、性別などに応じられるかどうかは、特

に自己意識の育ちに関連すると考えられる。ここでは、

事例 A~事例 B がこれらの聞いに応じられなかった。

ただし、事例Bは、「誤信念課題Iに通過している。こ

れには、年齢なりの恥ずかしさ、また検査の状況での戸

惑いの強弱の影響も考えられるだろう。そして、発達検



査の課題の枠組みでは、事例Aも事伊IJBも同じように

言葉では表現ができなく左も、それぞれの「心の理論J

発達に関する内面的な認識の育ちが異なる場合がある

という仮説が成り立つだろう。

2 丸が描けたり、人物の図柄が完成できたりは、自己

意識の確立と関連深いといわれる。ただし、「意図理解

課題j を通過した事例 Cは、姓名、年齢、性の区別の

課題は応答したものの、丸は描いたが人物の図柄を完成

させる課題はできていなかった。事例Cは、「意図理解

課題Jの通過月二通過に、人物の図柄の完成課題の通過

が付帯しないことがあることを示唆する例である。した

がって、「意図理解課題j の通過は、自己像の発達とゆ

るやかに関連するという仮説が考えられる。

3 一方、丸も描け、人物の図柄の完成課題にも通過し

た事例Eだったが、「心の理論j課題はいずれも通過し

なかった。とくに、事例 Eの場合は、提示された課題

の内容に含まれている知覚的要素に注意が集中し易い

傾向が認められる。このような特徴をもっ場合は、丸が

描けたり、人物の図柄を完成できる個々の課題の通過が

目安にならないこkが考察される。したがって、視知覚

優位の反応が顕著な場合、特定の課題通過が目安となる

というよりも複数の課題を群止してみなすことがより

適切であるという仮説が考えられる。

4.事例 Ci::事例Dは左もに、姓名、年齢、性別の区

別の聞に応じられ、また、 13個の丸を数えることがで

きた。ただし、事例Dは、 13個の丸を一つひとつ指さ

して数を喝えた後に、それが全体として幾つになるのか

の聞いには応えられなかったが、事例 Cは、答えるこ

とができた。事例Cは、「意図理解課題jに通過してい

る。そこで、対の関係では捉えることはできても、全体

で何を示すかを捉える力が意図理解課題の通過と関連

するのではないかとし、う仮説が考えられる。

5. r誤信念課題jを通過した事例Bと「意図理解課題J

を通過した事例 Cではともに人物の図柄の完成課題は

通過していないことが共通している。その他に、それぞ

れの取り組みの特徴を挙げる左すると、事例 Bは、作

成のお手本を見て折り紙を三段階目まで正答した。事例

Cは、試行錯誤しながら二段階目までについて課題と自

己との関係を調整しているようで、特に動作しながら課

題解決を図っているようすも何えた。そのためか少し複

雑な課題は通過できなかった。そこで、「心の理論J課

題のもつ課題としての枠組みの理解において、「誤信念

課題jでは、視覚的な情報を継次的に追跡すること、「意

図理解課題jでは、比較してより、動態的なあるいは体

験的な問題解決の姿勢をもっていることが、各々の課題

通過左関連するのかという仮説が考えられる。
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今後の課題

今後の検討課題については、 r5つの事例からの考察j

に、 5つの仮説として示した。「心の理論J課題として、

それぞれ捉えられている「誤信念課題Jr意図理解課題I

の両者はどのように関係しているのだろうか。誤信念

(あるいは信念)の概念は、 4歳以降の発逮を待って獲

得されると考えられている。一般的には、姓名を名乗っ

たりして自己を他者との関係の中で表現することを、自

他の区別がついている兆候として捉え易い。「心の理論J

の発達も、 3歳児における自我意識の芽生えを土台とす

るだろう。しかし、人物の図柄を充分に完成させるなど

の自己像全体の理解を待つというだけではなく、自己左

他者の心のあり方の差異をプロセスの中で理解するこ

とが関連しているのではないだろうか。たとえば、ボー

ルは既にこちらの箱にあることを知っていても、それを

知らない他者がいたことを再度想い出して答えること

ができるから、自に着き易い状況から自己を切り離して

距離を置くことができると考えることも可能である。モ

ジュ}ノレ説の代表的研究者である 1回Iieらが、心の理

論メカニズムの発達途上で抑制制御に基づく選択のプ

ロセスが加わることで、信念内容に対する推論を正しく

行えるようになるモデルの提案をしているが、それとの

関連も今後の課題としたい。

また、「意図理解課題」の通過では、日常生活を送る

上で必要となる幼児期における人間関係での自制心の

発達が、他者の情動的な心の理解の発達と関連している

のではないだろうか。つまり、知的な理解の側面からだ

けでなく、生活上の多様な要素が課題解決に関与してい

ると考えられる。これについての理解では、言語的に表

出され得ない課題への取り組みの過程に関しても今後

検討する必要があると考える。

そして、ここでは、 5つの事例を取り上げたが、倍々

の事例に即しての検討では、幼児期における自己意識、

自己制御が、それぞれの発達の中でどのような育ちとし

てなされているのか、それぞれ子どもの発達の全体像の

把握に基づいた「心の理論j発達の理解が重要であると

考えられる。
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伊藤野枝とイブセン『人形の蒙』ー『青鞘』の女たち(1)ー

荻原桂子

九州女子大学人間科学部人間発達学科人間基礎学専攻

A Study on Noe ITO and Henrik Ibsen， A Dol/ S HOllse-Women of“Seito"( 1)ー

Keiko OGIHARA 

Abstract 

From position placed womenls current， 1 consider the status of women in Japan a centmy ago. The 

magazine IISeito" w出血stpublished by Hiratsuka Raicho September 1911，she sang the awakening of 
women for the first time in Japan. It was per品onnedtlthere is a new way of women to new womenlt and Ito 

Noe took over tlSeitolt from Raicho. ln addition， !lA Doll's House" playwright Ibsen ofNorway is staged by 

the literary association ofTsubouchi Shoyo at the same time as the tlSeito" launched， "Seito" was featured as 
"Appendix Nora" 

Keywods: Gel1del; Seλuality sfudies，汗'Omens studies， Seito 

1 .はじめに

2013年度版「ジェンダー・ギャップ指数J(The 

Global Gender Gap Report 2013) によると、日本

の順位は調査対象 136カ国のうち 105位で前年よ

り4位下がった。世界経済フォーラム (WEF)

の男女格差報告は 2006年からはじまり、性別によ

る格差を地域、所得層、経年により比較できる。

指数は、 (1)経済活動の参加と機会(労働力の男

女比、類似の労働における賃金の男女比、推定勤

労所得の男女比、管理的職業従事者の男女比、専

門・技術職の男女比)、 (2)教育(識字率の男女比、

初等教育就学率の男女比、中等教育就学率の男女

比、高等教育就学率の男女比)、 (3)政治的エンパワ

ーメント(国会議員の男女比、閣僚の男女比、国

家元首の在任年数の男女比)、 (4)健康と生存(出生

時の男友比、平均寿命の男女比)からなる経済、

教育、政治、健康の 4分野 14の変数から総合して

女性の地位を順位づける。最高のスコアは 1(平

等)、最低のスコアはo(不平等)であり、日本は

識字率や高校までの教育水準では世界1('立である

が、女性の管理職や政治家の割合が少ないことぞ

全体の順位を下げているという九

本論では現代から 1世紀前の日本の女性の地位

について考察する。 1911年 9月、日本ではじめて

女性の覚躍をうたった雑誌『青鞍』が平塚らいで

う (1886~1971) によって創刊された。『青鞍』に

は全国各地から集まった個性豊かな女性たちが登

場する。彼女たちは封建的家族制度や良妻賢母主
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義左闘い、さまざまな論争を巻き起こした。「新し

い女J!:呼ばれた『青鞍』の女たちのなかで、も、

伊藤野校(1895~1923) は「新らしい女には新ら

しい女の道があるj 左頭角をあらわし、らいてう

から『青鞍』を引き継いだ。また、ノノレウェーの

劇作家イプセンの『人形の家』は同時期に坪内治

遥の文芸協会によって上演され、『青鞍』も「付録

ノラJとして特集した。「和製ノラJと呼ばれた『青

鞍』の時代を生きた女性たちの放った熱いメッセ

ージを現代に生きる女性たちの直面する問題とむ

すびつけてとらえなおす。

2 伊藤野枝

伊藤野枝は、 1895年 1月福岡県糸島群今宿に伊

藤亀吉、ムメの長女として生まれた。海産問屋並

びに廻漕業を営んでいたが亀吉の代で事業は失敗

し、翌年長崎に住む叔父代準介叔母キチのもとに

行く。 1908年 (13歳)東京に越した叔父を頼って

上野高等女学校編入のため上京、上野根岸の代家

に入る。 1910年 (15歳)上野高女 4年の編入試験

に合格するが、卒業をまたず、 1911年 (16歳)郷

里の末松福太郎と仮祝言を行う。 1912年 (17歳)

3月上野高女を卒業し今宿に帰郷するが、4月婚家

末松家を逐電し東京に舞い戻り、上野高女時代の

英語教師辻i筒(l884~1944)宅に入り同棲し、 10

月青鞍社に入る。末松福太郎と離婚が成立し、 18

歳で長男ーを出産する。 1913年 (19歳)大杉栄

(1885~1923) と出会う。 1915 年 (20 歳) 1月平



塚らいてうから『青鞍』を引き継ぎ、辻潤との婚

姻届を出し、三男流二を出産する。 1916年 (21

歳)3月『脊轄』は廃刊となり、 9月大杉栄と同棲

を始めるが、 11月葉山日蔭茶屋で神近市は大杉栄

を刺す(日蔭茶屋事件)ロ 1917年辻j問Eの離婚が

成立し、大杉栄との伺に長女魔子をはじめ二女エ

マ、三女エマ、四女ノレイズ、長男ネストノレを出産

するがすべて婚外子である(二女エマは養女に出

される)0 1918年 (23歳)大杉栄と「文明批評j、

1919年 (24歳)r労働運動j を創刊する。 1921年

(26歳)社会主義婦人団体赤瀦会で発表、顧問と

なる。野校は山川菊枝と共に精力的に赤i調会活動

に奔走し、「婦人問題の難関Jr職業婦人に就いてJ

など、活発に啓蒙活動に参加したロ 1923年 (28

歳)9月1日関東大震災の混乱のなか16日大杉栄、

甥橘宗ーと左もに甘粕正彦ら憲兵隊に虐殺される

(矢野寛治『伊藤野校と代準介』弦書房2012)。

野校は、 28歳という若さで社会主義者大杉栄と

ともに無残な死を遂げた。最初の夫からは 8日で

出奔し不倫を堂々と公にし、戸籍上の夫辻i閏を捨

て、大杉栄と妻、愛人どの四角関係を繰り広げる

一方、人工中絶、売買春、貞操などといった婦人

解放運動に取り組み、多くの評論、翻訳を手掛け

た。 17歳で飛びこんだ青鞍社で、野校は自分の生

き方を遮二無二模索する。高学歴の先輩にまじり、

辻潤の指導を受けながら、『青鞍』第3巻 l号付録

(1913年 l月)で「新らしき女の道Jと題して次

のように述べている。

新らしい女は今までの女の歩み古した足跡

をいつまでもさがして歩いては行かない。新

らしい女には新らしい女の道がある。新らし

い女は多くの人々の行止まった処より更に進

んで新らしい道を先導者として行く。

新らしい道は古き道を辿る人々若しくは古

き道を行き詰めた人々に未だ知られざる道で

ある。また辿ろうとする先導者にも初めての

道である。(中略)

先導者は開拓しつつ進む間には世俗的の

いわゆる慰安などは些もない。始終独りであ

る。そして徹頭徹尾苦しみである。悶えであ

る。不安である。時としては深い絶望も襲う。

ただ口をついて出るものは自己に対する熱

烈な祈祷の絶叫のみである。故に幸福、慰安、

同情を求むる人は先導者たる事はできない。

先導者たるべき人は確たる自己に活くる強

き人でなくてはならぬ。
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先導者としての新らしい女の道は畢寛苦し

き努力の連続に他ならないのではあるまいか。

恋と革命に生きた野枝の熱い思いは、その言葉

のなかに今で、も活き活きと息繍いている。辻i聞と

の間に 2男、大杉栄との聞に 4女 1男をもうけ、

合わせて 7人の母でもあり、婦人運動活動家でも

あった野枝の生涯は想像を絶するバイタリティー

に富んだものであった。 28年という短い生涯に野

枝の書いた著書は多数あり、全集として『定本伊

藤野枝全集』上・下(学塾書林 1970)、『伊藤野校

全集~ (W叢書女性論 23~ 大空社 1996) 、『定本伊膝

野校全集』全4巻(学禁書林2000)がある。伝記

小説には瀬戸内晴美(寂聴H美は乱調にあり~ (文

芸春秋社 1966) 、『諸調は偽りなり~ (文芸春秋社

1984)などがある。

3. イプセン『人形の家』

イプセン (HenrikIbsen 1828~ 1906)はノノレウ

ェーの劇作家で、薬局の見習いをしながら戯曲を

書いた。その後、ベノレゲンの劇場の座付き作家と

なり、自作上演の機会を得た。ノノレウェーの民話

を題材とした喜劇『ベーノレ・ギュント~ (1867)で

人気を博した。さらに社会麟『人形の家~ (1879)、

『幽霊~ (1882)など、社会問題を追求した作品を

発表し、欧米諸国で評価された。また、『野鴨』

(1 884) 、『へッダ・カブラー~ (1890)などのすぐ

れた性格劇も書いた。

イプセンの名は、 1889年森鶴外によって初めて

日本に伝えられた。鴎外は最初イプセン会ゾラの

ような自然主義文学者と捉えて嫌っていたが、『ブ

ランド~ (1866)と『ジョン・ガブリエノレ・ボノレク

マン~ (1896)を翻訳した段階でイプセンの思想を

吸収し、『幽霊H人形の家~ (鶴外訳「ノラJ) を

翻訳する過程でイプセンを評価するようになった
2) 。

1906年イプセンが亡くなってイプセン熱が再

燃し、翌 1907年には主として自然主義の作家、評

論家たちが中心になって、柳田由男、岩野j包鳴ら

が「イプセン会Jを発足、その新しい思想が議論

され、高山樗牛、田山花袋、島崎藤村、夏目i款石

など多くの文学者がイプセンを読んだ。 1909年小

山内薫の自由劇場が『ジョン・ガブ担エノレ・ボノレ

グマン~ (鴎外訳)を上演、センセーションを巻き

起こし、日本の社会全般に影響を与えた。

『人形の家』の翻訳には 1893年の高安月郊訳が

あるが、 1906年の島村抱月訳で 1911年 9月文芸



協会によって早稲田研究所で上演され、同年 11

月には帝国劇場で再演された。この公演では、松

井須磨子のノラが評判となり社会的話題左なった。

1913年「ノラJとし、う表題安つけた鴎外訳も発表

され、同年近代劇協会によって大阪近松座で、上演、

翌年東京有楽座で演じられた。

図書外はへノレメノレに対して「ノラの目前で、えら

そうな夫の偶像が認識の雷火に打ち崩れたJ(Wノ

ラ』解題)と書くが、妻しげは『背鞍』創刊号に

与謝野品子に続いて 2番目に「死の家J(小説)を

執筆している。森しげは鴎外の2番目の妻であり、

短期間ではあるが、『スバノレ』や『青鞍』に小説を

執筆している。鴎外の「半日」では家族制度と伺

の矛盾に悩む女性として描かれている。

封建的家族制度と良妻賢母主義を女子教育の指

標としていた時代にあって、ノラの覚醒は衝撃的

であった。『青鞍』のメンバーはイプセン劇に強い

関心を示し、創刊号からイプセン療lについての議

論を展開してきた。メレジコウスキー「ヘッダ・

ガブラー論J(1巻 1号)、 fヘッダ、ガブラア合評j

(1巻2号)、「幽霊を論ずJ(2巻 3号)、「ゴース

トを読むJ(同)と続けて論じ第2巻 l号では rp付
録ノラjを特集し彼女たちは「和製ノラ」と呼ば

れるようになったヘ

圧倒的ノラ支持の社員の文章として上野葉rr人
形の家Jより女性問題へJ、加藤みどり「人形の家J、

上田君 rr人形の家jを読むj、保持研 rr人形の家J

についてj があるが、らいてうは「ノラさんlこj

で「ノラさん、あなたのように徹頭徹尾、本能的

な盲目的な女が十四、五の小娘なら知らず三人の

母親としてあろう左は日本の女にはちょっと信じ

られません。(中略)ノラさん、あなたがほんとに

自覚なさるのはこれからですj と冷静にノラに語

りかけ、ノラよりもヘッダ・カブラーの強烈な自

我に共感を持ったヘ

4. W青鞍』の女たち

らいてうの創刊の辞に続いて、創刊号の巻頭を

飾ったのは、与謝野晶子「そぞろごとJであった。

山の動く日来る。

かくいへども人われをf言ぜじ。
山は姑く眠りしのみ。

その昔において

山は皆火に燃えて動きしものを。

されど、そは{言ぜじともよし。

人よ、ああ、唯これを信ぜよ。
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すべて眠りし女今ぞ目覚めて動くなる。

らいてうの「元始女性は太陽であったj と晶子

の「山の動く日来るJは、女性解放の代表的マニ

フェストとして広く知られている。「青結社には連

日熱烈な手紙が届き、入社や購読の申し込みが続

いて、らいてうたち五人の発起人(中野初、保持

研、木内錠、物集和)を驚かせ、奮いたたせたJ

5)が、野校が『青草剖創刊号を読んだのは、上野

高等女学校 5年のときであり、卒業後、婚家を出

奔し上京するにあたって、らいてうに自分の身の

上を説明する手紙を送り、旅費を用意してもらっ

ている。入社後初めて載ったのは詩「東の渚 (W青
鞍~ 2巻 11号)で尾竹紅吉がカットを描いた。

らいてうに『青鞍』発刊をすすめた生田長江は、

賛助員として有名女性作家を迎えるようにアドバ

イスした。長谷川時雨、岡田八千代、国木田治子、

小金井君子、森しげなどが賛同して原稿を投じた。

らいでうは、鴎外が「まことの詩人j と絶賛し

た樋口一葉に対しでも「一葉には一葉自身の思想

がない。問題がない。創造がないj と否定した。

家父長制度と筒い貧困のなかで死んでいった一葉

を真っ向から批判するのである。一葉とらいてう

の生年は6年しか違わないが、「新しい女たちjの

風は吹き荒れ、『青鞍』発刊は波紋をひろげ、他の

メディアも巻き込みながら根本的に男女のあり方

を変えようとしていた。今から li!J:紀前という時

代に『青裕』の女たちが繰り広げたさまざまな評

論や運動が現代の女性とどうかかわっているのか、

現代の社会状況のなかで捉えなおしてみるこどが

重要である。らいてうの創刊の辞の終わりには悲

壮な決意が述べられている。

よし、私は半途にして事きるとも、よし、私

は破船の水夫として海底に沈むとも、なお麻

癒せる双手を挙げて「女性よ、進め、進めj

と最後の息、は叫ぶであろう。

意気揚々と掲げられた冒頭句とは対照的な文言

である。米田佐代子は「あきらかにらいてうは『脊

鞍』が容易ならぬ荒波のなかへの旅立ちであるこ

とを予感していたJと述べ、らいてうの真意につ

いて抱擁する九

「潜める天才jをもちながら、「劣った性Jと

されてむなしく「潜在j し続け、ついに「顕

在能力」を獲得できない状態に霞かれてきた

女性の現状に挑むことが、いかに鋭い矛盾を

はらんだたたかいであるかをらいてうは知っ

ていた。



らいてうのノラや一葉に向けた冷めた視線に

は、らいてうの禅修業によって得られた諦観があ

る。捧尾を飾る「烈しく欲求することは事実を産

む最も確実な真原因であるj は自己内面の深化に

自己実現の可能性があるというらいてうの胸中の

吐露ではないだろうか。

5 おわりに

fThe Global Gender Gap Report (グローパノレ・

ジェンダー・ギャップ・レポート)2013J による

とI位は 5年連続アイノレランドで、最も男女が平

等に近い国となったo 2位フィンランド、 3位ノノレ

ウェー、 4位スウェーデ、ンと続く。日本は、教育

およひ攻治への関与において前年度よりスコアを

下げている。北欧圏で男女格差が小さいのは、イ

プセン『人形の家』の影響があるのではないか。

イプセン『人形の家』は、発表から 130年以上

たった現在でも世界各地で上演されている。 2013

年 11月 27日から 12月 15日にかけては「現代イ

プセン演劇祭 2013J が東京で開催され、「世界に

及ぶ『人形の家』の現代性j とし、うテーマのもと

実施された。 f現代イプセン演劇祭jの芸術監督で

ある毛利三瀬は『人形の家』について「イプセン

の現代的上演の波はますます高まってきているが、

その衝撃のしぶきは、これまでのイプセン上演の

中心を占めていた西ヨーロッパをとえて、全世界

に及んでいる。(中路)イプセン劇のもっとも人口

に槍突した劇だが、その解釈は様々でも、現代社

会に対してもっとも先鋭な表現を突きつけるj と

述べている九

現在「フェミニズム運動の高潮が去り、その成

果のーっとして、女性学がアカデミズムの中で地

歩を固めたJ8)といわれ、男性中心の視点によっ

て研究が行われてきた哲学、社会学、心理学、歴

史学、政治学、文学などを女性の視点からとらえ

直す女性学という学問領域での研究が活発になっ

てきている。伝統的な学問分野を女性の視点から

とらえ直し、視点の偏りを正そうとするものであ

る。現在の女性がおかれている現状は、 1世紀前

の『青鞍』に参加した「新しい女たちJの闘いに

よって得た既存の地位や権利のうえに成り立って

いる。そこには、与謝野晶子、平塚らいてう、長

沼(高村)智恵、神近市、伊路野校といった有名

人とは月1)に数多の「新しい女たちj による悪戦苦

闘があった。世界経済、政治の問題が深刻度を増

すなか、現代にも続く時代の閉塞は男女が共同し
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て打開していかなければならないものである。
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洞海湾における造成干潟の地形変化

小島治幸*・ 1郭曙光料

*九州共立大学総合研究所特別研究員，特武漢科技大学資源環境工程学院教授(元九州共5主大学工学部講師)

Beach Transfonnation ofthe Al1ificial Tidal Flats in Doukai Bay 

HalUyuki KOJIMA and Shuguang YAN 

Abstract 

Dokai Bay of Kita匂ushuCi臥 locatedin the north eastem part of Fukuoka Prefecture， probably had the most 

pol1uted C08st in a11 of Asia at one time， caused by massive land reclamation剖ldhigh concentrations of toxic 

substances po町'edfrOl1l heavy and chel1lical il1dustries. This gave Dokai Bay a shameful nick11811le as the 11sea of 

death". In the late 1960 efforts were ll1ade to cle田1up Dokai Bay， including dredging the toxic sea bottom 

sediment and wastewater treatment， and the water quality has improved remarkably. However， eutrophication 

problell1s， leading to red tides and oxygen depletion， still rell1ain. To solve the problems， creation of artificial tidal 

f1ats has been canied out on the top of stone mound in fi'ont of the reclamation land. 111e objectives of this study 

a日 tounderstand transfonnation of beach configuration and sediment grain size of the artificial tidal flats through 

beach surveys. Two different beach profiles ofthe flats are compared. 

Kり，Words: Dok，αiBの1印 tificialtidal sat， b四 chtransformatiol1， 同 dimel1tfral1sporl mec!tcmiSJJ1， sedim日11gl'ail1 

size， sal1d capping 

1 はじめに

北九州市の洞海湾は，福岡県北東部に位霞し，

北九州市若松区・八幡西区・八幡東区・戸熔区

に固まれた湾で，幅約 0.3-1km，湾奥方向に約

7kmあり，北東部は関門海峡の西日の若松航路

に繋がっている(額一1).洞海湾は，数千年前

にその原型がつくられ，東西 20km、南北が 2km

左いう非常に細長い形状で水深1.5m-2. Omの

遠浅の内湾であった 湾内は藻が繁茂し，湾岸

は美しい景観を呈していたと考えられる 洞海

湾の埋め立ては， 15世紀，農耕のための干拓が

一氏，

2亨

"乃 I'.~

そ夕刊

J 短号車

図 1 洞海湾の位置図

始まりである.20世紀には重化学工業地帯の産

業港湾として機能するために埋め立て変深が

繰り返されて，図 20に示すように，東西に級

長い水路のような形となった.航路水深は 10m

程度に維持され、 2万トン級の大型船舶の航行

が可能となった

工業用地としての埋め立てや工場からの排

水などにより環境の慈化が進み， 1968年には，

川崎，名古屋および大阪のようなより大きな工

d 

。、
~一一~km

図-2 柄海湾の干拓・埋立による地形変化 o

ワ

t4
 



業都市でも化学的酸素要求量(COD)は約 10mg/L

程度だったが，北九州市では 74.lmg/Lに達して

おり，さらに，シアニド，カドミウム，ヒ素お

よび水銀濃度の合計は日本において最も高かっ

た 2) このように， i悶海湾は，水質汚濁が著し

く進行し，魚影がほとんど認められない I死の

海J と呼ばれるに至った.

1960年代後半から市民，企業，行政が一体と

なり，旧水質2法「公共用水域の水質の保全に

関する法律」および「工場排水等の規制に関す

る法律j に基づく水質浄化対策と淡諜など底質

浄化対策が次々と展開された結果，湾内環境は

著しく改善され，生産者から高次消費者に至る

内湾生態系の諸生物群も多量復帰するまでに回

復した3) しかし，富栄養化状態は解消されて

おらず未だに赤潮・貧酸素水塊の発生がみられ

るーまた，洞海湾周辺では市民が水辺で栽しむ

空間がほとんどないのが現状である.これらの

談題を解決する方法として人工的な擬似干潟を

創り，干潟が持つ価値や機能を生かすことが考

えられる.造成擬似干潟の可能性を調べるため

に，北九州市は，平成19年 (2007年)3月に若松

区の二島地区(図ー 3の黒の枠線)で，埋め立て地

の護岸前面に設けられた捨石上に沿岸距離30m，

沖合距離13mの覆砂実験海浜(市実験区と呼ぶ)

を施工した(図-4) また，国土交通省九州整備

局は，市実験区からの成果を取り入れて，平成

22年 (2010年)1月に新たに覆砂実験海浜(国実

験区と呼ぶ)を施工した 本研究は，これら覆

砂による造成干潟の地形変化と底質の粒度変化

について現地調査により明らかにする

2 北九州市による覆砂実験

2.1 現地調査の概要と調査方法的

(1)海岸測量測量に用いた基点は 1級基準点在

街区三角点(図-5)であり，測点は，この 2つ

の基点簡に No.I~No.27 の点を 2006 年 12 月に

設け，市実験区を中心として， No.3-NoI3まで

を 10m間隔とし， No.I-No3とNo.13-No23を

25m間隔， No. 23-No27を 50m間隔とした(図-

5). 2007年 3月の市実験区の施工以降，覆砂海

浜Eその周囲の測量を， 4月から 10月までは毎

月 l回行い，その後， 12月および 2008年 3月

に行った 覆砂海浜の変形を正確に調べるため

に No.10とNo.11の問に新たに No.10. 1の測点

を設けた 測量は， is'l点から沖に伸ばした測線
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図-3 造成干潟の位置図

図-4 北九州市覆砂実験区の海浜

図-5 市実験区と測量測点の位置図

上の海浜勾配変化点で距離と地主主高を計測する

方法とトータノレステーションを用いて岸沖およ

び沿岸方向に 3m-10m間隔で位置と地盤高を計

測する 2つの方法で行われた.これらの海浜測

量データをもとに地盤高変化や土量変化などの

海浜変形を検討した.

(2)底質調査:底質の特性調査として 2006年 12

月に No.1， 3， 8， 13， 19， 24， 27の計 7測点(図

一5)から沖に{申ばした測線上に，それぞれ 3箇所

ずつ合計21点の底質を採取し，同年4月， 5月，

6月， 7月， 8月， 10月， 12月には市実験区(No.8，

9， 10， 10. 1)とその周辺 (No.6，7， 11， 12) 

の底質を採取した.これら試料の含水比，密度，

粒度を求め比較分析した.それにより覆砂海浜

における底質の変化や動きを推定した.



2. 2 市実験区の結果と考察5)

(l) 地形変化

援砂実験区の施工場所どその周辺の海浜断面

を図 6に示す.標高 Omの汀線近傍は平均的な

断面(太実線)の勾配が1/24であるが，それ

よりもi中側ではそれが1/12と急になっている.

殴-7は，既存海浜の等深線図で，図中の灰色の

部分が覆砂実験区の施工筒所である.等深線は，

凹凸はあるが， T.P.Om近傍ではほぼ平行な等深

線となっている

図-8は，揖u線 No.8~No. 10における覆砂前

(2006年 12月)と覆砂直後 (2007年 4月)の

海浜の断面図である.全体で約 90m3の覆砂が投

入され，沖合距離約 9mまでで全体的に地盤高が

O. 3mほど高くなっている.護岸から約 10mのと

ころにある凸の部分は砂が逃げないように囲っ

た石積護岸である.図 9は，市実験区のほぼ真

ん中に位置する測線 NO.9の海浜断面の変化を

表している この測線では，地盤高の変化はそ

れほど大きくなく，最大でも 10cm程度の低下に

とどまっている

関一10は， 2007年 4月左 7月， 12月および 2008

年 3月の覆砂実験区とその周辺海浜の等深線図

である.なお，図中の十字は測量地点を示して

いる.覆砂部分は，地盤が近傍のそれよりも高

いことが分かる.時間がたつにつれ，護岸(各

図の下側)に近いところで覆砂実験区の外側の

地盤が高くなり，覆砂された底質が両側に広が

っていく様子がみて取れる

図-11日 13は， 2007年 4月の地盤高を基準に

して，各詩型l量時の地盤高との差分を示した図で，

上から 2007年 7月， 2007年 12月， 2008年 3

月との地盤高差分図ぜある.2007年 7月の時点

では 4月と比べ(図 11)，覆砂海浜全体で地盤

高の低下がみられ，護岸近傍の実験区の左右外

側に底質が流出している.岸から 10m~12m のと

ころは覆砂を囲む石積護岸であるので，そこで

の地盤高変化は無視されたい 2007年 12月と 4

月との比較(凶-12)では，覆砂海浜において 7

月からさらに地盤高が低下したところはあまり

みられず，測線 No.10. 1 ~ 11の岸側で堆積がみ

られた.実験区施工 1年後の 2008年 3月(図-

13)においては，覆砂海浜で地殻高の変化が小

さくなっている.これは，一度実験区から流出

した底質が戻ってきたこと，当初にはみられな

[研究詩文]九州共立大学総合研究所紀要第7号 2014年3月
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かった貝殻が多量に堆積したこと等が影響した

と考える.また，実験区の左右外側で地盤高が
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図-6 既存海浜の断面図 (2006年 12月)
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上がっており，特に右側測線 No.11付近で顕著

な堆積が見られる.

覆砂に用いられた底質が実験区の左右外側に

流出する要因l土，風波よりもj同海湾の航路を航
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行する船舶による航跡波であると考えられる.

船舶が湾奥(実験区からみて右手fJl!j)に航行す

る場合は，波峰が左から斜めに入射するので湾

奥(右手)方向に流れが生じ，底質もその方向

に移動する 湾口(左手側)方向に航行する場

合は，逆に，湾口(左手)方向に底質が移動す

ることになる

図 14は，覆砂実験区とその左右外担IJの土量

変化を示しており，実験区を 6区域に分け， 2007

if4月を基準左して各区域の土量変化を月ごと

に示している.実線は実験区，破線はその左右

外側jの土最変化を表しており，太線は実験区と

その外側におけるそれぞれの合計の土量変化で

ある 4月から 7月にかけて実験区では全体的

に急激に減少(約 12m3
) しており，特に①，③，

④で顕著である 左右外側では逆に急激な増加

(約 6m3) が起こった 7月以降は，実験区で

5m3程度の増減を繰り返して遷移しており，左右

外側も同様に増減を繰り返しているが，増減幅

は実験区と比べ小さい. 2007年 4月から 2008

年 3月の 1年間で実験区から約 5.4m3の土量が

減少し，流出した底質は上述したように，すぐ

外側と石積み護岸付近に堆積している.新たな

貝殻の堆積やì~IJ量誤差などのため月ごとに土量

の収支は取れていないが 7月以降で平均的に

みると実験区における約 8m3の減少と外側iに

おけるほぼ同量の増加が起とり，ほぼ収支が

取れている.すなわち，この結果は，覆砂実

験区から底質が沖恒IJに流出していないことを

示唆している.

(2) 底質粒度の変化

図 15は，覆砂実験反(測線 No.8，9， 10， 

10. 1)とその左右外側(損~線 No.6. 7， 11， 

12)における護岸直前の A点，海浜の中央(護

岸から 5.3m)のB点，沖側(護岸から 9.2m) 

のC点の底質中央粒筏の平均値を月ごとに表

した図である 実線が覆砂笑験区，破線がその

外fWlの底質中央粒径を表している 覆砂実験区

においては 2007年 5月以降， A点の中央粒径は

O. 5mm以下左 B点， c 点よりも若干小さくなっ

ている.これは，風で飛ばされた粒径の小さい

砂が護岸前面に堆積しているためと考えられる.

中央の B点，沖!同jの C点では中央粒径が 4月以

降ほとんど変化しておらず，外側から粘土・シ

ノレトが覆砂実験区に入り込んでいないことを示

している覆砂実験区外側のA点は覆砂した砂

[研究笥文]九山共立大学総合研究所杷要第7号 2014年3月
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が外相IJへ流出した影響により 5月以降粒径が小

さくなっており，覆砂の中央粒径に近づいてき

ている B点， c点では中央粒径は O.2四前後

で，特に 7月以降は変化があまり見られない.

図 16は，同様に，シノレト以下の底質の質量割

合を示した含泥率の変化を示している.実験区

外側の B点， C点(右側縦軸)の含泥率が 25%

-35%程度と高いのに比べ，外側A点、と実験反

の 3点(左側縦軸)とも 0.5%以下と非常に小

さい割合となっている.実験反では，中央粒径

同様に，含泥率もほとんど変化がないと左から，

実験区の外相、肋ミら底質が流入していないととを

示している
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3 思による獲砂実験

3. 1 覆砂実験施設と現地認査の概要

( 1 )覆砂実験施設の概要 6)

国による覆砂実験施設は，平成 22年 (2010

年) 1月に施工され，市により造成された覆砂

実験施設の地盤高が高かったために生物相が貧

弱である可能性が高いこ左から，図一17に示す

ように，より沖合へ展開させし¥¥'.L以深を含め

た多様な水深帯を有する構造とした.その施設

は，沿岸方向に約 30m，岸i中方向にも約 30mで

約 O.35m厚の覆砂が施され，沖の先端部に土留

め堤が設置されてし、る.平面的には，図 18に

示されるように，市実験区の端から湾奥側に約

50m離れたところから悩 30mの覆砂が行われ，

その土量は約 315m3である.図ー19に覆砂施工終

了時点の写真を示している.

( 2) 現地調査の概要 6)

現地調査は，関-18に示され亡いる 10mピッ

チの測線上でレベルi~~量を行い，地主主高を計測

した.測量は，国実験[玄施工 5ヶ月後の平成 22

年 7月から約 2ヶ月ごとに平成 2'1年 11月 (2

年 9ヶ月後)まで 15回実施された また，図

18に@で示した地点で底質の採取を行い，底質

粒度組成と中央粒径を求めた 採取抑i点は，国

盟室墜王主主
30m 

[研究言文]丸山{共立大学問合研究所紀要第7号 2014年313
lGumaI ofKyu~hu Kyori!Su Uniwrsity Research lnstitute i-:o.7 MJfC七2014

実験区において陵側から沖に向け Stn.1， Stn.2， 

Stn司 3とし，対象区において Stn.4，Stn.5，Stn.6

としている.なお，市災験反の中央地点(Stn.O)

においても低質の採取を行っている

3. 2 周実験区の結果と考察1)

(1)地形変化

図-20は，造成時の l!WL(DL +0. 8m) と接する

点を初期打線と定義し，時間経過による打線位

置の変化を初期汀線佼置からの閃入量で示した

もので，初期汀線位置より前進すれば(十)，後

返すれば(-)で表記している.造成時からの

出入量は，閑笑験区内ではすべての損~点、時期

において後退しており，とれまでで最大 9.2m 

図 19 国の覆砂実験海浜
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図-17 国による覆砂実験施設の断面図
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(No. 100の2年7ヶ月後)

後退した.また，国実験

区外では，実験区から流

出した砂が堆積し，汀線

が前進している筒所が多

く，市実験区からの流出

砂の影響も考えられるが，

これまでで最大 6.6m

(No.30十1.6mのl年後)

前進した，

図 21は，国実験区か

ら流出した砂と現地盤
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圏実撞区 安志議

8.0 
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(捨石マウンド)との境

界線を示したもので，砂

の流出範闘の変化を示し

ている 国実験区外への

砂の流出は，造成 5ヶ月

後 (1122年 7月)のモニ

タリング開始時点(灰色

の点線)から確認されて

いるが，例えば問実験区

外の湾奥fJUJ (左側)の流

出状況をみると，造成 1

年 9ヶ月後(緑色の実線)

までは流出範囲が拡大し

ているが， 1年 11ヶ月後
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(うす紫色の実線)に縮

小し，また 2年3ヶ月後

(燈色の実線)以降は拡 図 21 覆砂実験区外における流出砂と現地盤との境界線の変化

大している.このように，

時間経過により流出範囲が必ずしもどんどん拡

大しているわけではなく，時期により拡大し

たり縮小したりする結果となった.

図 22は，若干l線 No.90の断面図を示したも

ので，黒い実線が現地盤，黄土色の点線が造

成時の干潟i折面を示している.護岸からの距

隊が Om~14m 付近までは，造成後の侵食によ

る変化が顕著になっているが， 14m付近より

沖側では比較的変化が少なくなっている ま

た，侵食はまだ進行中で， 護岸からの距離が

3m~10m 間付近では， 2年 9ヶ月後 (1124.11) 

のうす緑色実線と黒色の現地盤線どがほぼ一致

しているので，覆砂がほぼ無くなっている.こ

の結果は，市実験区における断面変化と異なる

結果となっている.これは，市実験区では現地

盤より O.7m高い天端 (T.P. +0. 3m)を持つ土留
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図-22 !則線No.90の海浜断而の変化

め堤が設置されているため，波の作用の低減効

果があったことが要因として考えられる.

図-23は，国実験区とその両端外側における

土砂量を流出先別に区分して示している.この

流出先の区分は，下の説明図のとおり， [雪実験



区外汀線方向の湾奥側と湾口側で区分しており，

図中ではそれぞれ黄土色，緑色で示している

また，残りについては，測量範囲外に流出した

ものと推測され，不明な流出砂量とし赤色で示

している 造成から 1年後までは， iRIJ量結果か

ら算出した閏実験区内からの流出砂量と国実験

区外の打線両側の砂量がほぼ一致しているので，

国実験阪から流出した砂はほぼ実験区外の汀線

両側近辺に窃まっていると推測される.しかし，

1年 3ヶ月後以降は，汀線両側の土砂量だけで

は収支があわないため，流出先を特定すること

は出来ないが，調IJ量範囲外に流出したと推測さ

れ，土留め堤のj中側に流出した可能性がある.

この不明な流出土砂量の割

合は， 2年9ヶ月後待点で，

[研究詩文]九州共立大学総合研究所紀要第7号 2014年3月
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い.一方，対照区(右図)では，シルト質が

30~80詰程度を占めており，若干の変動はある

ものの概ね横ばいで推移している.

図…25は，閏の覆砂実験区 (Stn.1， Stn.2， 

Stn. 3) と対照区 (Stn.4， Stn. 5， Stn. 6) にお

ける成質の中央粒径の経年変化を示している.

覆砂実験区においては，一番沖側の Stn.3で

2010年 5月の時点で中央粒径が 0.4mmと他の 2

測点と比べると小さくなっているが，その後i時

間が経過するにつれ， Stn. 1と2の粒径も小さ

くなり， 0.3mm近辺で均一化している.対照区

では J ~~中倒jの Stn6 から Stn5 ， 4と頒に粒径が大

きくなっており，岸担IJの Stn.4で変化の激しい

砂量(m3)

16%である o 50 100 150 200 250 300 350 

(2) 底質粒度の変化
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図 24は，国実験区と対

照区における粒度組成の

経時的な変化を表してい

る.国実験区(左図)で

は，全体的に砂質であり，

60%程度を占めており，

シルト・粘土分の量は少

ないが，徐々に増力日して

いる.沖側 (Stn.2，3) 

に比べ，岸!同lの地点
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の砂量 (湾 臭 傍 湾 口 智 } 討する不伊!I;i:支出砂量の笥合

(Stn. J)でこの傾向が高 図-23 国実験区とその周辺における土砂量の変化
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図-24 回実験区と対照区の粒度組成の変化
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傾向がみられる.

4. まとめ

j同海湾における人工的な干潟創造のために北

九州市と国土交通省九州地方整備局で笑施され

た覆砂による造成干潟の地形変化と底質粒度変

化に関して以下のことを明らかにした.

(1)市実験区において， 2007年 4月から 7月

までの 3ヶ月間で約 12m3の侵食がみられ，覆砂

の約 13%が区外に流出したこの侵食土砂の半

分程度は，護岸に近い笑験区左右外側に堆積し

た. 2007 ijc 7月以降は，実験区において土佐積と

侵食を繰り返し， 2008 "j三3月までの平均的な変

化量は約 8m3の侵食となり，実験区外相IJに流出

した土砂量とほぼ等しくなった.これは，実験

区から底質が沖側に流出していないととを示唆

している.護岸に近い実験区左右外側に覆砂が

流附する要因は同j毎湾を航行する船船による

航跡波が主であると考える

( 2)底質調査による左，市覆砂実験区におけ

る4月以降の中央粒径および含泥率がほとんど

変化していないことから，造成後 1年経過した

時点では周辺の粘土・シノレトが覆砂実験区に入

り込んでいない，

(3 )回実験区内においては，打線が後退(最

大時 9.2m後退)しており，関実験l哀外で，流出

した砂の堆積により汀線が前進し，最大 6.6m

前進している箇所がある.海浜断面は，護岸か

ら 14m程度まで侵食による変化が顕著で，その

先の変化は比較的少ない この侵食は，市実験

lまではみられなかった特徴で，土留め堤の天端

高の差異が影響したと考える 実験区外への流

出土砂量は増加傾向で，造成後 l年 7ヶ月で約

3割の砂が区外へ流出している.また，砂の流

出先は造成後 l年までは回実験区外の汀線両側

近辺に留まっていたと推定されるが 1年 3ヶ

月後以降はそれ以外の箇所にも流出したと推測

される.

(4 )問実験区の底質における粘土・シノレト分

の割合が若干増加する傾向にあること，中央粒

径も減少がみられることから，実験反周辺の粘

土・シノレトが実験区の海浜に入り込んだ可能性

がある.
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自然エネルギーを用いたモビールの教材への応用

山口静夫，宮入嘉夫

九州共立大学総合研究所

An Application for a Teachlng Material as the Mobile Using a Natural Energy 

Shizuo YAMAGUCHI al1d Yoshio MIYAIRI 

Abstract 

Recel1tIy， global warmil1g caused by bumil1g of fossil fuel have beel1 a甘Tibutedto unusual weather conditions 

in the world. The solar power and the wind power have been interested in renewable energies such as an 

me対1austibleclean energy. TIle mobile is made with delicately balanced or suspended components which move 

in response to air currents. This paper proposes a teaching material as the auto-mobile operating on the propel1er 

il1stalled in DC motor driven by the solar cell suitable to address schoolchildrel1's. As a resuIt， the auto-mobile C 

、vithtwo systems is operated on motion wi1h great interest when the anns ro1a1ed 12-40加m/minat intensity of 

illuminatiol1 with about 80，000 lx of solar rays 

Kの'words:lvfobile， Air currel山 .Solar cel/， PJ'opel/el; DC 1110101 

1 .はじめに

近年，世界的な電気エネルギーの不足に対して

代表的な自然エネルギーである太陽光や風力な

どの再生可能エネルギーが再認識され，太陽電池

や風車などの利用法に関心が集まっている 1)ー

本研究では，小~中学生とその保護者を対象に

して，自然エネノレギーによる発電とその応用に慣

れ殺しむ左いう観点、から，左右のバランスをとり

風などの空気の流れにより独特の動きをするモ

ビーノレに注目した，具体的には，モピーノレに太陽

電池を取り付け，これによって発電した電気によ

り DCモータに取り付けたプロペラを回転させ

るこれにより各アームを回転させてモビール全

体を動かし，風がなくとも太陽光によって興味深

い動きをするオートモビールについて述べる

2. オートモビールの概要

一般的にモビーノレどは， 1931年頃にアメリカ

の抽象派彫刻家のアレクサンダー・カノレダー

(A1exander Calder)が創始した動く抽象彫刻作品も

しくは抽象芸術作品と呼ばれた現代美術の様式

であるが 2) 北欧ではそれより以前から，室内の

装飾品の吊るし飾りとして普及していたようで

ある.具体的にモビーノレとは，挺子の原理を用い

て種々の形状物を天秤のように組み合わせ，室内

や屋外の空気の流れやその変化に対応してお互

い微妙にバランスを左りながら独特な動きを表

現するものといえるモビールの設置形式として

は，床置き式(Standing-mobile)と天井など上から

の吊り下げ式(Hangil1g-mobile)に分類されている.

本研究では，従来からの空気の流れや風をはじ

めとするそビーノレの動作を基礎左し，とれに太陽

光の強度に基づくプロベラよる推進動作を複合

させる形式の 3 種類のオートモビーノレ A~C に

ついて以下に紹介する

2. 1オートモビールA

はじめに，床置き式のオートモビーノレ Aの外

観を Fig，1に示す これから①太陽光を外形が

62mmX66mmで定格が1.5V，0.25Aの②太陽電池

に照射して発生する電圧で③DCモータ(ソーラ

ーモータ，定格1.5-3V)を回し，その2<tのシャ

フトに取り付けた回転径 76<!>の④3枚プロペラ

を回転させるその結果，飛行機のように前方へ

の推進力を得て⑤支点を中心にして両端の長さ

が 160ml11で幅ど厚さが l6mmX0.5mmからなる

アノレミ板の⑥アームを上から見て⑦時計方向に

回転させている なお⑥アームは， 280ml容量の

ベットボトノレのキヤッフ。の上に 3申のタッピン

円

jt
に
υ



Fig.l General view ofthe auto-mobileA with a pair of 
a solar cell and a propeller mounted to DC motor 

グビスてや⑤支点としてマウントし，その中には水

と③浮沈子が入れられている.ここで，水はベッ

トボトルの転倒防止の重石とし，水の中の③浮沈

子は子どもたちの気圧の変化に対する科学的事

象への興味の啓発や視覚的に関心を持っていた

だくという観点、から一例として用いている.

次ぎに，アームが滑らかに回転するということ

に対して，そのサイズや材質について検討する.

アームの長さにおいて，これを長くするとアー

ムの回転速度が遅くなるが回転力であるトノレク

は増大することになる このこ左は，太陽電池の

低い出力電圧て、駆動する DCモータに取り付け

られたプロペラで得られる推進力は通常小さい

の乙回転の起動時において有利に働くことにな

る.

しかしながら長くするとアームの回転径が大

きくなり，回転時の安定性が失われるとともに子

どもたちへの接触事故等に配慮、が必要となる.

アームの嬬においては，これを狭くしてベット

ボトルのキャップとの回転時の接触面積を減少

させると滑らかに回転する.しかしこれに格反し

てアームの上には，太陽電池やDCモータが安定

してマウントできるように考慮すると，ある程度

の幅が必要となる，この幅は実験的に定めている

アームのバランスにおいて，太陽電池と DCモ

ータのアーム上の自己置について検討する。はじめ

にアームの左側もしくは右1Mの任意の位置に太

陽電池の中心を両面テープで取り付け，次ぎにそ

の反対側のアームの端に DCモータを両面テー

プで取り付ける この際，アームの支点を中心に

してアーム上の左右のバランスがとれるように，

DCモータの位置を左右に移動してお互いがバラ

ンスするようにマウントしている

アームの材質においては，回転する際のキャッ
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プtの接触摩擦を少なくして加工しやすい材料

として薄板のアルミニウムが適している.

アームの支持体として今回はベットボトノレを

再利用したが，身の回りにあるもので安定感があ

り視覚的にも印象的なものが望まれる.

2. 2オートモビールs
床霞き式のオートモビーノレBの外観を Fig.2に

示す J) これからオートモビーノレAに比べて，上

段側のシステム 1左下段側のシステム 2の2段

式となっているので，システム 1，2が独立して同

時に動作すると興味深い振る舞いが期待できる

(1)システム 1

図の中に示す上段側のシステム 1は，先に述べ

たオートモビーノレ A に比べて⑤アーム 1のサイ

ズを大きくし，両端の長さと幅をそれぞれ

240mmX18mmと長くして，厚さは同様に O.5mm

としているさらに③3枚プロペラ 1の回転筏な

76~88 申と大きくして⑤アーム 1 の推進力を増

加させている.使用した①太陽電池 1と②DCモ

ータ 1はオートモビーノレ A ど同様の定格のもの

を用いた.アーム 1の左右のバランスの取り方と

しては，図から見てアーム 1の左側の下にシステ

ム2が取り付けられていることから，左側のアー

ムがより重たくなるそのために左側に取り付け

る①太陽電池1は，図に示すようにキャップの④

支点1の近くにマウントする次ぎに⑤アーム 1

の右側には風鈴や任意の形状で構成されたそビ

ーノレなどを吊り下げる.ここでシステム 1の全体

的なバランスは，⑤アーム 1上の③フaロベラ 1を

取り付けた②DCモータ 1の位置を左右に移動し

て，左右のバランスを確認しながら容易に行える.

Fig.2 General view of the auto-mobile B with two p剖問

。fa solar cell and a propeller mounted to DC motor 

(2)システム 2

下段側のシステム 2においては，外形が 60mm



X32mmで定格が 0.5V， O.3Aの①太錫電池2と定

格 0.5Vの②DCモータ 2を用いて回転径 58中の

@2枚プロペラ 2を時計方向に回している.その

結果，オートモビーノレ A と同様に@支点2を中

心に，⑤アーム 2を上から見て⑥時計方向に回転

させている⑤アーム 2の左右のバランスの取り

方は，システム 1の⑤アーム 1の場合と同様とい

える.システム 1の⑤アーム 1とシステム 2の⑤

アーム 2の④支点2の接続には， 4ゆX80mmの

アクリノレ丸棒を用いて④支点2が自由に回転で

きるようにしている.

アームの支持体としては，ワイン等に使用され

ている高さ 28711un程度の 750mlのベットボトノレ

を再利用している.さらにその中には，オートモ

ピ、ーノレAと同様に水と③浮沈子を入れてある.

2. 3オートモビールc
吊り下げ式のオートモビーノレ Cの外観を Fig.3

に示す 4) この構成法はオートモビーノレBと同様

に，上段側左下段側のシステム 1~2 の 2 段式と

なっているがアームの長さをより長くし，その左

右に種々の形状を持つモビーノレを多く設けて全

体のバランスを複雑化している.

(1)システム 1

図から上段側のシステム 1において，⑥アーム

1はlnml厚のアノレミ板からなり，長さは380nn11，

幅が 10mmとなっており，その中心の⑤支点 1を

①針金や糸などで上から吊るようにしているこ

こで， @3枚プロペラ I の回転径を 66~76 中止

している.使用した②太陽電池1と③DCモータ

1 はオートモビーノレ A~B と同様の定格のもの

を用いた.⑥アーム Iの左右のバランスの取り方

は，オートモビーノレBのシステム 1の場合とほ

Shape 1ω4 

ど⑤Ann2

Fig.3 General view of the auto~mobile C with t¥¥'o pairs 
of a solar cell and a propeller mounted to DC motor 
using the hanging type 
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ぼ同様左いえる.しかしながら，モビーノレが複雑

になるに従い重くなり左右のバランスが取りに

くいので，吊り下げているモビーノレの形状やその

大きさを左右で変えるなど対応する必要がある

図の中で，⑥アーム 1の③DCモータ 1をマウン

トしている右側に吊り下げているモビーノレの数

を増やし，その形状(Shape7-14)を大きくしてい

る.

(2)システム 2

下段側のシステム 2において，⑤アーム 2の長

さは 200mm，揺が 8mmとなっている.使用した

①太陽電池2と②'DCモータ 2はオートモビール

Bと同様の定格のものを用いているここで③2

枚プロペラ 2の回転筏を 56申としている ⑤ア

ーム 2の左右のバランスの取り方は，オートモビ

ーノレ B のシステム 2の場合左ほぼ河様といえる

が，モビーノレの数が異なる場合にはその形状

(Shapel-6)の大きさ等検討する必要がある.

吊り下げ式のアームを支持する⑤支点 1と④

支点 2としては，@アーム 11::⑤アーム 2が自由

に回転できる構造にしてある.

3.オートモビールの動作

本研究で試作したオートモビーノレ A~C にお

いて，快晴時の太陽光と 100Wのレプランプ光を

照射したときの動作について以下に述べる.

3.1オートモビールA

照度が快晴時で最大に近い 10万ノレクス程度の

太陽光をオートモビーノレ Aに照射したときの動

作風景を Fig.4に示す.これから 3枚プロベラが

勢いよく回り，アームが上から見て時計方向に回

転している状態を示している.この回転速度をス

トップ。ウオッチで測定したところ， 96回Imin程

度と速かった.次ぎに室内でACIOOV，IOOWのレ

フランプ光をオートモビーノレAに間隔 160tnmの

Fig.4 A vicw of oper羽田gas an auto-mobile A 



9，300ノレクス程度を照射したところ， 23回/min程

度のゆっくりではあるが滑らかな回転が得られ

たその結果，小学生低~中学年向きの工作テー

マとして，太陽電池と DCモータの接続をハンダ

付けでなく接続端子などで行うと左により利用

可能と思われる

3. 2オートモビールB

Fig.5は，太陽光の照射条件がオートモビーノレ

Aと同じにしたときのオートモビール Bの動作

風景であり，アーム 1，2はいずれも時計方向に回

転している これからアーム 1の回転速度は 48

回Imin，アーム 2の回転速度は 60回/min程度と

なったさらに 100Wのレプランプ光をシステム

1に 21，500ノレクス程度を照射した左ころ 20回

/min，システム 2に 11，500ノレクス程度を照射した

ところ 24回/min程度左なった.今回は太陽光の

強度が大きいので回転速度が速いが，レフランプ

光の強度を調節することにより適切な速度の特

性を得ることができる.これから工作テー?とし

ては，内容的に小学生高学年を対象としている.

Fig.5 A view of operating as an auto~mobìle B 

3. 3オートモビールc
Fig.6は， 8万ノレクス程度の太陽光をオートモ

ピーノレ Cに照射したときの動作風景であり，ア

ーム 1，2はいずれも上から見て時計方向に回転

している.このとき少し風の影響を受けたがアー

ム 1の回転速度は 12回Imin，アーム 2の回転速

度は 40回Imin程度となった さらに 100Wのレ

プランプ光をシステム 1に 14，500ノレタス程度を

照射したところ 16.5回Imin，システム 2に 12，000

ノレクス程度を照射したところ 25回/min程度とな

った

工作時には，レプランプ光の照度を調節して適

切な回転速度の特性を得ることができる.これか

ら工作テーマとしては，内容的に小学生高学年~

中学生を対象としている.オートモピーノレ Cの
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動作には，設置場所によって①太陽光，②風お

よび③太陽光と風でそれぞれ動かすなど独特の

動きが観測できる.設置場所としては，家の室内

や軒下および風が弱いときの屋外が考えられる.

Fig.6 A view of operating as an auto-mobile C using 
the hanging句'pc

4.まとめ

本研究では自然エネノレギーの理解を目的とし

て，従来のモビーノレに工学的なセンスを加えた

「オートモビーノレjを小学生~中学生を対象に工

作テーマとして提案し，その予備実験を行った.

その結果，以下の内容が得られた.

(1)オートモビーノレAは，太陽光と風力を利用し

た入門の工作テーマで，ハンダ付けでなく接続

端子の使用により小学生低学年向きといえる.

(2)オートモビーノレBは，上記Aの2段式となり

より複雑かっ全体的なバランス感覚が養える

ので，小学生中~高学年向き kいえる.

(3)オートモビーノレCは，吊り下げ式で構成され

種々の形状の作成や微妙なバランスを持たせ

る等，相当複雑になるので中学生向きといえる.
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将来を見据えたエネルギーの取り組み

宮入嘉夫， 山口静夫

九州共立大学総合研究所

Proposal for Realizing Renewable Energy Society 

Yoshio ]1，狂YAIRIand Shizuo YAMAGUCm 

Abstract 

Nowadays， a large quanti句，1offossil fllel such as oil， coal， natural gas is used mainly. Because fossi1 fuel 
is limited resources buried 011 the em1h， We clarified these fuels would be used exhaustively in around 100 
yea白 羽lepreached the need of a premedilaled and sleady aclion loward produclion of lhe renewable 
energy. 11 was eslimaled lhe energy efficiency of electric vehicle and lheおelcell vehicle and showed 

fonner superiority. Because electricity production predomil1ates in the future renewable ellergy society， 
eleclricity slorage devices (batteries) and e1eclric vehicles will become lhe leading 1'Ole and proposed lhal 
lhe hydrogen-use-devices (including hydrogen slalions， fuel cell vehicles) should be vice-posilion. 

Kり'wol'ds:Renewable Ellergy， Fuel Cell Vehicle， Batte}JI Vehicle，めゆog四 1Society 

1.まえがき

18世紀の後半にイギリスから始まった産業

革命は瞬く聞に世界に広がり、 100万年前の原

始人の生活の延長であった人間と家畜のエネノレ

ギー中心の社会の様相がこの250年余りの聞に

一変した。

石炭、石油等の化石燃料やウラン燃料などの

地球に賦存するエネルギー資源を大量に使用し

て、動力や電力を生み出すこ止により、我々現

代人は高度な文化生活をたっぷりと享受してい

る。生活と切り離せなくなった自動車、身近に

なった航設機の利用、快適な家庭生活は、地球

に賦存するエネノレギーなしには全く成り立たな

いところまで来てしまった。

このようにエネルギーを活用して高度な文化

生活を築き上げ、今なお急速に進歩させている

人類の叡知に対し、一人聞として驚きを隠せな

いばかりか敬意を表したい。

しかし、我々の生活に不可欠止なってしまっ

た地球埋蔵資源を今のように使用し続けること

は誰が考えても不可能である。 100年、長くて

数百年であろう。無限ともいえる太陽またはそ

れに起悶するエネノレギー(太陽光、太陽熱、風力、

潮力、バイオマスなど)に依存する形態にシフト

しソフトランディングして行かない左、人聞社

会の存続は非常に危ういと言わざるを得ない。

本稿では、まず地球に賦存するエネルギー資

源量のおさらいをして、これらの資源に依存し

続けることがいかに危ういかを確認する。そし

て、将来の太陽エネルギー利用社会への繋ぎ役

を果たさなければならない現在において、政

界・産業界が連携して今取り組んでいる燃料電

池車を初めとする未来型水素社会の構築に向け

た取り組みの是非についての議論を進めてみた

い。最後に未来社会への繋ぎ役としての在り方

についての私見を述べる。

2.化石燃料の埋蔵量

現在の日本の消費エネルギーは、石油、石炭、

天然ガスを合わせた化石燃料が約90%を占め、

残りは原子力、水力などである。世界的にみて

も大差ない。この勢いで化石燃料を使い続ける

だけの資源最は果たしてあるのだろうか。

そこで、 BP統計レビュー等の資料を参考に、

化石燃料(石油、石炭、天然ガスING、メタンハ

イドレートIMH)の(可採)理蔵量(R)、年間生産

最(P)、可採年数(R/P)および究極(原始)埋蔵量に

ついて義理したものを表 1に示す。表の下部に

示す資料開の統一性も十分どは言えず苦労して

まとめ、信頼に足る表になったと考えている。

各燃料で単位質量あたりの発熱量が異なるの

で石油換算(OE:Oil Equivalent)で、比較する左

1
 

6
 



エネノレギー量の多少を評価で、きる。究極埋蔵量

は物理学・地質学的にみて地球に賦存する量で

学問的に誤りがない限り不変の値である。

究極埋蔵量でみると、石油を100とすると、

石炭は1，290、NGは84、SGは139、MHIま84

で、石炭は他の燃料に比べひと桁多い。可採埋

蔵量でみると、石油100に対して他の燃料は79

~204の聞に入り、大差のないことが分かる。

表1 化石燃料の埋蔵量など(2011年末時点)

化石撚料 (可採)埋議量 年衛生産量 可採年致 宜埋極酷(原量始)
R p Rノp

1.65弗ハレル 305億ハレ~ 3.34?15ハレJ~

石油 (NGlオイルザント 54.2年
γ工ルオイル吉}

[100とする] [1聞とする] [1凹とする]
8，609憧トン 5.7弗卜ノ

石炭 4.430憧トンOE 3344倍億ハトンレOルE0 112年 43.1~.包ハφレルOE

3.37兆八レルOE254wl¥"vJt，OE 

[204] [B3] [1，290] 

天然ガス
208弗m' 3_28出m' 404~tmJ 

(NG) 1.45晶ハ'レルOE 228憶ハ'レ~OE 63.6年 2.81~ち，，'レJ~OE

[87日 [7吋 [84] 

シヱールガス
4四兆m' 270憶ftJ;s 716兆m'
2.6 :1'5ハレJ~OE 18.2傷ハ'vJ!，OE 4.65~己"レ}WE(SG) (推定資源量} (米国のみ〉

[158] [6] [139] 

メタンJ、ィド 2田高m' 商叢生産の目 4042sm3 

1.3兆，，'レJ~OE 担l主立ってい 2.81jsハ.レJWE
レート (9¥:桓埋車量由 立い。
(MH) 半分と仮定)

[7時 [84] 

OE石油換算 NG、SG、MHいずれもメタン(CH4)が主成分

参考資割 (ω1η)BP Stasはt;悶c田alRev 
国ヱネルギ一情報局{佳E凶)資料{α2011.4)(3ω)VI悩p包d;泡aメタンハイドレ一ト
(付刊4の}費i諒源ヱ才ネ、Jルbギ 庁エネルギ一白書 2回0引13(5ω)高庄情報科学技{椅南研
虫擁構原子力百科事s典亀(α20凹13ω)(附8的)JX~クyルブホムベジ石油檀覧
(ω20肘12幻)(σ7)そ師{他也インタ一才ネ、ツトf情青報など

年間生産量(p)は、石油を100とすると石炭が

83、NGが75とほぼ同等であることが分かる。

現状のまま採掘を続ける左可採年数(R/P)で採

掘が不可能となる。すなわち、石油は54.2年、

石炭は112年、 NGは63.6年で、約100年のうち

に、これらの燃料は市場から消えてしまうこと

になる。 SGとMHは未だ市場を動かすほどの生

産量レベルにないが、可採埋蔵量は石油に比べ、

それぞれ1.58倍と 0.79倍で多いと言えば多いが

矢張り子々孫々までとは行かない。

以上より、現状レベルのまま生産を続けると

120年後あたりには、すべての化石燃料が採掘

され尽くしてしまうこ左になる。

この120年l士、人類誕生以来200万年、日本史

上1400年、からみてもあまりにも短すぎる。こ

の120年の聞に、いや50年のうちには有限な地
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球埋蔵資源に頼るのではなく、降り注く太陽か

ら生産される永続的なエネノレギー(再生可能エ

ネノレギー)へとバトンを受け繋いでいく必要が

ある。この将来に向けた計画的かっ着実な取り

組みは「今でしょう!J 0 早すぎることはない

ことが理解できょう。

なお、石油埋蔵量については 5節で詳細に触

れるので参照されたい。

3.再生可能エネルギーの着実な取り組みを

石油は万能ともてはやされ全エネノレギー消費

量の50%以上を占めていた日本に1970年代、 2

度にわたる石油危機が襲い、深刻な石油不足を

経験した。当時 1バーレノレ(159t)当たり 2~3

米ドソレの原油が10米ドノレ[現在95米ドノレ]に跳

ね上がった。石油代替エネノレギーのR&D(サ

ンシャイン計画)に国家、企業を挙げて取り組

む中、石炭液化の研究やオイノレシエーノレ(2~ 

3%の油分を含む頁岩)からの油分回収技術な

どで欧州や米国に出掛けたことを懐かしく思い

出す。あの頃の多額な国費、社費の投資はどう

なったのか。波及効果はあったと思うが、代替

石油を求める R&Dのi皮は潮が引くように去っ

た感は否めない。

R本のエネルギー消費の推移を表 2に示す。

表2 日本のエネルギー消費の推移1)

石油 77% 56% 52% 40% 43% 

石炭 15% 17% 18% 23% 22% 

天然ガス 2% 11% 13% 19% 23% 

原子力 1% 10% 12% 11% 4% 

水力 4% 4% ヨ% 3% 4% 

自然エ才、jレギー 1% 0% 。% 1% 1% 

未活用エネルギー 。% 2% 2% 3% 3% 

総量推移 100 127 147 143 136 

表2、表 3とも、総量推移I土1973年を100とした。

1973年(石油危機前)と 2010年(東日本大震災

前)で比較すると、確かに石油依存度は77%か

ら40%まで下がったが、天然ガス、原子力、石

炭がそれをカバーする形で、石油代替等新エネ

ノレギーの実用化は数値に表れない穏度にとどま

っている。 R&D成果は自に見える形にはなっ

ていないことが分かる。



次に、全エネルギー消費の約40%を占める発

電向けのものを表3に示す。石油危機以前の石

油べったりから、原子力、天然ガス、石炭への

分散依存に変化しているが自然エネルギーの進

展はほ左んど見られない。

結局、この変化は、国家の方針、取り組みが

影響したわけではなく、安価で入手しやすい方

向へ、すなわち、世の情勢、経済原理、企業の

努力に従って必然的に起きたものといえる。

表3 日本の発電向けエネルギー消費の推移2)

石油 73% 29% 11% 8% 2% 

石炭 5% 10% 18% 25% 13% 

天然ガス 2% 22% 26% 29% 11% 

原子力 3% 27% 34% 29% 53% 

水力 17% 12% 10% 8% 
21% 

自然エネルギー 。% 。% 。見 1% 

総量推移 100 195 248 267 265 

表2に戻る。エネノレギー資源の翰入国の日本

土して、石油の大幅依存から石油、石炭、天然

ガスの三本柱に多様化していることは好ましい

ことではあるが、凶本目の柱として、他国に依

存しない国産の再生可能エネルギー(地熱、太

陽光、太陽熱、バイオマス、風力等:日本はこ

の種の天然資源、に非常に恵まれた国である)の

計爾的かっ着実な取り組みを政官民挙げて進め

て行く必要がある。四本柱であれば一本が何ら

かの理由でショー卜しでも互いに融通し合える

左考えるからでもある。資源毘からの甘い誘惑

(価格が再生可能エネルギーより必ず低めに設

定されること)もあるだろうが、資源小国日本

の宿命と受け止め、敢えて国民への負担も覚悟

で安定的な国産エネルギー増大に向けて、ぶれ

ず着実に推進することが肝要である。

2011年の3.11のあの忌まわしい東日本大震

災で原発の恐ろしさに直面し、政治家も国民も

感情的になり郎座の脱原発、卒原発を指向した。

これは上述の自由エネルギーの取り組み方向

左合致するが、これは余りにも性急すぎはしな

いだろうか。

原発の稼働によって発生する放射性廃棄物の

処理については将来開発されるであろう技術に

頼ろうとしていたことは以前から指摘され、そ
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れに対する専門家からの反論もなかったようで

ある 3)。このような状況で、この半世紀の聞に

世界で500基以上の原発が造られた。地球温暖

化紡止に対する一つの考え方としての追い風も

あって、炭酸ガスの25%削減を唐突に国際公約

した鳩山元首相だけではなく国際的にも原発の

再評価が進んでいた。また、 BRICs諸国は「原

発は将来エネノレギーとして引き続き重要な地位

を占めるJ 1::して原発の新設計闘を打ち出して

いる。原発推進に{貫性力がかかった現況で、日

本が感情的に早期脱原発方針を熟慮せずに科那

の思いから公言することは、世界的な混乱を招

くか、世界の潮流から取り残されることにもな

りかねない。原発は、放射性廃棄物の消滅が出

来ない限り再生可能エネノレギーが軌道に乗るま

での短期か中期かは別として所詮ワンポイント

リリーフであるべきものであろう。ここは、原

発の専門家、政界・経済界の要人の知恵と行動

力に期待したい。原発先進国の米国、フランス

等と連携して原発終息、の方向で放射性廃棄物の

処理を含めたロード、マップを、国民の理解を得

ながら明確にすべきと考える。

気がつけば、1O~15年後の原子力依存度が現

在の1/4~1/2になったが、この減少分を補うも

のが、再生可能なエネノレギーで、なく急伸中のシ

エーノレガスを含めた天然ガスになっていなけれ

ば良いが、と懸念している。天然ガスの中に日

本近海のメタンハイドレートが含まれていれば

まだ我慢できるが、安穏とする状況にはならな

いことは言うまでもない。

4.再生可能エネルギーの実用化が鍵

原子力エネルギーは電気kいう大量の資産を

生み出すが、一方では放射性廃棄物kいう大量

の負の遺産を伴うことも必定である。この負の

遺産は、より高度な技術を有するはずの子孫に

処理を任せればよいという専門家もいる。3l

現在消費している地球賦存エネルギー(石油、

天然ガス、石炭、ウラン)は、高々 100年、高速

増殖炉が実現して200~300年になったとして

もいっときの猶予に過ぎない。人類生誕からの

200万年を I年に短縮して考えると、それぞれ

26分、 52分~1 時間 19分しかもたないことにな

る。いずれにしても、人類が歩んできた時空に

比べると、これらの地球賦存エネノレギーの利用

可能期間は余りにも短い。人類が今まで生存し

qo 
po 



てきた時の長さと同じ200万年後の未来人から

振り返ると、 r200万年前頃は地球に埋蔵され

ていたエネルギーに頼って生活していたらし

いjという会話になるであろう。その未来人は、

太陽が持ち込んでくるエネルギー(全人類の現

エネルギー消費量は太陽から到達する量の 1万

分の lと言われている)から随時造られる再生

可能なエネノレギーをごく当たり前に使ってエネ

ルギーに何ら不自由しない快適な生活を送って

いる、そういうことになって欲しい。

図 1を参照されたい。これは、藤業革命が始

まった200年余り前から400年後の未来にわた

る世界のエネルギー需給量を定性的に措いたも

のである。

1石員

2石油
3原干力(核分裂I
4主樟ガス

s再生可能エネルギー

6拡散合・増殖炉
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5. r原油はいつまでもあるJの幻想

ここまで、再生可能エネノレギーの実用化の必

要性を述べてきたロ一方では、 30年前に原油埋

蔵量はあと 40年と言われ、 30年後の今でもあと

40年と言われ、逃げ水のようで尽きないのでは

ないか、との会話をよく耳にする。そうはなら

ないことに触れておきたい。

表4に石油メジャーBP(BritishPetroleum) 

が毎年末に発表するデータの抜粋を示す，)。

「原油の可採埋蔵量はあ左何年刊の話題とな

る数値である。

約30年前の 1985年に可採年数が34.4年。

2011年は54.2年である。この調子だと 30年後に

は、可採年数が75年位もあり得る、と思える。

そのようになれば、実は残念ながらと言うか予

想通りと言うか、石油がエネルギーの主役の座

から下りる始まりである。

埋蔵量ど可採埋蔵量は同意語で、これは、そ

の時点での技術と原油価格を前提に採掘しでも

採算が採れる量で、 2010年末は1.38兆ノミレノレ、

2011年末は1.65兆バレノレということである。こ

の1年間で埋蔵量が0.27兆バレノレ僧えたのは、

西宮 18即 日叩 2000 21即 日曲 目凹 24四 油田の発見というより、原油価格の上昇で開発

図1 世界のエネルギー需給景の定性殴 しでも採算が取れる発見済みの油田の埋蔵量が

とっさにはこのような図になろうとは思えな

い方が多いと思うが、ちょっと考えれば納得し

ていただけるこ左左思う。核融合炉が実現され

ていれば将来展望の様相はかなり変わり得るが、

地球を破壊するような巨大エネルギーを造り出

す一方、放射性廃棄物の発生も伴うので、人間

の英知で核融合炉の使用は極めて限定的になる

であろう。地球に降り注ぐ太陽エネノレギーの多

さを考えれば、この核融合エネノレギーは人聞社

会持続のためになくてはならないものではない

筈である。

ここで申し上げたいのは、人類の生誕から来

し方を考えると、 100年や200年、 500年といえ

ども、その歳月は極めて短い。この短期間しか

利用できない地球埋蔵エネルギーに汲々として

いてはいけない。永続出jな再生可能エネノレギ一

造りの着実な第一歩を踏み出す最後ともいえる

時期に来ている。このピンチの時期をチャンス

に変えるこ!:こそが、人類にとって、とりわけ

資源小国「日本j に課せられた宿命であろう。
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加算されたことが大きな要因である。因みに既

に消費された原油は0.8兆ハレノレと言われてい

る。

更に話を進める。この(可採)埋蔵量に対し、

採算に関係なく現有のあらゆる技術を駆使して

回収できるものを究極埋蔵最と言う o これは

3.34兆バレノレ左推算されており、(可採)埋蔵量

の上限値左言える。現在の年間産i由量が約300

億バレノレであるから現実問題左して地球には

100年程度の埋蔵量しかないと考えるのが妥当

であろう。妙な話になるが、原油価格が上昇し

て使用量(産油量)が減ると相乗的に可採年数

が増大し、 100年にも、場合によっては500年に

もなる。原油がエネルギーの主役のmIから降り

るときは皮肉にもこのように可採年数が増えて

きたときなのである。我々が普段、会話する「可

採年数j の感覚とは違ってくる。本当はもっと

複雑な意味を持つ数値で、池田の発見の有無に

かかわらず株価のごとく変動があり、状況によ

っては余り意味のないことが分かる。



表 4 世界の原油埋蔵量の推移(単位 10億バレル)

1985 707.6 20.6 34.4 

1990 1，009.2 23.7 42.6 

1995 1，016.9 23.8 42.8 

2000 1，046.4 26.2 39.9 

2005 1，200.7 29.6 40.6 

2010 1，383.2 29.9 46.2 

2011 1，652.6 30.5 54.2 

6 燃料電池車(FCV)か電気自動車(BEV)か

燃料電池車(FCV)のデモ車の登場は衝撃的

で今でも記憶に新しい。政府の公用車として使

用され、当時の小泉首相がFCVに乗り込んでい

る写真を見てからもう 10数年は経っただろう

か。我々が親しんできた内燃機関エンジンとは

まったく違い、 350気圧の高圧ボンベに充填さ

れた水素を燃料電池で直接電気に変え、モータ

を駆動させて走行する。 5kgの水素で500km走

行できて、エネルギー効率は現状エンジン車比

3債の素晴らしさである。 FCVの取り組みは、

クリントン大統領が米国自動車産業の復権とク

ワーンな生活環境の実現に向け、燃費 3倍の改

善を目指した野心的プロジェクトとして1993

年にスタート。先を越す勢いで1996年大阪開催

の電気自動車シンポジウムでトヨタが米国に先

んじてFCVを出品し大きな反響を呼んだ。

この燃料電池の素晴らしさは、元々は米国の

テ、ユポンが開発した固体高分子(フッ素系スノレ

フォン酸ポリマー)の電解質{等膜が内}哉されて

いることにある。これは、水素イオン(プロト

ン)しか透過しない高機能、高耐久性の優れモ

ノである。このプロトン透過膜の卓越さが一挙

lこFCVの開発熱に拍車を掛けたのではないか

ど思っている。

当時の清報を見ると、 2010年には Iエンジン

車は主役の座を下りる」とか「日本では 5万台

が市中を走行j などが目につく九が、その後

の動きは鈍い。

試作段階でのコストは 1億円と言われており、

技術革新(白金触媒の代替化、水素吸蔵合金併

用型水素容器の革新化)や量産効果を考慮、しで

も1000万円を切ることは至難であろう。プリウ
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ス、インサイトのようなハイブリッド車(HV)

やリーフ、 1ミープ(MiEV)のような電気自動

車 (BEV)のように道路を走り回る世の中にな

るだろうかい)。

FCVの一番の問題i士、燃料が水素であること

にある。未来は水素社会、と言われており、著

者もこれに賛同したいひとりであるが、水素搭

載型の自動車用燃料電池というこ左になる左、

なかなか難しい問題があるように思う。

水素は最も軽い気体で液化しにくく、爆発・

引火性があり、取り扱いにくい物質であること

に加えて、最大の難点は自然界にないことであ

る。太揚エネルギーを直接または間接的に利用

して製造する電力を主体左する再生可能エネノレ

ギーが将来の主流になることに疑いの余地はな

いく、水素はこの電力を用いてノkを電気分解し

て製造されることになる。したがって、 FCVの

燃料である水素を造るまでに相当のエネルギー

を使ってしまうことになる。

一方、電気自動車は電気エネノレギーそのもの

を直接バッテリーに充電して動力を得るので水

素を経由しない分、効率が高くなることは言を

侠たない。

しかし、 BEVとFCVのエネルギー効率を比較

する場合、昨今のシエーノレガスやメタンハイド

レートの出現が追い風になっているせいか、天

然ガス (NG)が出発燃料として採用され、その

結果、 FCVの方がBEVよりエネノレギー効率が高

いと認識されているへ

確かにNGを出発燃料左すると、 FCVの場合

はNGを水蒸気改質して水素を製造するので電

力消費を伴う水の電気分解工程がない。一方、

BEVの場合はNGを燃やして火力発電で電気を

造りバッテリーに充電する必要がある。したが

って、 BEVの方がエネノレギー効率的に不利にな

る可能性:がある。

そこで、改めて両者のエネノレギー効率につい

て世の中の最新データに基づいて検討を試みた。

その結果を図 21こ示す。図中の%表示はそれぞ

れの工稜でのエネルギー効率で、いずれも最新

技術による値を採用。天然ガスの発電は複合発

電で60%とした。

再ガス化された天然ガスの保有エネルギーを

100どした。 FCV用の動力源である水素は、水

素製造設備(水蒸気改質・ガス精製・圧縮)で70

MPalこ昇圧され、 FCVIこ搭載された高圧ボンベ
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図2 FCVとBEVのエネルギー効率の比較

天然ガスを出発エネルギーとした場合

に充填される o そこまでの効率は74%(0.80X

0.93)、FCVでの効率は47.5%(0.50XO.95)で、

総合エネルギー効率は35%。自動車の動力とな

るエネノレギーは35左なる。

方、 BEV用の動力源である篭力は、スチー

ムターピンとガスタービンを用いた複合発電設

備で製造され、充電スタンドまで送電、蓄電さ

れ、 BEVに搭載されたバッテリーに充電される。

そこまでの効率が51%(0.60XO.95XO.89)、BEV

での効率が86.5%(0.90XO.95)で、総合エネノレギ

ー効率は43%(0.51XO.865)。自動車の動力とな

るエネノレギーは43となる。

以上のように最新の情報をベースに試算した

ところ、天然ガスを出発燃料にしても、 BEVの

方がFCVよりエネノレギー効率が1.23倍(43/35)

高い値となった。言い換えれば、 FCVはBEVに

比べ、同じ距離を走行するのに1.23倍の天然ガ

スが必要となる。世の中で認識されているもの

とは逆の結果が得られた。

将来、再生可能エネルギーが主役となるとき

には、出発エネノレギーは天然ガスではなく電力

になるので、更にその差は大きくなり、 BEVの

エネノレギー効率はFCVのそれに比べ2.8倍であ

った(末尾の[補足]を参照されたい)。

エネルギー効率とは別に、現状のバッテリー

の充電容量が少なく、 1回の充電によるBEVの

航続距離は200km程度であるため、短距離移動

用はBEV、長距離用はFCVという棲み分けの議

論もあるが、バッテリーの標準化、カセット化

等の工夫による充電スタンドでの省力化やロボ

ット化で給電所での短時間化が可能になると、

FCVの存在意義は更に薄れて来ょう。
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BEVIこ使用するリチウム電池はリーフ等で実

用化されている。 1回の充電で200km走行可能、

価格も200~300万円(補助金80~100万円を受

けた場合)の域に達している。最近、旅客機

(B787)でリチウムイオン電池が問題化されて

いるが、充電量の高密度化、充放電の高速化、

過充電による発熱・発火対策等、一層の改良も

期待できる。

いずれにせよ、燃料電池もバッテリーも日進

月歩の状況にあり双方に寄せる期待は大きいが、

自動車に対しては、価格面、エネルギー面から

燃料電池の勝ち目はないように思える。いかが

であろうか。

以上より、商用化時期、現状並びに将来の技

術展望を見据えた見直しが必要な時期に来てい

るようである。政府主導で産学連携して早急な

見直しを期待したい。

7 燃料電池(FC)と水素社会への期待

FCI土小容量でもコストディメリットが少な

いが、当然、電気と熱の発生を伴うので双方の

効率的活用がポイントとなる。電力は遠方まで

少ないロスで送れるが熱はそうはいかないので、

FCの将来性は何と言っても個別または集合住

宅等分散型市場への発展が期待される。既にガ

ス会社がエネファームと称して販売実績を伸

ばしていることからも理解できょう。

個々の家庭に至るまで、都市ガス網も電力網

も張り巡らされており、インフラが整備されて

いることは大きな利点ぞある。都市ガスはLNG

で斡入した天然ガスが主力である。今後とも温

暖化対策からの優位性、また、大量に埋蔵して

いるシエーノレガスやメタンハイドレードの将来

的供給量の増大化を考えると、都市ガスとして

天然ガスの供給、利用は100年安泰と思われる。

この都市ガスの効率的活用を考えた場合、天

然ガスから水素を製造する改質器と水素から電

気と温水を造る燃料電池を組み合わせた燃料電

池システムを上手に運用することで60~80%

の効率が可能とされている。最近の情報による

と、パナソニック社のエネファーム(家庭用燃

料電池システム)では発霞効率が39%、JX社の

電解質にセラミックを用いた固体酸化物型のエ

ネファームでは47%を達成している 9，10)。発生

温水の熱量は発生電気量より多いので、家庭の

必要温水量に合わせてエネファームを運転し不
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足する電力を送電線から補う形にすると、エネ

ファームの総合効率は当然高くなり、 94~95%

の効率が達成できるとのことである。

燃料電池の優位性、有用伎を記述してきたが、

その根本は以下にある。地球に賦存する天然ガ

スの効率的利用法として燃料電池システム(改

質器による水素の製造と燃料電池による発電と

温水製造)が最も有効であるということであっ

て、電気の貯蔵法として水の電気分解により電

気を水素にして、その貯蔵した水素を燃料電池

により電気(と混水)を造るということであれ

ば話は別である。前節で記述したように水の震

気分解で多量の電力を消費するため、燃料電池

による効率的発電の有効性をカバーできないこ

とは明らかである。電気はパッテヲーで蓄電し

て再利用するのが遥かに効率的で、理に叶ってい

る。

水素社会の未来像は、電力から水素を造るの

ではなく、発電施設を含め各種製造工場の工程

上発生してくる副生水素と燃料電池が主役と

なって、電力や自動車動力が供給され得る地域

社会のことであろうロ

た左えば、製鉄、石油、石炭、天然ガス等の

コンビナートからの高IJ生水素や核分裂炉、増殖

炉、核融合炉等の除熱手段として熱化学分解法

によって製造される水素など、今後の産業や電

力界で相当量の副生や製造が期待されるこのよ

うな地域が対象になるのではないだろうか。水

素を発生する産業と住環境を一体化させた未来

型産学連携地域を構築し社会実験に取り組むこ

とを期待したい。

8 おわりに

国はちょっとやそっとではブレない堅田な方

針とロードマップを打ち立て、未来型エネノレギ

一社会に向けてj直進する日本にして欲しい。技

術革新も社会情勢も自然現象も劇的に変化する

世の中ではあるが、目標左大局を見失うことの

ないようにして欲しい。そのためには、産学が

連携して適切なエネルギー社会像を提案する必

要があり、まさにその持裁にあると考える。

温室効果ガスの r2020年までに1990年比

25%削減j は前政権の国際公約であるが、 「新

生安部内閣は非現実的として撤回するj のニユ

ースが昨年の 1月24日に流れた。時にはこのよ

うな勇気ある方針変更も必要であろう。温室効
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果ガスの25%削減には、電力の原発依存を当時

の30%から50%に上げることが必要条件であ

った。本件に触れることなく東日本大震災後は

その原発を廃止する方向に動いた無責任さは非

難されるべきである。国家の舵取りは慎重にお

願いしたいものである。

燃料篭池は素晴らしい技術である。が、住宅

やオフィス向け、車載向け、水素社会向けで、

位置づけ・役割が異なり、使い方によっては特

長が十分発揮できないことを記述してきたO

R&Dの取り組みに allor nothingはないが、

燃料電池の位置づけ・役割は明確でない。特に、

燃料電池と蓄電池の位置づけを明確化すべき時

期にあると考える。

[補足]電力を出発点としたFCV対BEVlll

この効率の違いを具体的に示すと図 3のよう

になる。 FCVの動力源は搭載する水素であり、

その水素は電気分解で造られるとすれば二者の

効率評価には電気を出発点に考えれば良い。

投入電力 100とする

F 元電主語IJ云~l
189%) 可 111

35 1Li口λ----t;
1電気分解口ス 〆
165叫 /

モ一世ロス/
5 Iへ 195%)
6 1， ¥、圧線工稼ロス

¥¥193ラ¥)

¥貯蔵工程ロス

27入院池口ス

15.，.)唱

71/利用エネjレギJ{自動車動力J

1 )告工程の効率

76 

燃料電池車(FCV) 電気自動車(8EV)

図3 FCVとBEVのエネルギー効率の比較

電力を出発エネルギーとした場合

投入電力を100とすると、 FCVとBEVで利用

される動力は、図に示す各工程でのエネルギー

効率を考慮する凶と、それぞれ27(100XO.65X

0.93XO.90XO.56)と76(100XO.89XO.90XO.95)に

なり、 BEVの効率はFCVの2.8(76/27)倍となる。

この大きな差は、図から分かるように、 FCVの



場合は、水の電気分解、水素の圧縮、貯蔵およ

び燃料電池の各工程でトータノレ76のロスが発

生。 BEVの場合は、充電、バッテリー、モータ

併せて24のロスに止まっているからである。

言い換えれば、 FCVはBEVに比べ、同じ距離

を走行するのに2.8倍の電気エネノレギーが必要

どなる。これが一般的評価である。

この差は極めて大きい。更に再生可能なエネ

ノレギーで造った安くはない電気の使用を想定す

ると、わざわざ水素を経由させる意義はなおの

こと認めがたいことになる。

記号

BEV: Battery Electric Vehicle 電気自動車

BP : British Petroleulll 英国石油公社

BRICs : Brazil， Russia， India and China 

ブリックス

FC : Fuel Cell 燃料電池

FCV : Fuel Cell Vehicle 燃料電池車

HV : Hybrid Vehicleハイブリッド車(エンジ

ンとバッテリー併用車)

LNG : Liquefied Natural Gas 液化天然ガス

NG ; Natural Gas 天然ガス

MH: Meth剖 1eHydrateメタンハイドレート

OE : Oil Equivalent 石油換算

SG : Shale Gas シェーノレガス
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メタンプラズマ凶シース中で成長する炭素粒子の温度
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1九州共立大学総合研究所
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Telllperature of Carbon Particles growing in a Methane Plasllla Sheath 

Tatsuzo NAGAI， Taisuke NAKAYAMA， Kazuki NAGATOMO， Yuji SUGA， Masamichi NAITOH and 

Fumiya SHOJI 

Abstract 

The telllperature of carbon particles with sizes of several 10 nlll to several μIII growing in a gas 

phase in a DC methane plasma sheath is theoretically investigated， based on experilllental findings. 

An eguation for tillle evolution of the particle temperature is given assuming that the carbon 

particles gain radiation energy frolll the substrate according to the Stefan-Boltzlllann law and that 

the particles lose energy according to Newton's law of cooling. The solution to the eguation shows 

a rapid-exponential rise in the telllperature and a saturation to the Illaxilllum telllperature. The 

maxilllulll telllperature of the particle in the sheath region of Illethane plasllla is estilllated by using 

our experilllental results. It is proposed frol11 the analysis of shape of particles observed on a 

declined substrate that the particle has the visco-elasticity in the sheath region. 

Keywords: CarboJ1 parlicle， lWelhaJ1e plasma sheath， Radialiol1 j時omsubslrale， Particle t叩 lperalure，
Visco-elaslicily 

1 序論

この研究の目標目的

新しいナノスケーノレの物質を合成して、工業的

利用を検討するとき、基本的に重要なことはその

新物質の棺状態と形態の制御法を確立寸ること

である。本研究の目的は、メタンプラズマを使っ

たCVD法により創生されたミクロンサイズの球状

炭素粒子 1-3)の温度および相状態を明らかにし

て、その制御法を見出すことである。

プラズマ下での炭素粒子の合成と成長モデル

先に我々は、低圧下で鉛直方向に励起されたDC

メタンプラス、マ直下で作製した炭素薄膜中に多数

のミクロンサイズの球状炭素粒子を観測した。 11

一例をFig.1に示す。高分解能SEi!、 EDS、高分解

能TEMによる観察から、これらの粒子は約10nmサイ

ズのグラファイトオニオンからなることが確認さ

れた。 21グラファイトオニオンは殻構造(オニオ

ン様)をもち、高い機械的安定性を示すことが既

に報告されている"

この球状炭素粒子の成長について、我々は次の

モデルを提出した。 31 この粒子は鉛直DCメタンプ
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ラズマの最下層、プラズマシース領域(以下、プ

ラズ、マ端近傍、プレシース、シースを含む領域を

こう呼ぶことにする)で成長する。この領域は、

プラズマ全体中で唯一¥プラズマ内部から基板方

向へ向く5齢、電界が存在する領域である。炭素粒

子は直径が約100nmになると、周囲にある電子の急

速な付着により負に帯電して、上向きの電界を受

Fi g. 1 熱Si(100)基板表面のSEM顕微鏡写真。 2)

メタン成分比14%(容積比CH4/(Ar+CH4) )。基板
i毘度をllOOKに保ち、プラズマ照射を2時間行っ
た。パーは5μm、プラズマ励起圧は4x¥0-2 [Pal。



け F向きの重力と釣り合って、シース領域に浮遊

する。

この負帯電粒子はシース領域に留まる間に、周

囲に浮遊する中性グラファイトオニオンまたは正

帯電グラファイトオニオンを捕集して大きくなる。

シース領域の電位は上に凸の曲線で、プラズマ端

から緩やかに減少しシース端近傍で急になり基板

に有限の角度で落ちる。したがって、炭素粒子の

位置は成長するにつれてプラズマ端から次第に下

方へ移動することになる。基板に落下するのは、

重力が電気力に勝り釣合が取れなくなったときか、

フラズマのスイッチを切ったときである。

このモデルによると、球状炭素粒子の直径は、

時間の1乗で増大し、捕集できるグラファイトオニ

オンの減少左共に飽和の傾向を示す。我々の実験

は初期の振舞い(時間のl乗で増大)を示している。
3) 

炭素粒子の形態形成

Fig. 1を見ると、炭素粒子は多様な形態を左る

ことが分かる。独立した真球、2球の合体・融合、

数珠状に連結した粒子、 ・・・など。このよう

な炭素粒子或いは炭素粒子系の形態形成を明

らかにすることがこの論文の目的である。

第一歩として、我々は、この形態形成を、初

期微粒子が衝突し(以下、衝突過程とよぶ)、合

体・融合して多様な形態をとる過程(以下、焼

結過程ど呼ぶ) i:'捉えた 5) そこでは衝突過程

と焼結過程の相対的自l合が最終的な形態を決め

る。衝突時間(衝突の間隔)が焼結待問 (2球衝

突後融合して1球になるまでの時間)より長けれ

ば最終状態は球状、短ければ非対状または集塊

状になる。衝突時間は粒子気体の温度に、焼結

時間は粒子白身の温度に強く依存する。これら

のi昆度依存性から炭素総子の最終形態に対する

相図が得られた。この相図と実験結果を比較し

て、実験で得られた球状炭素粒子は、成長段階

で1520K以上の高温で、あったと結論された。この

高温度の起源は未解決のまま残された。

この研究報告の目的

この論文では炭素粒子の高温度の起源が熱基

板からの謡射にあるとしづ観点から、成長する

炭素粒子の温度が時間と共にどのように変化す
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るかを明らかにする。粒子温度が従う方程式を

示し、その解から成長段階にある炭素粒子eの温

度を評価する。更に、傾斜基板上に観測された

粒子の形状からその相状態を考察する。

2 熱慕板から騎射を受けて成長する炭素粒子

Fig. 2に、実験から得られた、基板から 3nunの

高さにおける温度T[K]の経過時間f[min]に対す

る変化を示す(詳細は付録 A参照)。温度Tは、

基板加熱後約 300[K]上昇し、プラス、マの励起後更

に約 30[K]上昇している。この事実から、基板か

らlmm程度の高さま('広がるプラズマ・シース領

域において、炭素粒子は基板からの謡射を主要な

熱源として成長するものと考えることができる。

800 一CH4 content :18 (%) 
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U
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Fig. 2 熱基板表面近傍の温度

熱 Si(100)基板表面上3皿に熱電対 Cw/
Re 5-26 O. 1りを置き，その温度変化

を計iR'Jした結果。基板温度設定依 1066 

K。メタン濃度 18%。

熱基板(温度九 [K])の単位面積から単位時間

に放射される輯射エネルギー沈 [w/rri]は次の

Stefan-Boltzmannの法員Jjで与えられる 6) 

沈 =σ1プ (2.1) 

ここで、 Stefan定数の値は

σ= 5.67x 10-8 [W/(m2K4
)]. 

この式で、基板は炭素薄膜が堆積しているものと

して、近似的に黒体と見なした。この輯射強度は

70 



基板から離れると共に減少するロ基板から高さ

h [mm]にある基板と平行な単位面積に入射する報

射強度Qは次式で与えられる。

Q=沈 | ト "
，}Rs' + ，，' ) 

(2.2) 

ただし、基板は半径九[凹]の円板と仮定した。

熱基板から高さ h[mm]のシース領域にある半径

Fpの球状炭素粒子が、式(2.2)の輯射を受けると

き単位時間当たり粒子温度はQS/(Mc)だけ上昇

する。ただしSは炭素粒子の断面積S=πFP2[ぱ]、

M [kg]は炭素粒子の質量、 c[J/ (kgK)]は比熱で

ある。ここでも、炭素粒子を黒体とみなして吸収

率を lとした。この基板からの熱稿射を主要な熱

源とすると、粒子温度T(t)[闘が従う方程式を次

の様に書くことが出来る。

dT QS A 
-一<~ -:: (T一九) (2. 3) 
dt Mc Mc' 

ここで、 Aは正定数、 To[K]は粒子を取り巻く環

境の温度である。式(2.3)、右辺第2項は基板から

受け取った輯射熱を周囲の環境に放出する項で、

温度差に比例する。これはNewtonの冷却の法貝Ij!::

呼ばれるロ7J冷却項の係数Aは粒子の表面積4S

に比例するとして、 A三 β4Sとおき正定数βを熱

伝達率と呼ぶ。これは粒子が震かれた環境によっ

て決まり、粒子そのものには強く依存しないもの

ど考えられる。

式(2.3)で使った、 Stefan-Boltzmannの熱輔射

の法則と Newtonの冷却の法員IJは共にマクロな物

体に対して成り立つo ここで問題にする炭素粒子

は数 10nmから数μmのサイズをもつが、これは

109 ~1015 個の炭素原子を含んでいる。この数は

対象粒子をマクロな物体と見なすこ左が出来る許

容範囲にあると考えられる。

式(2.3)の解は次式で与えられる。

T(日+会(1_e-
tlc

) (2.4) 

ここで、 r=A企IAニ ρ口'p1(3β)により緩和時間

rを導入した。 ρ[kg/ポ]はグラファイトの密度で

ある。

式(2.4)より、粒子温度は時間の経過と共に九

から単調に上昇しす時間程度で飽和値九=九+

QI(4s)に達するということが分かる。詳しくは
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後述(付録A)するが、 Fig.2に示したプラズマ

シース近傍の温度の測定結果を使って、 (2.4)式に

含まれるパラメタは次の様に評価される。注目す

る粒子の半径をIp= 50[nm]とすると、

九=798 [K]， Qニ 6.95x104 [W 1m
2
]， 

(2.5) 
τ= 0.0601β[s] 

ここで、実験条件を考慮して、 h= 0.5 [剛]及び

Rs=9.8[四]を採用した。

熱伝達率βの1直は、 Fig.2で基板加熱切断後の

温度Tの緩和から評価するこ Eが出来る。詳細は

付録Bで示すが、結果はβ応 10である。これから

炭素粒子の緩和時間はτ娼 0.006[s]が得られる。

以上のパラメタを使って、 (2.4)式のグラフを描

くと、Fig.3のようになる。粒子の緩和時間がそ

のサイズが微小であること(熱電対の10-4)を反

映して、熱電対より 4桁短いため、粒子温度は基

板からの輯射が始まると同時に、急速に立ち上が

り、 f何 0.04sでT∞符 2540Kに飽和しその後は一

定であることが分かる。

3 成長する炭素粒子の粘弾性的振舞い

前節の結論は、プラズマシース領域で成長する

炭素粒子は約 2500[K]という高温の状態にある、

ということであった。これは、この研究を開始し

てから今までに得られた、実験的結果、理論的結

論のすべてと矛盾しない結論である。多くの SE¥1

写真は、高温で流動的であったと推測されるもの、

焼結して合体融合した粒子の繋がり、しかもある

程度形を保っているもの、 等を示している。こ

のように、弾性変形と粘性流動を併せもつ振舞い

は粘弾性と呼ばれる。 8)

Fig.4に新しい実験結果を示す。これは基板を

水平面から 70'傾け、プラズマを鉛直上方から照

射して得られた炭素粒子の SEM像である。

Fig. 4 (a)は基板面に対し斜め方向から見た像で、

右側が鉛直上方である。 Fig.4 (b)は基板面の法線

方向から見た像で、上側が鉛直上方である。側面

図では粒子の鉛直上側が感上り接触角が小さく、

鉛直下側が窪み接触角が大きいように見える。こ

れは、あたかも炭素粒子が炭素薄膜の中に潜り込

んでいるようである。一方、上面図は鉛直方向に

長い卵型をしている。像の明るさから判断すると、

鉛直上側が下側に比べて反射が強い。



300臼

25∞ 

2αx) 

門

戸 1500
ト

1αx) 

5∞ 

f 

" ，'， ， " 

【研究詩文]九州共立大学鵠合研究所紀蔓第7号 2014年3月

JournalofK}ushuKyori阻，u目、."n;ityRe，ear、hIn.stitute NO.7 M町、h2014

， " " ， 。
日 日.05 0.10 0.15 0.20 日.25

t [8] 

Fig. 3 炭素粒子の温度の時間変化

プラズマシース領域(基板表面上0.5四)に浮遊する炭素粒子(直径 100nm)の温度

の時間変化。本文中(2.4)式コ九=798K， Q = 6.95x 10
4 
W/m

2，s = 10 W/(Km2
)， 

r=6.0xl0-3s。基板ifui度は九三1066K。

以上の観測結果を、粒子が粘弾性体であるもの

として、それが傾斜基板に落下するとどのような

平衡形をつくるか&考察する。重力は粒子の落下

に効くのみであり、平衡形の形成には表而張力が

主要な力で重力は無視してよい。これを見るには、

次の式で与えられる毛管長 (capillarylength) 

を計算してみればよい。9l
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σ 
K 、ττ(3.1) 

VP.宮

ここで、 σ，pおよびEはそれぞれ、グラファイ

トの表商張力、密度および重力加速度である。問

題にする物体のサイズが毛管長より短いとき、重

力は無視することができる。逆に物体のサイズが

毛管長より長いとき、重力が効くようになる。

式(3.1)に各パラメタの値凶を代入すると、



K-
1

応 4[凹]を得る。問題の炭素粒子のサイズ

は大きくても1O[μmlコ0.01[凹]である。したが

って、粒子のサイズ、は毛管長に比べて十分小さい

ので重力は無視することが出来る。

以上の考察から、粘弾性体の球状粒子が傾斜基

板面に落下する左、粒子の各微小部分は鉛直方向

に積もるのみで、水平方向には滑らないものと考

えてよい。すなわち、第一近似では、表面張力が

勝っているので、基板面への衝突の際に受ける力

の水平成分は無視することができる。この考えに

従って、 Fig.5に示す座標系をとり、球の中心を

通る面 (x-y平面)で、基板に落下してできた

粒子を切断した平衡形は次の式で表される。

y = -tanB(x り +2正つ乙iY (3.2) 

ここで、。は基板と x軸のなす角である。 Fig.5

は、 (3.2)式でθ=550 の場合を示す。

この図は、角度は実験と合わせていないが、実験

結果Fig.4 (a)を概略再現しているということが

出来る。また、粒子の切断面を球の中心からずら

していくと、 (3.2)式と同形の断面が得られる。

その断面と基板の交点が描く軌跡は楕円になる

ことが示される。傾斜基板面上に、務下前の球の

中心を通る鉛直線と基板面の交点を中心として、

斜面の上方向きにlJ軸を、それに直角方向に5
軸(水平方向)を左ると、上面図形は;火の式で表

される。

4 (a)側面

Fig. 4 傾斜慕板上で観測された炭素粒子
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ζ+ lJ二-.= 1 (3.3) 
FP40・p/ cosB)" 

この式は上向きに長い楕円であることを示して

いる。この結果は、実験結果Fig.4 (b)の卵形を概

略再現していると言うことが出来る。

4 結論

熱基板からの頼射を主嬰な熱j原として、プラズ

マシースで成長する炭素粒子の温度を理論的に

評価した。粒子温度は基板からの輔射を受けると

同時に、急速に上昇して0.04必S程度で

2お50∞OKIにと達するo これらの評価値は炭素粒子の冷

却則に現れる熱伝達率βに強く依存する。この

報告では、 βを熱電対の緩和時間から評価した

が、精度が不十分である。プラズマシース近傍で

直径1阻程度の炭素球のβが測定できれば、より

信頼度の高い炭素粒子の温度を求めることがで

きる。

熱基板上3皿での温度を熱電対を使って測定し

てFig.2の結果をえた。基板加熱によりその温度

が約300K上昇した。これはプラズマ励起による上

昇約30Kの10(吾であることが分かつた。このこと

は炭素粒子の高温度の主原因が基板からの輯射

にあるという考えを支持している。この測定では

プラズマ照射時間が短く、基板に十分な炭素膜が

4 (b)上司

基板傾斜角 70
0

(基板面左水平面のなす角)。プラズマ照射条件:CH4i農度 18%，

基板温度 1054K，プラズマ照射時間 4h。
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Fig. 5 傾斜基板ょに落下した炭素粒子

落下前の球状粒子の中心を通る面で切断し

た落下後の粒子の形状。本文中(3.2)式。

X，)'はらでスケールしている。 B=550。

できていない状態であったと考えられる。これは

放射率が1より小さく、測定した温度も低めにな

ったと考えられる。間様に熱電対がタングステン

で炭素粒子とは異なることも測定温度を低めに

したと推測できる。数時間のプラズマ照射時潤の

間に成長する炭素粒子は基板からの輯射をより

効率よく受けているものと考えられる。

傾斜基板上に観測された炭素粒子の形状は、成

長時の炭素粒子が粘弾性体であったということ

を示唆している。今回は詳細な理論的解析ができ

なかったが、それにより炭素粒子の物性がより明

らかになるもの思われる。
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付録A 熱基板からの轄射によるプラズマシース

近傍の温度 (Fig.2) 

Fig. 2は、シース厚さ o.5mmより少し上の領域

であるプラズマ端近傍の温度を与える。この図に

おいて、横軸は基板を通電により熱し始めた時刻

からの経過時間 t[min]で、縦軸は慕板上 3皿の

高さでの温度T[K]である。この温度は、通電後

t = 24 [min]で極大値Tj= 656[K]に達し、その後一

定でt= 94 [min]にプラズマを励起すると上昇し

て最高値T
2
= 689[瓦]に達した。 t主 125[min]に通

電を切る左、温度はt= 144[min]まで下降し、そ

の後一定値T
3
= 367[K]に落ち着いた。

上記の各温度は、バックグランド(環境)の温

度Tb
を含むものと考えると次の式が成り立つ。

む=円 +T3-Tb

この式から九 =334[K] !::求まる。すなわち、基

板加熱による温度上昇はTj 九 =322[K]、基板

加熱とプラス、マ励起による温度上昇はT2-Tb = 

355[K]、プラズマ励起による温度上昇は九 九

= 33[K]となる。

式(2.2)をQ(II)ニ :Jl%(h)と書くと、基板からの

高さによる部分は

%(h)ニI下」一
.JR/ + 11

2 
(A.1) 

実験における基板は、約30x10 [四]の長方形で

ある。これと同面積の半径Rsの円板で近似する

とん =9.8[皿]となる。炭素粒子の位置での輔射

強度はQ(0.5)=沈%(0.5)であるから、 Ts= 1066 
[K]として、 %(0.5)= 0.95であるから、 (2.5)式

のQの値が得られる。

Toの値は11= 0.5 [凹]での温度に等しいもの

と考えると、 h=3[醐]での温度が測定されてい

るから、それを内t草する。高さ hにおける基板か

らの輯射による温度T"'b(11)はそこでの輯射強度

Q(h)に比例するものと仮定すると、

%(0.5) 
T"'b (0.5) =一一一'-T"'b (3) = 431 [K] (A. 2) 

X(3) 

ここで、先に求めた基板加熱のみによる温度上昇

T"'b (3)ニ 322[K]を使った o したがって、

h = 0.5 [凹]におけるトータノレの温度は、 (A.2)

の値に先に得たプラズマ励起による温度33[K]と

パックグランド補正 334[K]を加えて、

44A 
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九(0.5)= 798 [Klとなる。これが (2.5)式の九の

値である。

付録B 熱伝達率βの値

熱伝達率βの値はFig.2に示される温度Tの緩

和現象から求められる。この測定に使用した熱篭

対温度計 (W/Re5-26 O. 1 o )はプラズマシース領

域の環境に近い状況で、加熱と冷却を受けて熱起

電力の増加と減少を行った。 Fig.2を見ると、混度

l土fニ o[minl の基板加熱開始と共に立ち上がり、

f = 125 [minlの基板加熱切断と同時に緩和してい

る。この曲線を解析する左緩和時間 τIが

τ[ = l.1x 102 [s]と得られる。熱震対の熱伝達率

βは測定値がないので、ここでは半径円のタング

ステンの球と同等であると仮定すると、その緩和

時間は1'['" M[c[1 A[ = p[c[l'[ 1(3β)と書ける。タ

ングステンの値を使うと p[c[=0目69pcとなり、

炭素とほぼ同じ値である。川両者でβは同じとす

ると、1'[とすの違いはサイズηとらの違いからく

ることになる。熱電対のサイズを考慮して、ここ

ではF1信 1[mm]と仮定すると、緩和時間引の観測

値からβ符 10が得られる。
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九州共立大学総合研究所紀要投積規程

1. 投稿論文の内容は、福原学園の教員・職員(総合研究所客員研究員を含む)が行った研究、

活動、並びに福原学園に反映される研究、教育、活動に関するものどする。

2. 投稿者は、福原学園の教員・職員(総合研究所客員研究員を含む)、及び福原学園に属する

大学・短大の学生、並びに教員が紹介した者、および共同で、研究を行った者とする。

3. 論文の種類は、査読論文、研究論文、研究報告、技術報告、解説、レピ、ュー、研究応用および

実用化の紹介、教育運営および管理に関する実践事例の紹介、その他とする。

4. 原稿は九州共立大学総合研究所事務室に提出するものとする。

5 原稿の採否は、九州共立大学総合研究所紀要編集委員会が決定する。

6 投稿論文の長さは、 4頁以上、 10頁までとする。

7 投稿論文の受理年月日は九州共立大学総合研究所事務室が受環した日とする。

8. 原稿の作成は「原稿作成要領jに従って行うものとする。

9. 掲載された論文の著作権(著作権第27条及び第28条に規定する権利を含む)は九州共立大

学に帰属する。また、著作者は論文に係る著作者人絡権を行使しないものとする。ただし、著

作者自身が自分の論文の全部または 部を複製、翻訳、翻案などの形で利用する場合、九州

共立大学の許諾を求める必要はない。また、第三者から、論文の複製、転載などに関する許

諾の要請があり、九州共立大学が必要と認めた場合は当該著作権の利用を許諾することがあ

る。

10 との規程に定めるもののほか、投稿に関し必要な事項は九州共立大学総合研究所紀要編集

委員会において決定する。

附記

1 との規程は，平成21年6月30日から実施する。

2 九州共立大学総合研究所紀要投稿規程(平成 21年2月21'l制定)は廃止する。

紀要発行に関する事

1. 九州共立大学総合研究所紀要は年1回発行する。

2. 紀要編集委員会は必要に応じ開催する。

3. 紀要編集委員会委員長は九州共立大学総合研究所長とする。

4 紀要編集委員会の事務は総合研究所事務室において処理する。
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九州共立大学総合研究所紀要審査付論文の査読要領

1 九州共立大学総合研究所紀要編集委員会(以下、紀要編集委員会)委員長は、紀要編

集委員会を開催し、投稿された原稿に関連する査読者を割り当てる。査読者は、原則、

原稿 1編につき2名とする。

2 査読者による査読は、原稿の内容、及び、新規性・発展性・独創性・実用性・信頼性のい

ずれかについて行なうものとする。

3 査読者は査読を行なった原稿に対し「無条件使用J、「修正要求(コメント)ありj、あるい

は、「不採用Jのいずれかを決定し、査読報告書の所定禰に記入する。「修正要求(コメン

ト)ありjの場合はコメント等を記入する。 r不採用Jの場合l士、その理由を記入する。な

お、査読報告書の査読者は、無記名とする。

4 査読者は、別に定める査読報告締め切り日までに紀要編集委員会に査読報告書と査読

を行なった原稿を提出する。

5. 紀要編集委員会委員長は、査読報告書と査読を行なった投稿原稿のコピーを投稿者に

渡す。

6回 投稿者は別に定める日までに、修正した最終原稿(Word自leとpdftile)と査読報告書に

対する対応報告書を紀聖書委員会に提出する。

7. 紀要編集委員会は、論文の採否を決定する。

附 記

1. この規程は，平成21年 3月 12日から実施する。

2. 九州共立大学総合研究所紀要投稿規程(平成21年2月2日制定)は廃止する。
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